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　視線が肌を刺す。複数人の、蔑みの滲にじむ、あるいは嘲笑を湛たたえた視線だ。

　どうでも良かった。もう、すべてが。

　私に言わせてもらうなら、今日のこの裁判そのものが茶番だ。

「エモニエ公爵令嬢ジゼル・エモニエを、『改かい悛しゅんの塔』に幽閉することとする」

　裁判長が声高らかに宣言する。そうなるのだろうとあらかじめ想像がついていたから、特段驚きもしない。

　彼は臨時の裁判長だ。貴族が関わる重要な裁判において、まず不在にすることがなかったという常任の裁判長は、遠方へ出かけたきり今日の裁判に間に合わなかったと聞いている。そして今日、この法廷には私の味方などひとりとして存在していない。

　私は、この国の法にも、唯一の家族である父親にも見限られたということになる。

　緊張感の欠片も感じられない薄ら笑いを浮かべる臨時の裁判長の隣で、片づけ終えた塵ごみでも見るような目で嗤わらう男と目が合った。男の隣で、怯えた様子で彼の腕に縋すがりつきながらも、どこか勝ち誇った表情で私を見下ろしてくる女とも。

　……なぜ、私がこんな目に遭わなければならないのだろう。

　決まっている。エモニエ公爵家の恥に成り下がったからだ。愛を誓った男に裏切られ、罠に嵌められた。生家にも戻れないまま、間もなく、私は十九年のつまらない人生に幕を下ろす日を迎えるのだろう。

　塵を見る目で私を見ている男の手元を、冷めた目で眺める。距離のせいで輪郭までは分からなかったが、きらりとなにかが光を放つ様子は見えた。

　彼は今日も持っている。あの手のひらに握り締めているのだ、私の弱みを。

　それを指先でトントンと玩具のように弄ぶさまを見た瞬間、私の中で、大切ななにかが派手な音を立てて崩れ落ちた。

　――屑くずが。

「……ははっ」

　この法廷に足を踏み入れてから、初めて口を開いた。笑ってしまったのだ。それも声をあげて。

　どれほど不利な証言をされようと、それまでひと言たりとも口を利かなかった。文字通り、あの男の手に弱みを握られていたからだ。だが。

　前触れもなにもない私の笑い声を聞いた、法廷内のほぼすべての者の視線が、一斉に私へ向く。

　ああ、どいつもこいつも、吐き気がするほど不愉快だ。

「ここまで恥知らずだなんて……ご満足ですか、ベランジェ王弟殿下？」

　しんと静まり返った法廷の中、ガタンと慌てた素振りで椅子から立ち上がった男の姿が視界の端に見えた。途端にざわざわと騒がしくなった法廷に、静粛に、と余裕を欠いた臨時の裁判長の声が虚しく響き渡る。

　そんな中、私はただじっと彼を見ていた。やはり余裕を欠いた目で鋭く私を睨みつけてくる、私を騙して罠に陥れた張本人を。

　は、とまた笑いが零れた。

　どうせなにも残らないのなら、守れないのなら、自ら壊してしまったほうがましだ。
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「っ、あ……」

　石と変わらない硬さのベッドの上、エモニエ公爵令嬢ジゼル・エモニエは、小さく悲鳴をあげながら目を覚ました。

　嫌な夢を見た。最後の最後に見たのは、自分の首に食い込んでくる男の指だ。

　ここへ幽閉されて以降、もう何度同じ夢を見たか分からない。粗末なベッドの上では良質な眠りなど得られるはずもなく、眠りそのものもひどく浅い。息の詰まる閉塞感の中、ジゼルは震える吐息を落とした。

　今日もまた、夢の中でジゼルを殺めようとしていたのは、彼女を罪人に陥れた張本人だった。

　もっとも、あの男は絶対に自分の手を汚さない。結局はジゼルもまた、彼に手を汚させないために動いていた。

　……過去の自分の愚かさには目も当てられない。夢の中でも彼に会いたいと甘い願いを馳せていた過去の自分へ、衝動のまま今の夢を見せつけてやりたくなる。

　お前が愛されたがっている相手は、これ以上ないほどの屑男だ、と。

『被告人は疲れているようだ。ご退席願おうか』

　先日の裁判の最後にジゼルが放った言葉と、それが生んだ混乱。それらを早々に畳んだのは、臨時の裁判長ではなくベランジェ本人だった。ジゼル自身、それ以降は無言を貫いたから、結局は法廷からまっすぐに改悛の塔へ送られ――そして今に至る。

　ふ、と息をつき、ジゼルはズキズキと痛む頭を押さえた。

　ベランジェは、国王セルジュ・ルフェーヴルの実弟だ。つい先日まで、ジゼルが盲目的な恋心を寄せていた相手でもある。

　かつて百年に及んだ侵略戦争に終止符を打った英雄、ルフェーヴル。彼が礎いしずえとなって築き上げたルフェーヴル王国は、彼の没後百年が経過した今、大陸随一の繁栄を誇る大国となった。

　戦乱によって痩せ細った土地は、先人たちの知恵と努力、そして時の流れの力によって、また豊かな実りをもたらすようになった。一度は戦火に潰ついえた文化や芸術も、百年にわたる泰平の世の中で再び鮮やかに花開いた。今のルフェーヴルの民は、かつて全土を覆った泥沼の戦乱を詳しく知らない、平和の時代に生まれた者ばかりだ。

　だが、王家を取り巻く環境は、この泰平の世にあっても平穏にはいかないらしい。

　国王には子がひとり。今年で二十三歳になるフレデリク・ルフェーヴル王太子である。

　現在、王位継承権第一位に位置するのは彼だ。そして、第二位としてセルジュ国王の実弟・ベランジェが続く。

　しかし、フレデリクは少々問題を抱えた人物だ。ゆえにベランジェは、自分が兄王の跡を継げるようにと、国内で王家に次ぐ権力を持つエモニエ公爵家の一人娘・ジゼルへ協力を仰いでいた。

　フレデリク王太子を排除すべく立案された計画。その相談をベランジェから持ちかけられて以降、ジゼルは盲目的に彼への協力を始めた。

　ベランジェは現在三十二歳で、いまだ独身を貫いている。その妻の座を狙う令嬢は少なくなく、ジゼルもまたそのひとりだった。有力な公爵家の娘という自身の立場を最大限に利用し、ジゼルはあらゆる手段をもってベランジェに尽くしてきた。しかし。

　……どう考えてもおかしかった。

　疑問を感じる機会は何度もあったはずなのに、なぜ自分は気づけなかったのか。ベランジェが、フレデリクではなくセルジュ国王こそを陥れようとしていたことに。

『私が国王となった暁には、ぜひ君を王妃に迎えたい』

　王族は、結婚を約束した相手へ指輪を贈る。そして相手からは、家紋の入った剣や宝飾品、アクセサリーなどを受け取る。これは建国以来の風習であり、ベランジェに恋い焦がれていたジゼルももちろん知っていた。

　宝玉のあしらわれていない、シンプルな金の指輪だった。それを指に通されたジゼルは、ベランジェからの唐突なプロポーズに違和感のひとつも抱けないまま、一瞬で舞い上がってしまった。

　用意のなかった彼女は、ベランジェにプロポーズの返事となる家紋入りの品を求められ、そのときになって初めて戸惑った。短い逡巡の後、ジゼルは肌身離さず持ち歩いているブローチを差し出した。大粒のブルーガーネットが嵌め込まれた特別なブローチ――彼女自身の宝物でもある、母の形見を。

　その頃には、ベランジェとともに過ごす時間がだいぶ減っていた。だから焦ったのだ。今この場で返事をしなければ、彼はすぐにも自分を切り捨てるのではないか、と。

　代えの利かない母の形見をベランジェに差し出したことは、果たして正しかったのか。いいや、正しいに決まっている。彼の隣に立つのは私だ。だがもし可能なら、事情を説明して、改めて他の品を用意してブローチと交換してもらおうか。

　あれこれとひとりで悩み、考えを巡らせながらも、以降はベランジェと顔を合わせることもなく――数日後。

　国王が毒に倒れたという恐ろしい知らせが、エモニエ公爵家に届いた。

　体調が優れず私室で夕食を取っていた国王の傍らには、エモニエ家の家紋の入ったブルーガーネットのブローチが無造作に置かれていたという。

　ほどなくしてエモニエ家を訪れた王家直属の騎士らに、ジゼルは瞬く間に拘束された。ベランジェからもらった指輪を早々に抜き取られ、半狂乱になりながらも、抵抗ひとつままならず連行されるしかなかった。

　……まさか自分が、国王暗殺の実行犯として疑われるなんて。

　裁判までの間、王宮の一室に拘束されることになったジゼルは、信じがたい状況を前にひたすら頭を抱えていた。

　国王の私室に入り込む手段さえ持たないジゼルが、国王に毒を盛れたわけがない。そもそも、ベランジェと最後に顔を合わせて以降、彼女は王宮を訪れてさえいなかった。

　そんなことは誰の目にも明白だろうに、十数名の使用人がほぼ同時に、怪しい者としてジゼルの名を挙げた。王が倒れた日にジゼルを王宮内で見かけた、との報告も複数あった。

　そしてベランジェは、窮地に陥った彼女を一切庇かばわなかった。

（……狂ってるわ）

　寝転がったきり、ジゼルは腕で両目を覆った。

　エモニエ家の家紋が入ったあのブローチを入手するためだけに、ベランジェはジゼルへ嘘のプロポーズをしたのだ。今思えば、自分を拘束した騎士たちは真っ先にジゼルの指輪を奪った。ベランジェからのプロポーズという証拠そのものを潰しにかかったのだろう。

『私が国王となった暁には、ぜひ君を王妃に迎えたい』

　最初から、彼は兄王を廃して新たな国王になる気だったのだ。

　ベランジェが即位するには、フレデリク王太子をどうこうする以前に、セルジュ国王本人を玉座から退かせなければならないのだから。

　ジゼルのブローチを国王の私室に忍ばせ、複数の使用人に虚偽の報告をさせる算段を整えてから、彼は人を使って国王に毒を盛った。罪を被せる相手は、名の知られていない使用人よりも、彼への協力を惜しまなかったジゼルのほうが適任だったから。

　あまりにも粗末な工作だ。だが、要は「犯人はジゼルである」という証拠があれば十分だったのだろう。

　事実、彼女はベランジェに尽くしすぎた。王弟妃の座を狙うだけでは足りず、王を廃してベランジェを即位させ、王妃として君臨しようと目論んだのでは……そんな憶測が飛び交うまでに、そう時間はかからなかったようだ。

　つまるところ、ベランジェにとって、ジゼルは実に使い勝手の良い駒だった。

　フレデリクを廃せばベランジェが喜ぶ――そう信じて疑わなかった自分が、ジゼルはもはや呪わしくて堪らなかった。ひとたび思い込むとすぐに周りが見えなくなる悪癖は幼い頃からあるが、自分の盲目ぶりに改めて呆れてしまう。

「……はぁ」

　乾いた唇から、ジゼルは重々しい溜息を落とした。

　もし国王の身になにかあれば、ほどなくしてベランジェが即位することになるだろう。他ならぬジゼル自身が、物言いたげな――もっとはっきり言うなら反対しているとしか思えない目をしていた父を無視してまで、ベランジェへの力添えを強行してしまったために。

　エモニエ家には利の及ばない、純粋にベランジェのためだけに尽くした助力も多大にある。良い顔をしない父を、ときには泣き落としという手段まで使って無理やり頷かせていた過去の自分が憎い。

　エモニエ公爵家は、先代が宰相を務めた家だ。父が当主となって以降は、派閥などにも属さず中立を貫いているが、それでも方ほう々ぼうにおけるエモニエ家の影響力は強い。

　だとしても、娘が国王暗殺の実行犯として改悛の塔へ幽閉されている今、父とて厳しい局面に追いやられているに違いなかった。娘を使って国王を排除しようとしたのでは、といった疑いの目も向けられているだろう。

　そうした疑惑を、父はどうやって晴らしているのか……想像したくもなかった。

　こんな形で家名に泥を塗ってしまうなんて。いや、ベランジェを相手に盲目の恋に陥っていた時点で、自分はとうにエモニエ家の恥だった。ジゼルはきつく唇を噛みしめる。

　法廷で、ベランジェは塵を見る目でジゼルを見ていた。彼の隣には別の女までいた。誰なのかまでは遠目には分からなかったが、その女の勝ち誇ったように吊り上がる口角だけは、今なお忘れられずにいる。

　……母の形見は、もう壊された後だろうか。

　ジゼルの胸に暗い影が差す。あのブローチはジゼルの宝だ。代えの利かない、大切な。

　裁判の日、あれを玩具のように弄ぶベランジェの指先が見えた瞬間、ジゼルの中で、弾けてはいけないなにかが勢い良く弾け飛んでしまった。

　あんな発言をしてしまった以上、ベランジェは、口封じのためにも絶対にジゼルを消さねばならないと躍やっ起きになっていることだろう。

　あの日、法廷には父の姿がなかった。ジゼルに疑いの目が向いたせいで父まで巻き込まれてしまっているのか、あるいは愚かな選択を繰り返す娘をとうとう見限ったのか……なにも分からない。ジゼル自身、いまさら父に合わせる顔がなかった。

　エモニエ家の恥になる――それは、彼女が他のなにより恐れていることだからだ。

（なんだってできると思ってた……ベランジェ様のためなら）

　腕で目を塞いだきり、小さく身じろぎした彼女の足元で、枷かせの鎖がカチャリと細い音を鳴らす。

　彼女の両足にはそれぞれ枷がついている。艶やかな漆黒の髪もまた、肩の高さまで無惨に切り刻まれた後。元々の輝きもすっかりくすんでしまっていた。

　質素な鼠色のローブは、教皇庁が用意した衣服だ。罪深き囚人は神に祈りでも捧げて己の罪を悔い改めろ、という意味なのだろう。

　薄汚れた布地に包まれながらボサボサの毛先に触れ、ジゼルは自嘲の笑みを浮かべた。こんな格好をさせることも、髪を刻むことも、惨めさを味わわせるための仕打ちなのだろう。なかなかに精神を追い詰めるやり口だ。

　処刑を免れられないなら、せめて最期くらい、誇り高きエモニエ公爵家の娘らしく散らせてほしかった。こんな惨めな姿など、父にだけは絶対に見られたくない。

　苦々しい思いとともに、ジゼルの両目に薄く涙の膜が張った、そのときだった。

　コンコン、とドアをノックする音が前触れなく響き、横たわったきりのジゼルは派手に背を強張らせる。

「な……」

　……誰だ。咄とっ嗟さに身を起こしたジゼルの喉から、掠れた声が零れ落ちる。

　幽閉されて数日が経ったが、食事を運んでくるなどといった最低限の使いの者以外は、誰もこの塔を訪れない。高貴な身分の人間だけが入る場所とはいっても、改悛の塔は罪人の監獄に他ならないのだ。

　貴族の場合、他の貴族と結託したり他国と手を組んだりといった大胆な手段も、他の者たちよりは取りやすい。そうした者たちが、国を傾かせるような重罪を犯した前例もある。だからこそ改悛の塔は、古いにしえの魔術の力を用いて厳重に管理されていた。罪人自身にも魔術の込められた足枷を嵌め、一歩でも外に出れば、その瞬間に足が切り落とされる仕組みになっている。

　一日に二度与えられる食事の時間はとうに過ぎた。その上、外はまだ暗い。時間の感覚が鈍りきっているのは事実だが、朝が近いとも思えない。こんな中途半端な時間に処刑が決まるとも考えにくかった。

　一体誰が、なぜこんなところに。

　目を細め、ジゼルはドアを睨みつける。ほどなくしてドアの外から鍵を開ける音が聞こえ、彼女の心臓は一層不穏に高鳴り……そして。

「……え……？」

　早鐘を打つ胸を押さえて立ち上がったジゼルは、呆然と声を落とした。

　そうせざるを得なかったのだ。ドアを開けて独房へ踏み込んできた相手が、セルジュ国王の息子・フレデリク王太子だったために。

　姿を隠してこの塔を訪ねてきたのか、王太子は、暗色の外套をまとっている上にフードまで被っている。だが、見間違えるはずもない。相談を持ちかけられて以降、何年にもわたり、ジゼルはこの男を排除すべくベランジェへの協力を繰り返してきたのだから。

　間を置かず、男の長い指が外套のフードを外しにかかった。

　顕わになったのは、セルジュ国王譲りの金髪と、深い蜂蜜色の瞳だ。彼の叔父に当たるベランジェにもよく似ている。中でも目を惹くのは鮮やかな金の髪……王族の象徴だ。

　さして広くもない独房の中、ベッドの前で立ち尽くすジゼルを見つめたきり、フレデリクは無言を貫いている。その表情は妙に穏やかだ。

　彼の背後に、ジゼルは鋭く視線を向けた。だが他には誰もいない。

　ひとりで独房を訪れ、罪人に向けて笑いかける国王の息子――フレデリクに関するある疑惑を思い返しながら、ジゼルはゆっくりと唇を開いた。

「これはこれは王太子殿下。いかがなさいました？　ここは罪人の牢屋ですよ？」

　鼻白みつつも、ジゼルはあえて言葉を砕いて伝える。それこそ幼児にでも伝わるような、分かりやすい言葉を使って。

　対するフレデリクは、ジゼルへ視線を留めたまま、一向に笑みを崩さない。

（……こうやって面と向かって話すのは初めてだけど）

　ジゼルの口元が薄く歪む。

　王太子は無能。それ自体は有名な話だ。貴族の間、それどころか市井においても、ある程度の信憑性を伴って囁かれている。

　そして、もうひとつ。

『子供返りしているそうだよ。五、六歳くらいの、本当に幼かった頃にね』

　小馬鹿にしたような表情で語っていたベランジェの声が、ジゼルの脳裏に蘇る。

　子供返り……姿格好を見る限りでは、到底そうは見えない。だが。

　目の前の男――今年で二十三歳になる、それでいて大人の男性にしてはあまりにも屈託のない笑みを浮かべているフレデリク王太子を、ジゼルは冷めた目で眺める。自分を排除しようとしていた女を前に、よくもそこまで陰りのない笑みを浮かべていられるものだ。

　無論、フレデリクが本当に子供返りしているなら、彼が過去のジゼルの思惑を把握しているとは考えにくい。だが、それでなくても今の彼女は罪人だ。国王、つまりフレデリクの父親を殺そうとした大罪人。

　堪らず、ジゼルは舌打ちしてしまいそうになる。

　フレデリクの顔はベランジェによく似ている。それがにこにこと屈託なく笑みを浮かべているせいで、彼女の苛立ちは余計に募っていく。

　この男、思った以上に目障りだ。

「……失礼ですが、行き先をお間違えなのでは？」

　ジゼルの喉から、低い声が滑り落ちる。

　出ていけという意味で告げたつもりだった。しかし当のフレデリクは動かない。それどころか、一歩、また一歩とジゼルのほうへ近づいてくる。ぎょっとしたジゼルは大きく目を瞠みはり、ぎろりと睨みを利かせたが、相手はやはり動じない。

　ジゼルのすぐ傍まで歩み寄ったフレデリクは、仰々しい仕種で彼女の手を取ってみせた。

「エモニエ公爵令嬢。あなたを助けにきました」

　囁くや否や、彼はジゼルの手の甲へ唇を落とす。

　は、と吐息交じりの声を零したジゼルを、とろりと蕩けた飴を彷彿とさせる蜂蜜色の瞳がまっすぐ射抜く。

「……なにを……おっしゃっているのです？」

　なんとか声を絞り出したジゼルの唇が、ひくりと戦慄わなないた。

　子供返りしているからこその発言なのかもしれない。それでいて、無邪気、無謀――そういう幼稚さとは違う、言うなれば恍惚とした気配を肌で感じ取ったジゼルは、矛盾を孕はらんだその不気味さに背を震わせてしまう。

「あなたをここからお助けしたいのです。できれば、今すぐにでも」

「……殿下。ご存知ないのかもしれませんが、私はここから出られません。無理に出ようとすれば、この枷に込められた魔術がすぐさま私の足を切り落とすでしょうね」

　自分の足枷を指で示しながら流暢に告げ、鼻で笑ったジゼルへ、フレデリクはなおも笑みを崩さない。

　どうせこの場に他の目があるわけでもない。これ以上我慢を続ける気にもなれず、苛立ったジゼルは分かりやすく舌打ちをしてみせた。

「殿下のお手を取れば、私は助かるとでも？」

「はい。だって、あなたは父を殺そうとなんてしていないでしょう？」

　ギ、と音がするほど露骨にジゼルの背が強張った。

　知っているのか……いや、違う。当然だ。異常なのは先日の裁判であり、すべてがベランジェの思惑通りに進んでいる現状そのものでもある。

　子供返りしている無能の王太子。その噂は本当なのだろうか。それもまた、ベランジェが彼自身に都合の良いようにばら撒いた、適当な嘘なのでは。

（……本当に助けてもらえるの……？）

　もし本当に、あの判決を覆してもらえるとしたら。

　縋る思いで口を動かそうとしたジゼルだったが、わずかな差で先にフレデリクが続きを切り出し、ジゼルは今度こそ固まった。

「あなたが狙ってたのは、父じゃなくて僕の命ですもんね？」

　ひゅ、と喉を鳴らしたジゼルを、フレデリクはなおもまっすぐに見つめてくる。

　彼の表情は変わらない。物騒な話題を自ら吹っかけておきながら、ここを訪れた当初と変わらない笑みを浮かべたきりだ。

　喉が渇く。ピリピリと痛むほどに。

　それでも、なにも告げないわけにはいかない。その一心でジゼルは声を絞り出す。

「……でしたらなんでしょう？　この場で、殿下自ら私を処刑なさるのですか？」

「いいえ。許します」

「は？」

　間の抜けた声が、ジゼルの意思に反して勝手に零れ落ちた。

「あなたが僕を陥れようとしていたこと、許します。ただしひとつ条件が」

「……条件？」

「はい。僕のお嫁さんになってほしいんです」

　曇りのない目で答えたフレデリクを前に、ジゼルは大きく目を見開いた。そして間を置かず、彼女の唇は嘲あざけりに歪む。

　お嫁さん――なんとも純朴そうな発言だ。大人の、それも王族の言葉とはとても思えない。夢見がちで子供じみていて、反吐が出る。

　この男を頼るのは、やはり間違いだ。

　ジゼルの胸の内で、見る間に失望が広がっていく。

「殿下。恐れ入りますが、私は……」

「ああ、もっと分かりやすい言い方をしたほうがいいかな。では今夜ひと晩、お相手を願いたい」

　話を遮られたジゼルの苛立ちは、相手の最後の言葉を前に、ふつりと立ち消えた。

　耳を疑うような言葉の意味を理解するまで、無駄に時間がかかってしまう。

　男の双そう眸ぼうは、なおも純粋な子供のそれに見える。整合性が取れない。今の発言は、子供返りしている者が吐けるものではない。

『今夜ひと晩、お相手を願いたい』

　――人生の最後に、とんだ屑に捕まってしまった。

　この男は、女を女として扱うことについて無知ではない。子供返りの話は嘘、そういうことなのだろう。

（……反吐が出るわ）

　ぎり、とジゼルは奥歯を噛み締める。

　だがこの仕打ちも、愚かな過ちを繰り返した自分自身への罰に違いなかった。ジゼルは元々、この男を歴史の表舞台から排するための策をさんざん巡らせてきたのだから。

　もうどうにでもなれとばかり、ジゼルは嫌悪に歪んだ唇を開いた。

「はっ、お好きにどうぞ。こんな薄汚れた罪人でよろしければ、ですがね」

　投げやりな仕種でベッドに腰を下ろし、脚を組んだ彼女は、侮蔑と挑発が綯ない交ぜになった視線を王太子へ向ける。

　そんな彼女へ「それでは」と笑いかけたフレデリクは、ベッドの前に膝をつき、ジゼルの右足へ手を伸ばした。チャリ、と枷の鎖が細い音を立てる。枷はそのままに、彼女のくるぶしへ恭しく触れた彼は、あろうことかそのまま足の甲へ唇を寄せた。

「ッ、な……」

　跪ひざまずいた男が自分の足に口づけるさまを、ジゼルは呆然と見下ろす。

　変態じみた行為だ。心底引きながら言葉を発せずにいたジゼルだったが、彼女が反応を示すよりも早く、フレデリクはジゼルの足に触れたまま呟いた。

「あなたは本当に美しい。あなたの無実を証明した暁には、どうか僕の傍に」

　彼がここを訪れてからずっと浮かべていたはずの屈託ない笑みは、陶酔しきった男の顔に取って代わっていた。

　……気色が悪い。形ばかりは美しく整っているフレデリクの双眸を、ジゼルは反吐の出る思いで睨みつける。

　なにより、囚人用の鼠色のローブに、見せしめのために鋏を入れられた不揃いの黒髪――こんな姿のどこが美しいというのか。見え透いたおべっかを使う男を前に、ジゼルは不快感を顔に出さずにはいられなくなる。

　フレデリクの顔がベランジェに似ていることも、彼女の苛立ちを煽ってやまなかった。顔立ちに加え、艶めいた金髪も目の色もよく似ている。不愉快で堪らない。

（……無実の証明ですって？）

　あり得ない。無能の噂がどこまで真実かは知らないが、女の罪人を手籠めにするような低俗な男に、ベランジェの息が存分にかかったあの判決を覆せるとは思えない。

　なにせ、母の形見のブローチという弱みを握られたジゼルは、判決が出るまでになんの弁明もできなかった。無実を訴えてさえいない。仮にも国王暗殺の現場に残されていた事件の証拠を、ベランジェがあれほど軽々しく扱っていた以上、あの裁判はベランジェがジゼルをスケープゴートにするための独壇場でしかなかった。

　加えて、ジゼルの力添えも多分にあり、ベランジェの周囲は盤石だ。

　ジゼルは自分で自分の首を絞めた。自分だけならまだしも、父親、ひいてはエモニエ公爵家をも貶めた。すべて自分の独断でやったことだと声を張り上げても、いまさら聞き入れてすらもらえないだろう。

　形見をぞんざいに扱われ、頭に血が上って口にした最後の足掻きも、結局はなににもならなかった。それどころか、あの発言によって焦ったベランジェは、口止めの意味でジゼルの処刑を早める可能性さえある。

　――ああ、どれもこれもなんて愚かな選択ばかり。私は本当につまらない女だ。

　そんな女に踏みつけられたら、この男はどう思うだろう。恋い慕った王弟と瓜二つの、無能で知られる王太子様は。

「……ははっ」

　嗜虐的な考えが頭を巡るや否や、ジゼルは笑い声をあげながら足を振り上げていた。

　恍惚とした所作でジゼルの裸足に唇を寄せていたフレデリクは、あわやというところで彼女の足を避けた。

　驚いてはいるが、怒っている感じはしない。侮辱への対応まで無能か、とジゼルは口元を歪めて嗤う。

　もうなにもかもがどうでもいい。躊ちゅう躇ちょが消えた今、彼女の動きは軽やかだ。ベッドの端に座ったまま、腕を伸ばしてフレデリクの胸倉を掴み上げた彼女は、相手の耳元で妖艶に囁いた。

「私に触りたいなら跪いて。早く」

　嘲りの滲む声で命じてなお、フレデリクは抵抗しない。座るジゼルを見上げながら、憤怒どころか困惑の表情さえ見せなかった。

　間を置かず、彼は拳を床に添え、ジゼルに忠誠を誓う騎士であるかのように跪いてみせた。

　おとなしく自分に従う王太子を前に、ジゼルはすっかり高揚していた。そのせいで、相手がなぜそれほどまでに従順なのか、疑問にも思えなくなる。

　調子づいた彼女は、フレデリクの頬を足の甲で打った。重く硬い枷が当たらないよう配慮する気はなかったが、偶然にも、彼の頬に当たったのはジゼルの肌だったようだ。

　う、と低い呻きを落としたフレデリクの頭を、次いで彼女は素足で踏みつける。鎖がチャリチャリと耳障りな音を立てる中、冷たい石いし床どこに沈んだ男の金色の髪を見下ろし、ジゼルは声高らかに笑った。

「あらあら、綺麗な顔が台無し。罪人なんかに不用意に近づくからですよ？」

　男の頭部へ、ジゼルはさも楽しげに笑いかけてやる。

　どうせ処刑されるなら、最後に鬱うっ憤ぷんを晴らしたい。この男は――この男の顔はちょうど良い。まるでベランジェへ直に復讐している気分になれる。

「舐めなさい。私を組み敷きたいのなら、そのくらいはしてもらわないと」

　足の甲で男の顎を持ち上げ、ジゼルは彼の口元へ足の親指を突きつける。

　さすがにそろそろ怒り出すだろう。仮にフレデリクの子供返りの話が嘘でなかったとしても、今のジゼルの態度も要求も、なにもかもが王族に対する侮辱に他ならない。だが。

　はあ、と熱のこもった吐息が足元から聞こえ、ジゼルは眉を寄せた。

　フレデリクは立ち上がらない。それどころか非難の言葉ひとつ吐かない。妙な沈黙が流れる中、ジゼルはようやく状況に対して違和感を覚え――そのときだった。

「きゃ……!?」

　ぬろりとしたなにかが足の指を這い、彼女は思わず悲鳴をあげた。

　見れば、フレデリクはジゼルが突きつけた右足を恭しく持ち上げ、その先端を口に含んでいる。肌を這っているのが彼の舌だと察したジゼルは、見る間に血の気を引かせてしまう。

「い、嫌……放して、なに考えてるの!?」

　舐めろと命じたのはジゼル自身だったが、本気にされるとは考えていなかった。

　悲鳴じみた声をあげながら、彼女はフレデリクを、そして彼の行為を全力で拒絶する。足を振り回して突き放そうとしたものの、彼の両手が踵とふくらはぎをしっかり固定しているせいで、思うように動かせない。

　前回入浴したのはいつだったか……ジゼルの背を、強烈な戦慄が駆け抜ける。

　ちゅ、と音を立てて足の小指を舐められ、眩暈めまいがした。なぜか抵抗できない。妙な高揚感が彼女にそれを許さない。相手の顔や手を蹴飛ばしてやろうにも、碌ろくに力が入らなかった。

「ッ、あ……ぅ」

　足の指を舐める音が独房内に反響する中、いつしかジゼルの腰は甘く砕け、意識もまた朦朧としてしまっていた。堪えきれず上体を傾げた彼女は、なんとかベッドに手をついて身体を支える。

　その仕種を目ざとく見ていたフレデリクは、ジゼルの足から唇と手を放し、すかさず彼女の腰を支えた。反射的に男の腕を掴んだジゼルの身体が、ゆっくりとベッドへ横たえられる。

「はぁ、……ジゼル……」

　古めかしいベッドの上で膝立ちになったフレデリクは、またもジゼルの足の指を舐め始めた。横たわった後までこの変態じみた行為を続けられるとは思っていなかったために、再び、ジゼルの背筋を戦慄が駆け抜ける。

「やめて、……やめてってばッ！」

　首を振りたくり、ジゼルはいつしか懇願するような声で男を拒んでいた。それでもフレデリクはやめない。それどころか、嬉しそうにジゼルの足を舐めている。

　顔を踏んだときにも恍惚として見えた……どういうことだ。

　考えても考えても納得のいく答えは見つからない。止まらない行為のせいで、次第になにかを考えること自体が難しくなっていく。

　ひ、と声が零れたそのとき、ジゼルはある異変に気づいた。

　彼の舌はどんどん上を目指してくる。くるぶし、足首、ふくらはぎ、そして膝の裏。ジゼルが違和感に気づいた頃には、フレデリクはすでに彼女の腰に馬乗りになり、枷のついた右脚を大きく持ち上げていた。

　寝転がった彼女の目に、腰に跨がる男が自分の右脚を舐めしゃぶっているさまが鮮明に映り込む。彼の舌先は、今まさに膝裏から大腿へ移ろうとしていて、ジゼルの背筋がぞわりと粟立った。

　こいつ……なにをする気だ。まさか。

　鼠色のローブをたくし上げられ、うっすらと感じていた焦燥がひと息に燃え上がる。荒くなった呼吸を隠そうともしないフレデリクに、脚の間へ顔をねじ込まれ、今度こそジゼルは全力で抵抗を試みた。

「嫌ッ！」

　ジゼルがなりふり構わず手足をばたつかせた瞬間、腰が動かなくなった。馬乗りになった相手が力を込め、拘束を強めているのだと悟ったと同時、腕を強く押さえ込まれてしまう。

　ここ数日、ジゼルは碌な食事を取れていない。力が入らない。男の力でねじ伏せられ、好き勝手に弄ばれるだけだ。

　必死の抵抗も虚しく、男の唇はやがて彼女の秘密に辿り着き、そして。

「や、……嫌、放せこのッ!!」

　下着は用意してもらえていない。剥き出しの秘所をねっとりと舐められ、ジゼルの目尻を大粒の涙が零れ落ちていく。

「いやぁ……っ!!」

　……信じられない。腕も脚も押さえ込まれて身動きが取れないまま、自分はただ、この狂った蹂じゅう躙りんを受け入れるしかない。

　ベランジェにさえ晒したことのない秘密を、男の舌が這いずり回っている。

　いっそ殺されたほうがましだ。殺せ、殺せ、とジゼルの頭の中はそればかりになる。噛み締めた唇にぴりりと痛みが走る。今の彼女は、そうしてでも正気を保っていたかった。

　ほどなくして、女の部分を狙って責め立てる舌先がそこから離れた。

　ようやく終わりか、と小さく安堵したジゼルだったが、すぐに別のなにかがそこへ侵入を開始する。それがフレデリクの指だと理解した瞬間、刺すような痛みを覚えたジゼルは、堪らずくぐもった呻きを零した。

「……ッ、く、ぅ……」

「良かった。叔父上に、純潔を捧げてまではいなかったんですね」

　蕩けるような声で囁いた後、フレデリクは早々に指を引き抜いた。

　涙のせいで霞んだジゼルの視界に、それでも妙にはっきりと、彼女の秘密に潜ませていた指へ恍惚と舌を這わせるフレデリクの姿が映り込む。

　助かった、と思ったのも束の間、ジゼルはふつふつと湧き起こってくる怒りに支配されてしまう。

　名残惜しそうに脚の間から顔を離した彼の顔は、やはり恍惚として見えた。

「綺麗です、ジゼル……ああ、噛んでしまったんですか？」

　血が出ています、と心配そうに唇をなぞられた瞬間、ジゼルの怒りは頂点に達した。

　貴様のせいだろうがと拳を震わせるが、うまく力が入らない。声も出せない。一方のフレデリクは、陶酔しきった表情を隠そうともしていない。

「本当の契りを交わすのは、あなたが僕に心を許してくれてからにしましょう。正式な求婚もまた改めて……愛しています、僕のジゼル」

　言うや否や、フレデリクはジゼルの唇へ自分のそれを寄せた。

　彼女が自ら噛み切った場所を、彼は恭しい所作で舐め、それから口づけを落とす。先ほどまで秘所を甚いた振ぶっていた唇に唇を塞がれ、ジゼルの視界がバチバチと怒りに爆ぜた。

「この……ッ!!」

　男の胸板を、彼女はただただ勢い任せに押し返す。

　油断していたのか、フレデリクはベッドから転げ落ちそうになったようだ。なんとか体勢を持ち直した彼の、その頬に狙いを定め、ジゼルは大きく手を振りかざす。
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「触らないで、穢けがらわしいッ!!」

　パァンと甲高い音が、独房の中に響き渡った。

　目の奥がまだ燃えるように熱い。フーッフーッと獣じみた呼吸を繰り返すジゼルを、豪快に平手打ちを食らったフレデリクは、なおも恍惚とした目で見つめていた。

















第２章　釈放された令嬢、求婚される












「カルノー伯爵家嫡男エルヴェ・カルノー、ラモワン子爵、近衛騎士団第二部団副部団長ルイゾン・バルバストル、それからファリエール家使用人マガリー・オダン……」

　鍵のかかった室内に、単調かつ控えめな男の声が響く。

　彼の傍らには、挙げ連ねられた名を聞き逃すまいと耳を欹そばだてる初老の男性が添っている。

　セルジュ国王唯一の子・フレデリク王太子と、国王の右腕と称されるペルチエ宰相のふたりだ。

「……以上十二名だ。彼らの周辺を洗い直せ。叔父上との面識の有無と程度も確認しておいてくれ」

「かしこまりました。直ちに」

　公爵令嬢ジゼル・エモニエを、父王セルジュ暗殺未遂の単独犯と決定づけた先の裁判。

　フレデリクが名指しした十二名は、裁判にてジゼルが不利になる証言をした者のうち、発言の際に不自然な態度を、あるいは逆に自然すぎて不自然に感じられる態度を取っていた者たちだ。

　倒れた父王はもちろん、王太子であるフレデリクにも、裁判の傍聴は許されなかった。「子供に見せられるものではない」という王弟ベランジェの温情による判断だと聞かされたときには、フレデリクは思わず嘲笑を漏らしてしまった。

　一方で、ペルチエ宰相は裁判を傍聴していた。宰相には事前に、彼の指示を受けた者たちとともに、裁判の一部始終をすべて記録するよう頼んでいた。無論、フレデリクの目に留めるための記録だとは、宰相以外誰も知らないまま。

　手元のリストを眺めながら、フレデリクは小さく息を落とした。

　所作も口調も、子供返り中の人物のそれではない。事実、彼の子供返りは、周囲を――主に王弟と彼の側についている者たちの目を眩ませるべく続けられてきた演技に他ならなかった。

　それ自体が、本人と国王、そしてごく少数の重鎮たちによる計画だ。

　フレデリクは幼い頃から命を狙われてきた。それも一度や二度ではない。その首謀として最も怪しまれてきたのが、王弟ベランジェだ。

　立場上、動機が明確であるという理由もあるにはある。だがそれ以上に、フレデリクを襲ったどの件にも、必ず彼の影がつきまとっていた。とはいえ、結局は決定的な証拠を炙り出せないまま現在に至る。

　血の気の多い弟に、なんとかして息子から目を逸らしてもらわねばと苦肉の策を練ったのは、セルジュ国王本人だ。息子フレデリクに、子供返りしたふりをさせるのはどうかと提案したのだ。

　その場しのぎに等しい父親の案に同意し、さらにそれをより効果的に、かつ長期的な目線で活用できないかと重ねて考案したのは、当のフレデリク本人である。

　セルジュ国王は元々、齢の離れた弟を大層可愛がっていた。だからこそ、彼の処遇に長く頭を悩ませてきた。我が子に幾度も凶刃を向けられながらも、なんとか穏便に弟の野心を鈍らせられないか、と。

　要は、国王は弟への情を捨てきれなかったのだ。

　だが今回、ベランジェがフレデリクではなく国王本人に牙を剥いたことで、事態は急変した。ペルチエ宰相をはじめとした主要貴族たちが長らく懸念してきた通り、ベランジェはもはや王位に目を眩ませた危険人物でしかない、ということが確定してしまった。

　息子を子供返りさせて弟の敵意を和らげるという、なんの解決にもならない父王の愚案。それにフレデリクがわざわざ乗ってやったのは、父とは違う目的を果たすためだ。父の案を利用した上でさらに踏み込んだ策を練り、叔父の決定的な失態を露呈させようと考えていた。

　セルジュ国王の優しさや甘さは、この泰平の世においては尊重され、愛されるべきもの――それは事実だ。だが、その陰で辛酸を嘗なめさせられる側としては堪ったものではない。

「それでは、こちらはわたくしが進めておきます。お先にご退室なさいますか？」

「いや、少し残る。周りには『ここで遊びたいと言われた』とでもぼやいておいてくれ」

「……かしこまりました。鍵はすぐにおかけください、ではまた後ほど」

　椅子から立ち上がり、フレデリクはドアまで歩み寄ってペルチエ宰相を見送る。

　フレデリクが机に向かって首を傾げているさまを、ドアの隙間などから誰かに覗かれでもしたら面倒だ。宰相の執務室で遊びたがる、子供返り中の哀れで無邪気な王太子……その構図を、今はまだ、王宮内の誰にも訝しまれてはならない。

　王宮にはさまざまな陰謀が渦巻いている。現状、フレデリクが最も警戒しなければならない相手が王弟のベランジェだ。

　誰が誰の息のかかった人間なのか、使用人のひとりひとりに至るまでつぶさに把握できれば手っ取り早いだろうが、すべての人間の思惑を一度に把握するのは不可能だ。明日にはあっさり別陣営へと手のひらを返す者もいる。ゆえに、相手が誰であろうと違和感は抱かせられない。

　フレデリクが十年近くこの演技を続けてきたことで、ベランジェの油断はある程度現実となった。やっとのことでここまできた。いまさら、つまらない油断によってすべてを無に帰してはいられない。

　退室していくペルチエ宰相に、子供そのものといった所作で手を振っていたフレデリクは、ドアが完全に閉まりきるさまを目視してから静かに鍵をかける。

　ジゼルにすべての罪を被せた叔父は、目前に迫った王位にすっかり目を眩ませている。仮に即位したとして、あの男は具体的になにをどうしたいのか……フレデリクとしては甚はなはだ疑問だ。

　ベランジェが担っている公務は、数を見るだけでも父王の半分に満たない。責任の軽い公務を中心に、父王が与えてやっているのだ。

　対するフレデリクは、父王の公務を、ペルチエ宰相とともに秘密裏に兼任してきた。だからこそこの国は、国王が臥せっている今も平常通り回っている。ベランジェがその点に思い至れない辺りも、愚かしいことこの上ない。だが。

　――正直、今はそれどころではない。

　ドアに添えていた指を放したフレデリクは、熱い吐息を零した。

「……ジゼル……」

　彼女が目の前にいるわけでもなんでもないのに、名を呼ぶだけで高揚してしまう。

　気高いジゼル。あなたは本当に美しい。叔父の傍に寄り添う高潔なあなたを、この数年、僕がどんな目で見つめていたか、あなたは露ほども知らないのだろう。

　脳裏にジゼルの面影を思い描いては、フレデリクは熱っぽく嘆息する。

　ペルチエ宰相には止められていたが、我慢を利かせられなくなり、昨晩とうとう単身で改悛の塔へ忍び込んでしまった。

　枷のついた彼女の足に踏みつけられたときの高揚が忘れられない。

　見下したような勝ち気な眼差し、相手を無能だと思っているからこそ滲む侮蔑。そして、一瞬ではあるが傷ついた顔を覗かせもした。フレデリクとベランジェは瓜二つの容姿をしている。フレデリクの顔に、そのままベランジェの面影を重ねてしまったのだろう。

　今、ジゼルの周囲を不用意に動き回るのは得策ではない。そうと分かっていても耐えられなかった。なにかに関して耐えられないという感情を抱く、それ自体が、本当の自分ではない自分を演じながら生きるこの身には無縁だと思っていたのに。

　ペルチエ宰相の執務室は、常にカーテンが閉めきられている。これもまた、セルジュ国王が臥せってから入室する機会の増えたフレデリクが、机に向かったり宰相とやり取りしたり――言ってしまえば「子供らしくない言動」を取る様子を、万が一にも周囲に目撃されないための措置だ。

　日のある時間でありながら薄暗い室内、机に置いたランプの灯りをぼんやりと見つめ、フレデリクはまたも熱のこもった息を吐く。

　懐かしい記憶が蘇る。初めて彼女と顔を合わせた日の記憶だ。

　忘れもしない。顔を俯ける黒髪の少女の、常になにかに追い詰められているような表情……思い返した途端、フレデリクの背筋を甘い痺れが伝った。

　状況が許さなかったとはいえ、この数年、叔父に添うジゼルをただ黙って眺めているのは拷問に等しかった。だがそうした苦痛は、昨晩彼女に踏まれたことで霧散した。

　……そう、踏まれた。踏んでもらえた。

　素足で頭を踏みつけてくれた上に、頬まで打ってくれた。信じられない。ご褒美が過ぎる。口内にはまだ血の味が残っていて、それがより鮮明に昨晩の記憶を蘇らせる。あの瞬間を思い出すだけで胸が高鳴る。

　どうかしてしまったみたいだ。元からどうかしているという自覚もあるが。

　例の裁判が不当であったことは明白だ。すべてにおいて杜ず撰さんな裁判だったが、それを証明するには、できる限り理論的に整理していかねばならない。その第一歩として、リストに挙げた十二名の周辺を洗い直す手筈はすでに整えた。

　王太子は無能――ベランジェに与する者たちへそう思い込ませるため、どれほどの苦労と苦悩を重ねてきたことか。

　ベランジェが放つ魔の手に何度も陥落しかけ、それでもあえて父王の愚策に乗り、フレデリクは間抜けな道化を演じてきた。子供返りを演じてきた年数は、間もなく十年に近づこうとしている。

　ベランジェ本人の油断を誘うべく、市井にも噂を巡らせた。

　躊躇はなかった。ベランジェが油断すればするほど都合が良い。無能呼ばわりの挽回は困難を極めるだろうが、それでも背に腹は代えられなかった。

　フレデリクの子供返りそのものが、問題の先延ばしに過ぎない愚策である。そんなことは百も承知だった。

　人目を忍んでひっそりと文武に励み、国政や外交を学び……口外を防ぐ意味で、父の右腕であるペルチエ宰相が直々に教師役を務めた。宰相は、フレデリクが無能を演じていることを知る数少ない人物だ。

　実兄殺しさえ厭いとわない、腐りきった叔父――今の自分にあの男が敵うはずもない。

「ジゼル……」

　愛しい人。必ずやあなたを解放してみせる。

　その暁には、どうか僕の伴侶となってほしい。そして、その美しい脚でもう一度僕を踏みつけてほしい。

　ひとりきりの執務室で、フレデリクは背筋を震わせながら恍惚と溜息を落とした。
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　脚の間には、まだ強く違和感が残っている。

　ひどい一夜だった。派手に頬を打たれた後、まるで夢でも見ているような顔でジゼルを抱き締めた男は、しかしそれ以上この場に留まろうとはしなかった。またお会いしましょう、と肩の下で揺れるジゼルの髪に口づけ、名残惜しそうに退室していった。

　その背を睨みつけ、苛立ちも顕わにベッドへ横たわり……いっそ今すぐ殺せと夜よる中じゅう願い続けた結果、結局、ジゼルは一睡もできなかった。

　フレデリク王太子――とんでもない男だった。

　ある意味、ベランジェよりも危険だ。

『愛しています、僕のジゼル』

　陶酔を滲ませたフレデリクの声が、ジゼルの脳裏に苦々しく蘇る。

　愛している……それはベランジェからかけてもらいたかった言葉だ。それを、堕ちに堕ちた自分を凌辱しにきた、あんな男なんかに。

　本当に、なにもかもがうまくいってくれない。

　額を押さえたジゼルの目に、中途半端に刻まれた黒髪の毛先が映り込む。昨晩、フレデリクが名残惜しそうに口づけていった箇所だ。わざとらしいほど恭しかった彼の所作を振り返りながら、ジゼルは苦虫を噛み潰したような気分になる。

『あなたは本当に美しい』

（……こんな惨めな姿の、どこが美しいっていうの）

　ぎりりと奥歯を噛み締め、ジゼルは眉を寄せる。

　……違う。囚人の格好をしているから美しくない、それは当然だ。それ以前の問題なのだ。

　元来、ジゼルは自分の容姿に劣等感を抱き続けてきた。暗い髪色に加え、切れ長で鋭い目つき、それに拍車をかけるような血の色の瞳。きつい顔立ちだ、高慢そう――この外見に関し、周囲からはさんざん陰口を叩かれたり侮辱されたりしてきた。

　中でも、父親譲りの鋭い眼光はことさら彼女を悩ませた。女の武器には到底なり得ない強烈な眼め力ぢからのせいか、同年代の貴族の子息や令嬢たちに「メデューサ嬢」なる渾名で囁かれるようになって久しい。

　ときにはジゼルに見えにくい場所でコソコソと、ときにはわざと彼女の目につく場所で談笑しながら。外見だけで人を判断する者たちが繰り出す容赦ない言葉の刃を前に、それでもジゼルは気品ある振る舞いを捨てなかった。捨てられなかった。

　亡き母との約束を、守らなければならなかったからだ。

『エモニエの名に恥じない娘になる』

　それは母との約束だ。ジゼルが幼い頃に亡くなった実母との、最後の。

　母が大切にしていたブルーガーネットのブローチを手渡され、ジゼルはその約束を必ずや果たしてみせると、痩せた母を前に涙を堪えながら誓ったものだ。

　母の死後も、ジゼルに対する周囲からの冷たい視線は変わらなかった。彼女自身、「自分は周りの者たちとは違う」という頑なな認識を持ち始めていたことも理由のひとつなのだろう。

　ジゼルがベランジェと出会ったのは、母の死から五年が経った頃だった。

　初めて会った日も、それから間を置いて再会して以降も、彼はジゼルの容姿を一度も貶めなかった。

　陰口を叩いている連中とは比較にならないほど貴い身分の、外見で彼女を判断しない男性。それだけで盲目にならざるを得ないほど、当時のジゼルは、外見を貶められることを恐れていた。

　ベランジェの態度を、ジゼルは彼なりの配慮だと思っていた。

　だが結局は違った。あの男は、ジゼル・エモニエというひとりの人間にまったく興味がなかっただけだ。エモニエ公爵令嬢としての使い道しか、彼ははなから念頭に置いていなかった。

（……悔しい）

　ジゼルは唇を噛み締める。けれど、すべては自業自得だ。

　ただでさえ気の滅入る状況だというのに、昨晩はあんな凌辱未遂まで起こされた。改悛の塔へ忍び込んできた王太子――彼の非道を誰かに訴えたとして、信じてもらえるとは思いがたい。夢でも見たのでは、と一笑されるに決まっている。

　だいたい、このような身の上では、そうした暴挙を訴える相手もいない。溜息を落とす気力も残っていないジゼルは、ただ深く項うな垂だれるばかりだ。

　……とそのとき、ドアの外から音が聞こえてきた。

　人の気配がする。それもひとりやふたりではなさそうだ。無意識のうち、ジゼルの喉がこくりと音を立てて鳴る。

　いよいよ刑の執行が決まったかと身構える彼女の耳に、ドアをノックする控えめな音が届いた。わざわざ入室の許可を確認されたところで、ジゼルに選択肢などあるはずもない。彼女はつい鼻白んでしまう。

　だが、ドアは一向に開かない。

　ジゼルの返事を待っているらしかった。

「……どうぞ」

　埒らちが明かないと判断したジゼルが緊張の滲む声をあげると、それを待っていたとばかりに、ゆっくりとドアが開いた。

　その先には、女性の使用人がふたりいた。それぞれ深々と頭を下げている。

　彼女たちの背後、狭い踊り場には兵が控えている様子も窺えた。おそらくは階段の下にも数名……金属が擦れる音が細く聞こえてくるから、勘違いではなさそうだ。

　言葉もなく彼らを凝視するしかないジゼルへ、使用人のうちひとりがおずおずと切り出した。

「ジゼル・エモニエ公爵令嬢。釈放の命を受け、お迎えに上がりました」

　は、と呆然と声を落としたジゼルへ、兵のひとり、騎士と思しき男が室内へ踏み入ってくる。

「先の裁判の件、冤罪の可能性が出てまいりましたので、何卒こちらから移動していただきたく」

　騎士は恭しく膝をついてみせ、間を置かず、ふたりの使用人も進み出てくる。

　肌触りの良い羽織を手渡されてなお、ジゼルは目を見開いたきり瞬きひとつできない。罪人に対する扱いではない。確かに、これは貴婦人に対する扱いだ。

　どういうことだ。

「待って。これは……誰の指示なの？」

『あなたをここからお助けしたいのです』

　昨晩聞いた男の声が不意に蘇り、ジゼルは息を詰める。

　まさか本当に彼が……いや、仮に王太子が本気で自分を助けたいと考えていたとして、昨晩、自分はその心遣いを覆すに十分な暴挙に打って出た。頭を踏みつけ、足を舐めろと命じ、最後の最後には頬まで打った。それも渾身の力を込めて。

　あのすべてが王族への侮辱。どれかひとつ取っても、処刑を免れないほどの暴挙だ。

　それ以前に、裁判の結果を考えるなら、自分は国王を殺めようとした不届き者だ。そのような判決がこれほどあっさり覆るはずは……くらりと眩暈に震えたジゼルの肩を、使用人たちがすかさず支える。

　ジゼルの問いかけに対し、視線を泳がせていた騎士は、顔に躊躇を滲ませたまま答えた。

「……ペルチエ宰相でございます」

　ペルチエ宰相。セルジュ国王の側近であり右腕、そして――父の友人だ。

　大きく見開いたジゼルの目の奥に、眼前でひれ伏す使用人と騎士たちの姿が焼きつくようにして残った。









　ジゼルが連れていかれた先は、王宮の離れだった。

　浴室では、先ほどのふたりの使用人がジゼルの入浴を手伝った。

　数日ぶりの入浴を済ませ、人心地がついたと嘆息したのも束の間、今度は髪を整えられる。ざっくりと刻まれたきりだった毛先を鋏で整えられ、長さはなくても綺麗に見えるよう丁寧に巻かれ――ああ、本当に釈放されたのだと、ジゼルの理解はその頃になってからやっと追いついてくる。

　袖を通したドレスは、こっくりとした濃い赤色の一着だった。腰の位置に留まる大輪の花とリボン、そして裾を飾る細やかなレースが目を惹く。

　着替えてから、髪にも同じ色の花飾りをあしらわれ、ジゼルはゆっくりと鏡に向き直った。短期間とはいえ、独房での惨めな生活を余儀なくされた後だ。肌からは潤いもハリも欠けてしまっている。華やかなドレスに身を包まれながらも、直前まで着ていた鼠色のローブがまだ視界にちらつくようで、なんだか落ち着かない。

　料理も用意してもらったが、食事そのものはあまり進まなかった。

　数日間、冷えきったパンやスープばかり与えられていた身だ。単純に喉を通らなかったという理由もあるが、毒の混入を疑ったのも事実だった。話がうまく進みすぎている気がして、とにかく落ち着かなかった。

　食事を済ませた後、彼女はペルチエ宰相の執務室へ案内された。

　ペルチエ宰相は、どんな理由で私を釈放したのだろう――ジゼルの胸に緊張が走る。もしかしたら、父と旧知の仲である彼が、助け舟を出してくれたのではないか。

　そこまで考えたとき、使用人の手でドアが開かれた。

　失礼いたします、とジゼルが下げていた頭を持ち上げた、その瞬間。

「わあ！　おまちしてました、ジゼル！」

　顔を上げたジゼルの目に最初に飛び込んできたのは、昨晩、ジゼルが横暴を働いた、あるいはジゼルに横暴を働いた男。フレデリク王太子その人だった。

　あ、と思わず声が零れ、彼女は一歩引いてしまう。

　彼が浮かべている満面の笑みは、汚れを知らない純粋な子供の笑顔そのものだ。手にクレヨンを握ったフレデリクは、床に座り込んで手元の紙へなにかを描いている。遠目にはぐちゃぐちゃの丸を描いているようにしか見えない。訪れた者を出迎える、そうした大人らしい態度は少しも窺えなかった。

　ジゼルはさらに一歩後ずさりそうになり、だがフレデリクの横に初老の男性の姿を認め、たじろぐ足をひたりと止めた。

　白髪が交じり始めた茶色の髪、片眼鏡の奥で光る鋭い眼光。

　間違いない。ペルチエ宰相本人だ。

「……お招きいただきありがとうございます。ペルチエ宰相、フレデリク王太子殿下」

　焦燥を噛み殺し、ジゼルはふたりに挨拶する。

　優雅に一礼する彼女の背を確認した使用人たちは、ゆっくりとドアを閉めて去っていった。同席はしてくれないのか、とジゼルはつい心細さを覚えてしまう。

　一方で、それまで座り込んで落書きをしていたフレデリクがおもむろに立ち上がった。

　緊張に息を震わせるジゼルの横を素通りした彼は、ドアに指を伸ばして鍵をかける。慎重な仕種に見えた。音を立てまいと神経を尖らせているような、そういう。

（鍵までかけて、一体なにをしようっていうの……）

　前夜、自分は派手にやらかした。とはいっても、フレデリクもかなりの勢いでやらかしている。この場には宰相もいるのだ、鍵のかかった室内だからといって突拍子もない言動には出ないと思いたい。だが。

　ジゼルの息が再び震える。そんな彼女の肩へ、フレデリクがそっと手を乗せた。

「釈放に関する事情の説明は僕がします。どうぞこちらへ」

　ジゼルの背がぎくりと固まる。なんだ、今の喋り方は……先ほどと違う。

　困惑する彼女の手を取ったフレデリクは、ジゼルの歩幅に合わせつつ、彼女を室内へ導いていく。そんな彼を前に、ジゼルは狐につままれたような気分に陥ってしまう。

　床に座って落書きをしていたときとはまるで別人だ。一転して引き締められた表情、低い声で囁かれる硬い言葉――天真爛漫な少年の所作ではない。大人の男性のそれだ。

　ドアが閉まった瞬間、もっとはっきり言うなら使用人たちの姿が完全に見えなくなった瞬間から、人が違ってしまったかのようだ。宰相も一切口を挟まない。戸惑うジゼルと宰相の視線が一瞬かち合ったものの、結局は小さく頷かれたのみだ。

　不可思議な感覚を拭いきれずじまいで、導かれるまま、ジゼルは執務室中央の客人用と思しきソファへ腰を下ろした。

「それでは、さっそくですが」

　言いながら、フレデリクは彼女の向かいに腰を下ろした。

　彼の横には、立ったきりのペルチエ宰相が添う。

「今朝、父の意識が戻りました」

　穏やかに告げられ、ジゼルは目を見開いた。

　セルジュ国王の容態は安定していて、命に別状はないという。思わずジゼルは安堵の息をついた。だが。

『先の裁判の件、冤罪の可能性が出てまいりましたので』

　塔へ迎えにきた騎士はそう言った。

　彼女が釈放された理由は、国王の目覚めとは別になにかあるはずだ。眉をひそめたジゼルへ、フレデリクはなおも続ける。

「併せて先の裁判の件、不正な証言が複数見受けられたため、冤罪の可能性が高いあなたを取り急ぎ釈放させていただきました。しばらくはペルチエ宰相があなたの身の安全を保証します……それから」

　そこで言葉を切り、フレデリクは浮かべていた笑みを一層深めた。

「僕の我儘が通りまして、あなたは僕の婚約者ということになりました。つきましては、どうぞこちらをお受け取りください」

　言い終えるや否や、フレデリクはジゼルへ、テーブル越しになにかを差し出した。

　小箱に入った指輪だった。やや細身のリングにはガーネットと思しき赤い宝玉が細く連なり、その中央にダイヤモンドが光り輝いている。

　は、と目を見開いたジゼルは、返事の言葉をすっかり失ってしまう。

　正式な求婚の際、王族は相手へ指輪を渡す。フレデリクは、その風習に倣ってジゼルへこれを差し出しているのだ。

（綺麗……）

　差し出された指輪に、ジゼルの目は釘づけになる。

　ベランジェが用意した、あの金の指輪とは比較にならない。女性らしい細身のリングに、ジゼルの瞳の色とよく似た真紅のガーネットが鮮やかに連なっている。中でも、上品な輝きを湛える大粒のダイヤモンドがひときわ目を惹く。

　沈黙が落ちた。

　五秒、六秒、相手はなかなか沈黙を破らない。こちらの反応を待っている……そう察したジゼルは、ようやくテーブルの上の指輪から目を離して声を絞り出した。

「どういう……お話なのでしょう、これは？」

「僕が子供返りしているという話、あなたもご存知ですよね？」

　質問に質問を返され、ジゼルは眉を寄せた。

　だが、子供返り――この部屋を訪れたときのフレデリクの仕種が、彼女の脳裏にありありと浮かぶ。床に座り込んだ彼がクレヨンで紙に描き殴っていた、ぐちゃぐちゃの線。子供の動きにしか見えない、ごく幼稚な所作。

　あ、と声を落としたジゼルを、フレデリクは満足そうに目を細めて見つめる。

「そういうことです。子供返りしている僕が、偶然あなたにひと目惚れした。そんなあなたが罪人の塔に閉じ込められたと聞いて、ペルチエ宰相に頼み込んだ。エモニエ公爵令嬢を助けてほしい、僕はあの人をお嫁さんにしたい……そう言って人前で彼に泣きついた、という筋書きです」

　ひと息に告げられ、ジゼルは二の句が継げなくなる。

　瞬きを繰り返すしかできない。彼の話は、あまりに突拍子がなさすぎる。

「……なん……泣き、つい……？」

「はい。僕は今、子供返りしていますので」

「してらっしゃいませんよね？」

「そういうことになっているのです」

　困惑に目を泳がせて尋ねたジゼルを気遣わしげに見つめ、フレデリクはそう返す。

「僕が『子供返りしている無能』だという体ていを、我々は何年もかけて築き上げてきました。真実に関しては、今はまだご内密に……あなたの安全のためでもあります」

　あなたの安全のため――ジゼルの背がびくりと震える。

　大人の男性の声だ。表情も引き締まっている。無邪気さは一瞬で鳴りを潜め、そのさまを実際に見せつけられた後だ。

　フレデリクは、やはり「子供返りしている演技」をしているだけなのだ。

　何年もかけて築き上げてきた、という彼の言葉を反芻しながら、ジゼルはフレデリクへ頷き返す。そしてテーブル越しに差し出された指輪を手に取り、指に嵌め込んだ。

「……謹んでお受け取りいたします。お返しの品は、すぐには用意できませんが」

「もちろん大丈夫ですよ。今は、あなたが僕からそれを受け取ったという事実こそが重要ですので」

　指輪を嵌めた彼女の細指を、フレデリクは満足そうに見つめている。

　既製品ではなく、ジゼルのためだけに特別に用意された品なのだろう。指輪は彼女の左手薬指にぴったりと隙間なく嵌まっている。求婚……ベランジェに指輪を渡された日の記憶が生々しく蘇り、ジゼルはつい苦い気分になる。

　そんな彼女を一瞥した後、フレデリクはおもむろに一枚の紙を置いた。

　テーブル越し、ジゼルの側から見やすいように提示されたそれを、ジゼルは訝しさを込めて見つめる。

「……こちらは？」

「身辺を洗い直させている者たちです。この中に覚えのある者は？」

　それは人名の連なったリストだった。問われるまま、記載された文字を凝視したジゼルは、あ、と途中で声をあげる。

「あ……その、何名かは」

「でしょうね。例の裁判で、あなたに不利となる嘘の証言をした者たちです」

　嘘の証言、と断言したフレデリクを、ジゼルは弾かれたように見つめる。

　返事の通り、見知った貴族の名もあった。他には騎士団に所属する騎士、あるいは裕福な家の使用人――確かに、先の裁判で嘘の証言をしていた者たちも含まれている。

「ペルチエ宰相が動いているという建前で進めていますが、実際は僕が指示を出しています。……信じがたいかもしれません、ですがこれもあなたを叔父上の策略からお守りするための術すべです」

　……信じられない。堪らず、ジゼルは大きく目を見開いた。

　彼女が信じられなかったのは、リストに載っている者たちが身辺を洗い直されているという事実ではなく、フレデリクの言動そのものだ。子供返りの噂が、王宮内どころか市井にまで広まっている中、その裏でこれほどの画策を重ねていたとは。

　無能どころか、ベランジェより遥かに優れているのかもしれない。

「叔父上の息がかかった茶番……あの裁判に関しては、あなたも同じ見解なのでは？」

　知らぬ間にフレデリクを凝視してしまっていたジゼルの意識は、相手の声が耳に届いたことで、はっと現実に引き戻された。

　茶番。その言葉が、なおのことジゼルの胸に深く突き刺さる。

　あの日の自分は、無罪を主張することすらできなかった。ベランジェの意にそぐわない内容を口にすれば、その瞬間に母の形見を壊されるのでは――その恐怖に怯えて無言を貫いてしまった。

　しかも、最後の発言は判決を受けた後のもの。あの場に居合わせた者たちに揺さぶりをかけることができた程度で、裁判そのものにはなんの影響も及ぼさなかったはずだ。

「……だとしたらなんだとおっしゃるのです？」

「ご自身にとって不利となる証言に、どうして最初から反論しなかったのです？」

　答えたくないから質問に質問を返したのに、また質問が返ってくる。なんともやりにくい。

　母の形見をベランジェに手渡してしまったせいで、あの日は脅しを受けているようなものだった。そうした真実をありのまま打ち明けたほうが良いのかもしれないが、いかんせんプライドがそれを邪魔する。愚かな選択をしたという自己嫌悪も相まって、ジゼルは押し黙るしかなくなってしまう。

　口を噤つぐんだ彼女へ、しかしフレデリクはさらに畳みかけてくる。

「例えば、叔父上にまだ未練がある……あるいはなにか弱みでも握られているとか？」

（……不愉快だわ。知ったような顔をして）

　ジゼルの眉根が深く寄る。よりによって、ベランジェによく似た顔の男に内心を読まれているようで、癪しゃくに障ってならない。

　目を細めて微笑んだ相手を、ジゼルはぎろりと睨みつけてやった。

　メデューサ嬢なる渾名がつくほどの、強烈な眼光だ。彼女に睨みつけられて平然としていられる者などまずいない。睨むどころか視線が合っただけで、瞬く間に石のごとく固まってしまう者もいるくらいだ。

　それもあってのこの渾名メデューサなのだと気づいたときには、ジゼルは彼らの言葉選びのセンスに感心してしまったほどだ。

　ある者は萎縮し、ある者は眉を寄せ、ある者は煙たがる。

　誰にも好かれない、誰にも愛されない、それが公爵令嬢ジゼル・エモニエの素顔だ。だが。

（……え？）

　睨みを利かせたきり、ジゼルは眉を寄せた。

　フレデリクが動じていないと気づいたからだ。相も変わらず笑みを湛え、彼はジゼルをじっと見つめている。心なしかうっとりしている感じにすら見える。

　思いもよらない反応だ。なんだ、この男……ジゼルは露骨に困惑してしまう。

　沈黙が長くなればなるほど落ち着かなくなる。痺れを切らした彼女は、耐えきれずとうとう声をあげた。

「殿下。なぜ宰相を巻き込んでまで私を助けようとなさるのです？　おっしゃる通り、私は陛下の件では潔白です。けれど、あなたを排除しようとしていたのは事実なのですよ？」

「『あなたが』ではなく『叔父上が』ですよね？　しかも叔父上の狙いは父上であって、すでに僕ではなかった。だから今回のような事件が起きてしまったのでは？」

　やはり質問に質問を返された。思った以上に口が達者だ。

　ペルチエ宰相も同席している中で、ジゼルはつい舌打ちをしてしまいそうになる。それを無理やり堪え、彼女は溜息交じりに続けた。

「……事実は事実です。それに私は、改悛の塔で殿下に無礼を働きました。あれだけを取っても、王室を侮辱した罪に十分値するはずです」

「そうでしょうか。こちらこそ、未婚のレディに合意もなにもなく非道を働いてしまった側なのですが……」

　平然と返され、ジゼルは息を詰めた。

　未婚のレディ。非道。彼のそうした言葉から、すぐさま昨晩の一部始終を連想してしまい、ジゼルの頬が見る間に赤く染まっていく。

　フレデリクの隣に佇たたずむペルチエ宰相の顔を、彼女はもう直視できそうになかった。自分たち以外の同席者がいる状況で、よくもさらりとそんな発言を……だが、フレデリクはやはり、あの行為を非道だと理解していて実行したのだ。

　あのとき、彼はジゼルが純潔を守れているかどうかを確認していた様子だった。初めて異物を受け入れて苦痛に歪んだジゼルの顔を、彼は安堵とともに見つめていた。

　フレデリクがそこまでする理由が分からない。ジゼルがベランジェに肩入れしていたと知っていながら、どうして彼はジゼルが有利になるよう動いてくれるのか。

　公の場でベランジェから手ひどい裏切りを受けた自分に、まさか同情でもしているのか――ジゼルの眉間に、一層深く皺が寄る。

「殿下は、なぜ……私を助けようとなさるんです？」

　繰り返した質問は、独り言じみた尋ね方になってしまう。

　途方に暮れたような顔をしている自覚は、ジゼルにもあった。そんな彼女をしばらくじっと見つめた後、フレデリクはそれまでの穏やかな喋り方から一転、不愉快そうに目を細めて呟いた。

「あなたを、叔父上から奪ってやりたかった」

　曲がりなりにも続いていた慇いん懃ぎんな口調が崩れ、ジゼルは目を瞠る。

　彼が急に機嫌を損ねた理由もよく分からないが、「奪ってやりたかった」……意味が分からない。奪うもなにも、自分はすでに。

「……向こうはとっくに私を切り捨てた後ですが？」

　返答は、自然と自嘲交じりになる。

　ベランジェはジゼルを駒として使い、そして使い終えた駒を躊躇なく捨てた。彼から奪うも奪われるもない。今度こそ舌打ちしそうになったジゼルだったが、その直前、フレデリクが先に口を開いた。

「でも、あなたはまだ叔父上に縛られてるでしょう？　それでは駄目なんだ……まぁ厳密には僕が先に叔父上から奪われたんだけど」

　参ってしまうよね、と小首を傾げて苦笑いを落とすフレデリクの顔は、もう不機嫌そうに歪んではいなかった。

　一方のジゼルは彼の真意を汲み取れず、は、と困惑の声を落とすのみ。

　奪われた……なにを？　王位の継承権だろうか。ジゼルがベランジェの後押しをしたのは確かだが、急に話がずれた気がしなくもない。

　堪らず、彼女はフレデリクの顔をまじまじと凝視してしまい、そのときになってはっとした。

　頬が妙に赤い。それも片頬だけ。

（っ、あ……）

　そういえば昨晩、全身全霊を込めてこの男の頬を引っ叩いたのだった。

　先ほど昨晩の話題に触れたにもかかわらず、今頃になって、ジゼルは彼に対する無礼の数々を鮮明に思い出してしまう。

　足で顔を踏みつけ、聞くに堪えない暴言を繰り返し、足でも手でも頬を打ち――こんなふうに釈放される未来があるとは露ほども想像していなかった、だからこそ取れた侮辱的な言動の数々を思い返しながら、ジゼルはいまさら血の気を引かせてしまう。

　自暴自棄になっていたとはいえ、一国の王太子を相手に、よくもそんな暴挙を。

　肝を冷やしたジゼルは、にわかに震え出した腕を押さえつつ、おそるおそる切り出した。

「王太子殿下……その、頬のお加減はいかがでしょうか」

　唐突に話の流れが変わってしまったが、尋ねずにはいられなかった。

　案の定、フレデリクは思ってもいなかったことを訊かれたような顔で、え、と目を見開いている。ジゼルの居心地はますます悪くなっていく。

「き、昨日は正気ではなくて、あの、かなり本気で打ってしまって……」

　頭を下げようと、ジゼルはあたふたと立ち上がる。そのほうが相手と目を合わせずに済むと考えたためだ……しかし。

「ああ、とんでもない。なんなら今、もう一度打ってほしいくらいです」

　お願いできますか、と陶酔の滲んだ声が続き、ジゼルは折りかけた腰をぴしりと強張らせた。

　固まった首を無理に動かして正面を見据えると、やはり陶酔の滲んだ表情で口元を押さえるフレデリクと目が合った。若干恥じらっているようにも見える。

　なぜ……解げせない。

　おかしい。反応も、言っていることも、全部が。

　咄嗟に目を動かしたジゼルの視線と、フレデリクの隣に佇むペルチエ宰相の視線がかち合った。だが、宰相はふるふると首を横に振ってみせたのみ。こればかりは演技ではないのです、とでも言いたげな、完全に諦めたような顔をしている。

　堪らず、ジゼルは額を押さえた。

　くらりと眩暈に襲われたと同時、彼女は再びソファへ腰を落とす。座るというよりは、脱力した結果そうせざるを得なかっただけ、そんな感じの所作になってしまった。

（……この男……）

　この男だけは、ない。

　喉をこくりと鳴らし、改めてジゼルは決心を新たにする。

　――身の安全の確保ができ次第、なんとしてでも、この男との婚約とやらを解消しなければ。






　　　　　＊






　新緑に萌える庭が、視界いっぱいに広がっている。

　そこは王宮の中庭だった。緑の美しさに重きを置いて設計された、凛とした静寂に包まれた庭。その中で、今よりもずっと幼い雰囲気を宿したジゼルが、テーブル上のティーカップを前に静止している。

　そんな自分自身を、ジゼルはその背に添うようにして眺めていた。

　ああ、これは夢だ、と彼女は静かに思う。父とともに訪ねた王宮――あのとき自分は十歳だった。

　母を喪って五年。十九年の人生の中で、自分の容姿に最も強く劣等感を抱いていた頃だ。

　おっとりとした顔立ちの母に似ず、父に似てしまったことで、父本人をなじった日もあった。特に目元だ。男性なら精悍に見えたかもしれない、けれど自分は女性に生まれついてしまった。「メデューサ嬢」などという珍妙な渾名をつけられ、周囲に陰口を叩かれていると察したのも、ちょうどあの頃だった。

　十歳の自分を苦い気分で見つめ、ジゼルは吐息を落とした。小さな背中だ。この頃の自分は、いつも他人の視線を気にして、俯きっぱなしで生きていた。

　王宮へ向かう前日まで、ジゼルは体調を崩して高熱に喘いでいた。

　王宮には私ひとりで向かう、と言い張る父を無理に説得したのも彼女自身だった。少し体調を崩したからといって予定をころころ変えるなど、エモニエの面汚しも甚だしい……そう考えたのだ。

『エモニエの名に恥じない娘になる』

　母との約束は、絶対に守らなければならない。

　熱に震える指で、それでも彼女はしっかりと、あるいは縋るように、母の形見のブローチをきつく握り締めていた。

　……もはや強迫観念だ。亡き母との約束は、自分の体調を顧みていられないほどに強く、当時のジゼルを支配していた。

　翌朝、熱はなんとか下がった。だが、王宮へ到着するなりぶり返した。父の邪魔をしてはならないと、ジゼルは体調不良を隠し、ひたすら中庭で父を待っていた。

　王宮の使用人が茶を振る舞ってくれたが、手をつけられなかった。きつく拳を握り締めていないと、発熱のせいで指が震え出してしまうからだ。下手をしたらカップを取り落としてしまうかもしれないという不安が、さらに彼女を苛んだ。

　体調を崩していることを、他の誰かに悟られるわけにはいかなかった。

　己の体調を顧みずノコノコと王宮を訪れた時点で、自分はエモニエの恥に他ならない――前日まではどう足掻いても予定を変えたくないと意固地になっていたのに、まるで真逆。だが、あのときはそうとしか考えられなかった。

　誰も知る人のいない王宮で、ジゼルを追い詰めていた不調は、彼女の孤独感を一層高めた。

　同じ年頃の友人ができないのは、自分が高慢だからだろうか。違う。父によく似たこの顔、特に目元のせいではないのか。

　皆、目が合うと露骨に固まる。申し訳なくなって視線を逸らすと、今度は無視されたと腹を立てられる。笑いかけても逃げられる。どうしたらいいのか分からない。

　……ほら、だから今日も私、ひとりぼっち。

　言いようのない寂しさがジゼルの息苦しさを煽った。待っていろと言われた庭でおとなしく待っていて、けれど父はなかなか戻らず、彼女は固く握り締めていた拳をとうとう開いた。

　その場で額に指を添え、椅子に座ったまま小さく蹲うずくまり――そんなジゼルへ手を差し伸べてくれたのが、偶然その場に現れたベランジェだった。

『ひどい熱だ。レディ、こちらへ』

　ジゼルの身体が異様に熱いことにも、幼い彼女がなにも喋らないことにも、彼は動じなかった。当時のジゼルが病的なまでに気にしていた容姿に関しても、もちろんなにも言わなかった。

　事を荒立てるでもなく、誰かに事情を告げるでもなく、彼はただ静かにジゼルを抱き上げ、王宮内の医務室へ連れていってくれた。

　朦朧とする意識の中、彼と何度か言葉を交わした気もするが、詳しくは覚えていない。それでも、輝く金色の髪と蜂蜜色の瞳……王族だとひと目で分かる美しいその姿は、彼女の目に強く焼きついて残った。

　劣等感に埋もれながら母との約束に縛られ続けていたジゼルの、たったひとつの眩い光。それがベランジェだった。

　――あなたのためならなんでもしてみせると、あの日、私は心に誓った。

　あの日のあなたの言動が、エモニエ公爵家の娘としての私を、都合良く利用するための策だったとも知らずに。

　今よりひと回りもふた回りも小さな自分が、ベッドに横たわりながら男の金髪にじっと見入った頃になってから、幼い自分を見守っていたジゼルの意識が急速に薄まっていく。

　代わりに、淡い光が彼女の瞼を擽くすぐった。

　カーテンの隙間から差し込んでくる、朝の日差しだ。

「……う……」

　薄く開いたジゼルの瞼を、より明るく日差しが照らす。

　眩しい。独房には、これほどの日差しを取り込める大きさの窓なんてない……そこまで考え至ってから、ああ、ここは改悛の塔ではないのだった、と彼女はようやく思い出す。

　寝転がっているベッドも寝具も、ふかふかでやわらかい。石と変わらない独房のベッドとは似ても似つかない。

　安堵に身を包まれながら、ジゼルはゆっくりと寝返りを打ち――そして驚愕に目を見開いた。

「っ、きゃあああッ!?」

　自分の金切り声が耳を劈つんざき、ジゼルは強烈な眩暈に襲われる。

　寝返りを打った先に、フレデリクが寝転がっていたせいだ。それもしっかりと目を見開いた状態で。

　飛び上がるように起きて大きく身を引き、ジゼルは相手をぎろりと睨みつける。

　どうやってこの部屋に入り込んだのか……ここは釈放されたジゼルのために用意された一室であり、常に施錠されている。使用人さえ、鍵を使わなければ出入りできない。

　一方のフレデリクは、ジゼルの強烈な睨みを前にしてもまったく悪びれることなく、のそりと上体を起こした。「おはようございます、ジゼル」などと極めて上機嫌な様子だ。ジゼルの眩暈はさらに深まっていく。

「……殿下……どういうおつもりでしょう、どうか説明を……」

「怒らないでくださいジゼル、これも子供返りの演技のひとつなんです。やっとあなたと婚約できたからつい嬉しくて忍び込んだだけですよ、子供の我儘だと思ってここはひとつ寛大な心で包み込んでいただけ……あ、本気で怒ってます？」

　今にも振り上げてしまいそうになる自分の手を、ジゼルはもう片方の手で必死に押さえつけるしかなかった。その所作を前に、フレデリクは流暢に動かしていた口を噤む。

　怒っているに決まっているだろうが、とジゼルは声を荒らげそうになる。押さえていなければ、すぐさま二日前のようにこの男の横っ面を引っ叩いてしまいそうだ。

　そんなジゼルの内心を予想できたのか、フレデリクはおそるおそるといった声で尋ねてくる。

「あの……引っ叩かないんですか？」

「引っ叩いてほしいんですか？」

　強烈な怒りのせいで瞬きさえ忘れ、ジゼルは低い声で尋ね返す。

　そのまま、再び視線に威嚇を込めた。寝起きであるにもかかわらず誰もが怯むだろう、メデューサ嬢なる渾名にふさわしい、強烈な眼力による威嚇だ。だが。

「はい。あなたの平手打ちは、僕にとってご褒美と変わりませんから」

　なぜか、フレデリクは恥ずかしそうに微笑んでいる。

（……なんなの……？）

　おかしい。眼力がまったく効かない。

　いや、それ自体は悲しいことでもなんでもない。むしろ自分はずっとこの眼力に悩まされてきた。だが、この男の反応が正しいとも思えない。

　はあ、と露骨な溜息を落としたジゼルだったが、にこにこと微笑む男の頬にどうしても視線を向けてしまう。

　明らかに腫れている。二日前の夜、手が痺れるほどの強さで打ってしまった頬……その腫れがまだ引いていないというのに、どうしてそんなわけの分からないことを言うのか。

　思わず、ジゼルは苦々しく顔を歪めてしまう。

「叩かれて喜ぶなんて……どうかしてます。前の傷だってまだ治っていらっしゃらないご様子なのに」

「わあ、心配してくれてるんですか？」

　浮かれた声をあげられ、また溜息が零れる。

　喜ばれてしまった。違う、そうではない……加害者を前になにを言っているのか。もうなにを言ってもこちらの意図は伝わらないのかも、とジゼルの胸を諦念が過ぎる。

「別に引っ叩きませんから、そろそろ離れていただけますか？」

「嫌です……ジゼル、どうしてそんなに僕を拒むんですか？」

「その理由、本当に分かりませんか？」

　最後には蔑みの眼差しを送ってしまったが、フレデリクはなおも幸せそうに笑んでいる。

　どうしよう。いや、どうしようもない。一刻も早く我が身の安全を確保し、婚約を解消したい――左手薬指に嵌まった指輪を、ジゼルは危機感とともにそっと見下ろす。

「……殿下は」

「はい？」

「どうして私を選ぼうとなさるのです？　詳細はどうあれ、殿下にとって、私は加害者なのですよ？」

　ベッドの端まで身を引きながら、ジゼルはフレデリクから目を逸らして尋ねる。

　もう何度も重ねてきた問いかけだ。訊いても訊いてもはぐらかされるばかりだった、それでも訊かずにはいられない。

　それでいて相手を直視できない。なにせ、侮辱したことについても怪我をさせたことについても、ジゼルは一度も彼に謝罪していないのだ。加えて、ベランジェのためにフレデリクを陥れようと企んでいた、自分自身の浅はかな行為に関しても。

　唇から血の気が引いていく自覚があった。それが、単に唇をきつく引き結んでいるからだけではない、という自覚も。

　夜着姿のままのジゼルが震える吐息を落とした、そのときだった。

「興味があったからです。あなたに」

　低い呟きが聞こえ、思わずジゼルは顔を上げた。

　フレデリクは笑っていない。極めて真剣な眼差しで、まっすぐにジゼルを射抜いている。

「……興味？」

「はい。そしてそれが恋心に変わった、それだけの話です」

　ジゼルがなにを尋ねても、今までの彼はまともに答えなかった。そして常に、なにかをごまかすような微笑みを浮かべてもいた……けれど、今は。

　じっと見つめられて息が詰まる。彼の今の表情に、見覚えがある気がしたせいだ。

　ふと、夢に見た光景がジゼルの脳裏に蘇る。

　緑の庭。震える指。握り締めた拳。朦朧とした意識。そんな私の前に、颯爽と現れた彼。

　風になびく金色の髪。太陽に照らされて輝く蜂蜜色の瞳。私のすべてだった、ベランジェ殿下。

　――ベランジェ殿下、だったはずだ。間違いなく。

　喉が急速に渇き始め、ジゼルはこくりと唾液を飲み込んだ。それと同時に、フレデリクの手がゆっくりと伸びてくる。

　避ければ良かっただけなのに、ジゼルはぴくりとも動けなくなっていた。

　距離を取っていたつもりだったが、それもベッドの上に限っての話だ。あっさりと詰め寄られてしまう。

「ジゼル。あなたの潔白を証明した暁には、どうか」

　男の指がジゼルの頬に触れる。彼の指先はひんやりとしていて、しかしすぐに、ジゼルは自分の頬が熱を持っているからそう感じるだけだと思い至る。

　いけない。今この瞳に見つめられるのは、困る。

　ベランジェによく似た、無能の――いや、無能の演技をしているだけの、自分を助けようと手を差し伸べてくれている、ベランジェではない真の王位継承者。

　唇を寄せられ、ジゼルはきつく目を瞑った。ところが、彼の唇はジゼルのそれに触れることなく、彼女の耳へ向かっていく。

　熱っぽい吐息とともに、フレデリクは甘く囁いた。

「……どうかもう一度、その足で僕を踏みつけてくれませんか？」

　――スン、とジゼルの胸の高鳴りが引いた。

　ひと息に熱が冷めた彼女の耳元で、はぁはぁと荒い息遣いが続く。ぎり、と歯噛みしたジゼルは、覆い被さる勢いで身を寄せてくる男を無視してベッドから下りた。

「ジ、ジゼル？」

「着替えます。出ていってください」

「えっ」

「出ていってください」

　顔も見ずに告げる。

　頭痛がする。一瞬でも胸を高鳴らせてしまった自分がもはや憎い。

　駄目だ。やはりこの男は……この男だけは、ない。

　親指の爪を噛みながら、ジゼルは深々と溜息を落とした。

















第３章　決別する令嬢、偶像の正体を悟る












　ジゼルが滞在する部屋に忍び込み、眠る彼女の隣に添うという強引な手段に打って出たフレデリクだったが、以後は一転して彼女の部屋に現れなくなった。

　ジゼルとしては意外に感じてしまう。今後は四六時中つきまとわれるのかも、と覚悟していたくらいなのに、丸一日顔を合わせない日もある。むしろ、ペルチエ宰相と顔を合わせる頻度のほうが遥かに高い。

　……ペルチエ宰相。彼の相貌を思い返し、ジゼルは溜息を落とす。

　父との縁で自分を助けてくれたのかと考えたこともあったが、どうやらそうではないらしい。宰相はフレデリクの意図に沿って動いている。つまり、父がジゼルを助けるためにペルチエ宰相と連携して動いてくれているわけではない。

（……お父様）

　やはり、父には見限られてしまったのだろう。与えられた一室の中、ジゼルはソファに腰を沈めながら額を押さえた。

　幼い頃、容姿のことで父を責めた日が何度かあった。だが、その件で父がジゼルを叱ったことはなかった。自分の顔立ちが娘の劣等感を煽ってしまっているのだと、それなりに負い目を感じていたのだろう。しかし。

　月日は流れ、盲目的にベランジェへの力添えを繰り返すようになったジゼルへ、父は次第に良い顔を見せなくなっていった。

　父と話ができたら――ジゼルはそう願わずにはいられなくなる。

　謝りたかった。あれほどエモニエの名に恥じないようにと自分を律して生きていたのに、ベランジェへの力添えを決意して以降、自分は名誉あるエモニエ家の名に思いきり泥を塗り続けてきた。

　国王を亡き者にすべく動いた、その冤罪は晴らせるのかもしれないが、自ら進んでエモニエ家の恥となった事実は消せない。

　ここ数年、必死にベランジェに尽くしていたジゼルの姿は、当然ながら他の貴族たちの目にも映っていたはずだ。他の娘が彼に近づかないよう、ベランジェに添いながら周囲へ威嚇の視線を振り撒くことも日常茶飯事だった。

　こんな恥さらしの娘を、きっと父は許さない。

『窮屈かもしれませんが、しばらくこの部屋からは出られませんよう』

　ペルチエ宰相に告げられた言葉を思い返しながら、ジゼルは物憂げに目を細めた。

　今の自分は、独房のネズミよろしく処刑を待っていた数日前までとは比較にならない待遇のもとで身を守ってもらっている。食事や入浴などの世話係だってつけてもらえた。

　だが、さすがに退屈だ。

　部屋の中だけで一日を終えるたび、否応なく昔を思い返してしまう。周囲の反応を恐れに恐れ、できる限り引きこもって過ごし続けていた、十歳までの自分を。

　鬱うっ屈くつとした自分を変えてくれたのが、ベランジェとの出会いだった。

　王弟という貴い身分の彼の目に、いつかまた留まれたなら――そう夢見て、王宮での一件以降、自ら外へ足を踏み出すようになった。母が亡くなってからは、積極的に家の敷地外に出ることなどなかったのに。

　生まれ変わった気分だった。「メデューサ嬢」と周囲に怪物呼ばわりされていることさえ、一瞬でどうでも良くなった。

　自分には関係ない。周囲は周囲、自分は自分だ。

　ベランジェ殿下にふさわしい女性になりたい。叶うなら彼に添いたい。

　身分は問題ないはずだから、後は自分の努力次第。そう考えて自分磨きに専念した。外見はもちろん、貴族としての作法や素養を磨くことも忘れなかった。母亡き後はあまり身が入っていなかった家庭教師の授業にも、真剣に向き合うようになった。

　ジゼルの生き方は、あの緑の庭で出会った日、文字通りベランジェに変えられたのだ。

「……ジゼル様？」

　不意に声をかけられ、ジゼルははっと目を見開いた。

　顔を上げた先で、使用人のニノンが心配そうにジゼルを見つめている。

「いかがなさいましたか？　どこかお身体の具合でも……」

「なんでもないわ。考えごと、してただけ」

　気遣わしげに問われ、ジゼルは首を横に振りながら答えた。

　ニノンは、改悛の塔までジゼルを迎えにきた使用人のひとりだ。あの場に現れたふたりの使用人は、あれ以来、交代でジゼルの世話を担ってくれている。

　切り刻まれたジゼルの髪を丁寧に揃えてくれたのもニノンだった。年頃の女性としては屈辱としか言えないほど短くなったジゼルの髪を、遜色なく、むしろより美しく見えるよう、工夫を凝らして巻いたり編み上げたりしてくれている。

　誰かに会う予定も外出する予定も持たない今のジゼルは、ともすれば、かつての劣等感をすぐさま再燃させてしまいかねない状況にある。だが、ニノンたちの配慮に満ちた世話により、不穏な気持ちはだいぶ軽減されていた。

　ニノンのみならず、この部屋に関わっている使用人たちは皆、風聞や外見に囚われずジゼルの世話を引き受けてくれている。そのことに、ジゼルは素直に感謝を覚えてしまう。

　とはいっても、ずっと同じ室内に閉じこもっている現状、息の詰まる感覚が日に日に嵩かさを増してきているのも事実だった。

　……もしかしたら、ニノンなら聞き入れてくれるかも。

　ジゼルの喉が、小さく期待に震える。

「そうでしたか。少し冷えてきましたし、温かいお茶をご用意しましょうね」

「あ……待って、ニノン」

　退室しようとするニノンへ、ジゼルは思わず声をかけた。

「お願いがあるの」

「は、はい。どういったことでしょう？」

　ジゼルの真剣な視線に気圧されたのか、ニノンは緊張した面持ちで尋ねてくる。

　眼力のせいで怯まれている気がしたジゼルは、はっと息を詰めた。いけない、視線を弱めなければ――慌てて眉尻を下げ、彼女は小首を傾げながら希望を口に乗せる。

「外に出ては駄目？　ほんのちょっとでいいの、お願い」
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　ジゼルの頼みを、ニノンは困惑気味に聞き入れ、しかし彼女の真剣な様子に心を動かされたのか手筈を整えてくれた。

　ペルチエ宰相に確認してもらい、午後。

　ごくわずかな時間のみ、またニノンが同伴するという条件つきで、ジゼルは庭への外出を許された。

　宰相が許可した場所は、王宮の中庭だ。そこが選ばれた理由は、彼女の今の居室から最も近い庭だったからというだけらしいが、偶然にもそこはジゼルにとって思い入れのある場所だった。

　ざざ、と葉や枝が風に揺れ、力強く生い茂る木々の隙間からは穏やかな木漏れ日が差し込んでくる。花の咲き乱れる庭もきらびやかで美しいが、静せい謐ひつな空気を湛えるこの庭は、ジゼルにとって特別な場所だった。

　――そう。ここは、ベランジェと初めて出会ったあの緑の庭だ。

（……あれから九年も経つのに、ほとんど変わってないわ）

　歩きながらゆっくり瞼を下ろし、ジゼルは深く息を吸う。

　吹き抜けていく風のささやかな音が、耳にも肌にも心地好い。いつまでもこの風に揺られていたくなる。だが、この場にいるとそれだけで感傷が増していくのも事実だ。

　なにより、今の自分は自由の身ではない。

　ジゼルの傍に控えてくれているニノンは、部屋を出た直後からかなり緊張している様子だ。頻繁に周囲を見回してはおどおどしている。

　彼女の落ち着かない様子を横目に、囚われの身でありながらだいぶ無理を言ってしまったな、とジゼルは苦い気分を覚えた。

　部屋へ戻ろう。外の空気は十分に吸えたし、気分転換にもなった。

「ありがとう、ニノン。そろそろ……」

　深呼吸をひとつ、ジゼルが背後のニノンを振り返ろうとした、そのとき。

「久しぶりだな、ジゼル」

　声の主が誰なのかに思い至るよりも先、背筋が跳ねた。反射的な反応だった。

　聞き間違えるはずもない。九年もの間、ひたすら想いを寄せ続けた相手の――塵を見る目でジゼルを切り捨てた男の、低い声。

　静かに後ろを振り返ったジゼルの目に、とうとうその姿が留まる。

　ベランジェだった。目を細めてジゼルを見つめる彼の背後には、ニノンが立ち尽くしている。庭の出入り口に佇む彼女の横を、さも当然とばかりに素通りしてきたのだろう。ベランジェの背とジゼルの顔を交互に見つめるニノンの顔からは、すっかり血の気が引いていた。

「ジ……ジゼル様、」

「誰が喋っていいと言った？　さっさと外せ」

　思わずといった仕種でジゼルを呼んだニノンに、ベランジェは振り返りながらそう告げる。そして彼女を面倒そうに睨みつけ、この庭から出ていけと顎で指図してみせた。

　その所作を前に、息を止めたのはむしろジゼルだ。

　塵でも見るような目――忘れられるわけがない。裁判の日には、ジゼル自身があの目に貫かれたのだから。

　いけない。ニノンはペルチエ宰相が用意してくれた、今の自分の数少ない味方だ。彼女の立場を悪戯に危険に晒すことはできない。

　こくりと喉を鳴らした後、ジゼルは無言のままニノンへ頷いてみせる。すると、ニノンは微かに躊躇を覗かせながらも、「失礼いたします」と踵を返した。

　その背が見えなくなるまで、ジゼルはニノンの後ろ姿を凝視していた。

　外へ出たいと頼んだときと同様に、きっと、彼女はペルチエ宰相へこの状況を伝えてくれるに違いない……だが。

（……しくじったわ）

　堪らず、ジゼルは内心で舌打ちしてしまう。

　この庭を訪れてから、まだ碌に時間が経っていない。おそらくベランジェは待っていたのだ。ジゼルが自ら部屋を出て王宮内を歩き回る、その瞬間を。

　忙しい身であるペルチエ宰相の仕事を、自分のせいで増やしてしまった。こういう危険が及ぶ可能性を、もう少し念頭に置いて動くべきだった。

　後悔に眉を寄せながら、ジゼルは再びベランジェに向き直る。

　驚いたことに、思った以上に感慨が湧かなかった。決して短くはない年月、あれほど盲目的に恋い焦がれた相手が目の前にいるのに、露ほども。

「なにかご用でしょうか」

　やはり、思った以上に冷めた声が出た。

　そんなジゼルを前に、ベランジェは分かりやすく肩を揺らしてみせた。どうやら怯んだらしい。目を泳がせた後、彼は無理に笑みを浮かべて口火を切った。

「釈放されたそうだな。心配していた」

　……心配？

　ジゼルの口元から、は、と笑い交じりの吐息が零れる。

　彼女は今、ペルチエ宰相によってその身の安全を保証されている。冤罪の可能性があるからという理由で釈放されている以上、力技でジゼルに罪を押しつけて口封じのための処刑を急ぐことは、今のベランジェにはもうできない。

　なにが「心配していた」だ。あんな切り捨て方をしておいて、いまさら機嫌取りでもするつもりか。

　それならば、今すぐあのブローチを――母の形見を返してもらいたい。

「ベランジェ殿下。私がお渡ししたブローチを、お返しいただけないでしょうか」

　まっすぐにベランジェを見つめ、ジゼルは切り出した。

『ここまで恥知らずだなんて』

『ご満足ですか、ベランジェ王弟殿下？』

　母との約束を守れなかった上、間もなく処刑される。そう思ったから、裁判の最後、ジゼルは自暴自棄になってあの挑発を口に乗せた。

　母の形見についても、こんな状況に陥ってまで守り続けなければならないだろうか、と揺らいだ。壊したいなら壊せ、どうせ私はもう死ぬのだから、と。

　だが今、自分はこうして釈放された。無実を証明できる可能性も上がった。

　あのブローチは代えの利かない大切な品だ。今も無事に残っているのなら、できれば取り返したい――その思いはどうしても強くなる。

「あれはボンフィス裁判長の手に渡っている。兄上の件の重要な証拠品だ、俺が持っているはずがないだろう」

　ジゼルが先に話を切り出したのが気に入らなかったのか、ベランジェは一瞬顔を歪め、しかしすぐに笑みを浮かべ直して言いきった。

　上辺だけの笑みだ。完全に開き直っている。

　ボンフィス裁判長……裁判の当日、留守にしていた本来の裁判長だ。裁判後、自分が持ち続けていては怪しまれるとでも考え、戻った裁判長に渡したのだろうか。ジゼルの眉が険しく寄る。

「そうなのですか？　裁判の日には、ちゃんと殿下のお手元にあったではないですか」

「……なんの話だ？　見間違いじゃないか？」

　平然と言いのけられ、ジゼルは歯噛みしたい思いに駆られる。

　あれが母の形見だと、ベランジェには伝えていない。そもそも稀少な宝石で作られたブローチだ、ジゼルが取り返したがっているのもそういう理由だと考えているのだろう。

　仮に母の形見だと伝えたところで、この男のことだ。はいそうですか、と素直に返してくれるとも思えない。

「そうでしたか。失礼いたしました」

　いつもそうしていたように眼力を緩めて微笑んでみせると、ベランジェは幾分か気分を良くしたらしかった。

　この男の機嫌を損ねてはいられないと、以前はひどく気を揉んでいた。それなのに、今のジゼルにはそんなことはもうどうでも良かった。

　あのブローチが壊されていないなら、今ベランジェを挑発するのはきっと悪手だ。彼の言葉通り、きちんとボンフィス裁判長の手に渡っているならまだしも、最悪の場合、ジゼルの裁判を担当した臨時の裁判長のような、ベランジェの息がかかった誰かの手に渡っている可能性だってある。それでも。

　これ以上、この男に無為に縛られ続けているわけにはいかない。

「……お話は変わりますが、この場所、ベランジェ殿下は覚えておいでですか？」

　話の腰をまた折った自覚はあった。だが、ジゼルは笑ったきりだ。むしろ媚びを意識した、かつてのような笑みを浮かべてみせる。

　――唐突に、カマをかけてやりたくなったのだ。

　ベランジェがこの庭に姿を見せた当初は、彼に対してきつく睨みを利かせていたジゼルが、今度は艶やかに笑んでいる。おそらくベランジェは、彼のよく知るジゼルに戻ったと安堵したのだろう。寄せていた眉を、彼はわずかに和らげた。

　それでいて、当を得ていなそうな顔をしている。質問の意味が分からなかったと言いたげな、そういう顔だ。

　ベランジェのその表情を見たジゼルは、やっぱり、と思わず口元を歪めてしまう。

　そうなのではないかと、以前から薄々察していた。ベランジェは覚えていないのだ。九年前、この場所で高熱に震えていたジゼルを医務室へ運んでくれたことなど。

　ベランジェがジゼルに協力を仰ぎ始めたのは、およそ三年前。ジゼルが十六歳の頃だった。

　十歳からの六年間、彼女は美容や立ち居振る舞いに必死に気を遣い――血の滲むような努力と苦労がやっと実ったと思うと、嬉しくて堪らなかった。その一方で、ベランジェが自分たちの過去のやり取りについて一切触れてこないことを、心のどこかで寂しく感じてもいた。

　だが、それで良かった。良いのだと思い込もうとしていた。

　ベランジェがあのやり取りを覚えていないのは、彼が常日頃からたくさんの人々に親切にしている証明だと思えたからだ。次代を担う王として十分な人柄を有している証拠だと、誇らしい気持ちさえ抱いていた。

　だが。

「……ああ。覚えているさ」

　落ち着いた大人の声、そして意図的に落とす沈黙――彼のいつものやり方だ。

　返答に窮したとき、相手の出方を見ながら応じるやり方。先に相手に口を割らせるための誘導。それこそがベランジェの余裕なのだと、純粋に信じていた時期もある。

　けれど、違う。

「まぁ、なにを覚えておいでなのです？　ぜひ殿下のお口から教えてくださいな」

　笑みを浮かべたきり、ジゼルはさらに踏み込んだ。

　過去には一度たりとも、そんな試すような口の利き方はしてこなかった。彼の機嫌を取るため、ジゼルはこれまであらゆる方法を検討しては駆使してきた。だからこそ、今の問いかけはベランジェにとって想定外に違いなかった。

　案の定、彼は大きく目を見開いたきり、微かに視線を泳がせている。

「……ふふ、冗談です。ここは私たちが初めて出会った場所、ですものね」

　ジゼルから視線を外したままのベランジェへ、彼女は小首を傾げて笑いかけた。相手がこちらの出方を窺っていると、もはや手に取るように分かってしまう。

　今が良かった。

　決別するなら、今ここで、彼の不誠実を目の当たりにしたかった。

「迷子になった私を、殿下がお父様の元まで連れていってくださったこと……本当に感謝していますのよ。今でも」

　嘘の思い出話を語りながら微笑んだジゼルを、ベランジェはなおも直視しようとしない。

　この嘘に、ベランジェがどう反応するのか――それ次第で、ジゼルは彼に完全に見切りをつけられる気がしていた。

　彼女の予想通り、たっぷりと沈黙を置いた後、ベランジェは静かに口を開く。

「……ああ、そうだったな。懐かしいよ」

　――ぷつんと、自分の中で糸の切れる音がした。

　今度こそ高らかに笑い出してしまいそうになったが、そんな思いとは裏腹に、ジゼルの唇は静かに口角を下げていく。

「もう結構です。失礼します」

　冷めきった声が、ジゼルの喉を滑り落ちていく。

　これ以上の失望は要らなかった。憎しみは、この男にというより、こんなつまらない男に盲目の恋情を捧げ続けていた自分自身にこそある。そのことに、ジゼルは改めて向き合わされていた。

　ブローチが裁判長の手に渡っているという話が本当なら、すぐに壊されてしまう心配もなさそうだ。先ほどは疑ったが、仮に嘘なら、わざわざボンフィス裁判長の名は出さなかっただろう。

　それきり、ジゼルはベランジェの隣を素通りし――しかし真横を通過するその瞬間、きつく腕を掴まれた。

「どういうつもりだ。俺の話は終わっていない！」

「……お話しすることはもうなにもございません。お放しください、殿下」

　ベランジェの声には焦りが滲んでいる。

　掴まれた腕をジゼルが凝視すると、ベランジェは分かりやすくたじろいだ。さっきの思い出話はなんだったのか、と叫びたがっている顔に見える。

　自分がしくじったことに、この男はおそらくまだ気づいていない。

　それまで以上に目を泳がせて怯んだベランジェを、ジゼルは冷めた目で見つめる。以前はずっと媚びるような目で見つめていたから、余計に困惑しているのかもしれない。

　だいたい、「俺の話は終わっていない」とは――どんな話を切り出す気なのか。まさか、口封じのために消そうとまでした相手が、なおもしぶとく自分に縋りついてくるとでも思っているのだろうか。

「もう一度申し上げます。お放しください、殿下」

「っ、お前……どうやってあれに取り入った？」

　ジゼルが本当に庭から出ていこうとしていると察したのか、ベランジェは口早に本題らしき話を突きつけてくる。

　は、と眉を寄せながら、ジゼルは訝しげに返す。

「あれ、とは？」

「あの無能のことだ、分かっている癖に尋ねるな！」

　声を荒らげたベランジェを、ジゼルはなおも冷めた目で見つめる。

　そのときになって気づいた。ベランジェが掴んでいるのはジゼルの左腕だ。薬指に嵌まった指輪が目に留まったのだろう、彼は一層きつくジゼルの腕を握り締めてくる。

　ベランジェが用意した指輪と比べると、フレデリクからの指輪は遥かにきらびやかで、また宝石自体の価値も高そうだ。だからこそ余計に癇に障ったのかもしれない。

　それまで以上に目が据わった自覚は、ジゼル自身にも十分あった。

　無能……その暴言を黙って呑み込む気にはなれなかった。ただでさえ、放せと二度も告げたというのに、この男はまだ手を放さない。

　すっと目を細め、ジゼルはきっぱり言い放つ。

「『取り入る』だなんて、人聞きの悪いことをおっしゃらないで」

「黙れ。はッ、それにしてもフレデリクを篭ろう絡らくするとは……取り入る相手が悪かったな？　ペルチエの息子ならまだしも、あの無能になにができるわけでもないだろうに」

　流暢に動くベランジェの唇が嘲笑に歪んだ瞬間、ジゼルの腕が動いた。

　勢いをつけて男の手を振り払う。ぱし、と音がするほど強く弾いたせいか、ベランジェが低く呻いた。

　なにが起きたのかまだ分かっていなそうな顔で呆然と見つめてくる男を、ジゼルは容赦なく睨みつける。

「お前……！」

「放してほしいと何度も申し上げました。気安く触らないでいただけますか」

「ッ、なんだその態度は!?　おとなしく俺に従え、あんなもの今すぐ壊してやってもいいんだぞ!!」

　あんなもの――ブローチを指していると簡単に分かる、露骨な口ぶりだった。心底呆れてしまう。先ほど、すでに裁判長の手に渡っていると告げたその口で、よくも。

　記憶に残るブルーガーネットの輝きが、母との約束が、ジゼルの胸を鋭く刺す。

　今の自分には、あのブローチそのものよりも大切にするべきものが――貫くべきことがある。

「……あれは今、ボンフィス裁判長がお持ちなのでしょう？　まさか先ほどのお話はすべて嘘だったとでも？」

　目の奥がチリチリと痛み出すほどきつく、ジゼルはベランジェを睨みつける。

　掴まれていた腕をそっと擦る。随分と容赦なく掴んでくれたものだ。鈍く痛むそこへ視線を動かして顔をしかめると、その頃になって、ようやくベランジェは顔色を変えた。決別を突きつけられているのだと、一拍置いてからでなければ思い至れなかったのかもしれない。

　どうかしている。塵のように切り捨てた相手から、どうしてそうされずに済むと考えていられるのか。

　いまさらこの男と腰を据えて話すことなどない。面倒だ、とジゼルは心底思う。ベランジェと一緒にいるときにそんな感情を抱いたことは、過去には一度たりともなかったのに。

　彼女の唇から露骨な溜息が零れ落ちた、そのとき。

　なんの前触れもなく、ふたりの背後から声が届いた。

「おじうえ！」

　この声は……ジゼルの背がぎくりと強張る。

　舌っ足らずの、癖のある話し方。それでいて明らかに子供のものではない低い声――彼女が弾かれたように振り返った先には、やはりフレデリクの姿があった。

「……あ……」

　思わず、ジゼルは声を漏らしてしまう。

　息を乱している仕種から鑑みるに、フレデリクはこの庭まで走ってきたのだろう。彼はなおも、対峙しているベランジェとジゼルを目指して走ってくる。

　そのまま、フレデリクはふたりの間へ割り込み、すかさずジゼルの手を掴んだ。

「ぼくのおよめさんに、ようじですか？」

　ジゼルを背に庇うようにベランジェの前へ立ち塞がったものの、彼の喋り方も態度も、明らかに幼稚だ。

　ベランジェを相手に、フレデリクが子供返りの演技を途切れさせることはできない。その意図を目の当たりにしたジゼルは、堪らず目を瞠る。

　ニノンはペルチエ宰相を呼びにいってくれたのだと思い込んでいたが、まさかフレデリク本人が現れるとは……彼の演技をベランジェに見破らせるわけには絶対にいかない。話を合わせなければ、とジゼルは緊張に唇を震わせる。

「フレデリク殿下。大丈夫ですよ、話はもう終わりましたから」

　フレデリクの背を見つめながら、ジゼルは握り締められた手に空いた片手を乗せる。彼女なりに、幼子を落ち着かせるような所作を意識したつもりだった……だが。

　フレデリクの手は小刻みに震えていた。え、と視線が泳ぎそうになったところを、ジゼルはなんとか堪える。

　この震えは演技によるものだろうか。

　分からない。彼の背に庇われているジゼルには、フレデリクの表情が窺えない。もし今の彼の顔に、演技ではない本音が滲み出てしまっているとしたら――これはかなり危うい状況なのかもしれない。

（……早く立ち去ってくれないかしら）

　内心で、ジゼルがベランジェに対して強くそう願った、そのときだった。

　くすりと小馬鹿にしたような笑い声が聞こえ、ジゼルはゆっくりと顔を上げる。フレデリクの背中越しにベランジェの様子を窺うと、彼はかわいそうな者を見る目で甥を見つめ、歪んだ唇から声を滑らせた。

「ああ、これは悪かった。もう戻るから許してくれるかい、フレデリク？」

「……おじうえは、ジゼルにさわらないで」

「分かった分かった。次から気をつけるよ、じゃあな」

　子供返りしている甥の登場によって、興が削がれたらしい。フレデリクを嘲笑うように、ひらひらと大袈裟な仕種で手を振りながら、ベランジェは庭を後にしていく。

　フレデリクとともに庭に残ったジゼルは、ベランジェの背が見えなくなった頃、ようやく安堵の息を吐き出した。

　実際に言葉を交わしたからかもしれないが、フレデリクに対し、ベランジェが違和感を覚えている素振りは見えなかった。それどころか、あからさまに小馬鹿にしていた。フレデリクのみならず、彼に手を添えたジゼルのことまでも。

（癪に障るわね……）

　知らず、ジゼルはきつく奥歯を噛み締めていた。

　自分は、あの男のなにに惚れ込んでいたのか。ベランジェに対する失望もあるが、やはり自分自身に対する失望こそが、より大きくジゼルの心に影を落とす。

　ベランジェの姿が完全に見えなくなり、さらに数秒が過ぎてから、フレデリクがようやく動いた。

　無言のまま手を引かれ、あ、とジゼルはつい声を零してしまう。それでも、フレデリクは彼女へ声をかけようとはしなかった。

「……殿下？」

　おそるおそる話しかけても、返事はやはりない。庭から屋内へ戻り、ジゼルは彼に手を引っ張られながら回廊を進んでいく。

　なにも喋ろうとしないのは、子供の演技を続けていられる心の余裕がないからか。誰のどんな目が潜んでいるか分からない王宮内、口を開けばボロが出る可能性があると、彼自身も息を詰めているのかもしれなかった。

　フレデリクが向かった先は、彼の私室だった。

　鍵のかかっていない部屋へ、彼はまずジゼルを先に押し込み、自身も入ってからすかさず鍵をかけた。

「あいつになんか言われた？」

　低く問われ、ジゼルは思わずフレデリクの顔を覗き込む。

　大人の彼の、ごく普通の喋り方……いや、ジゼルの知る口調よりも崩れている。人の寝床へ侵入してきたときでさえ、慇懃な口調を崩さなかったのに。

「いいえ。なにも」

「……そう。話を聞いてすぐに向かったけど……間に合って良かった」

　ジゼルの肩に片手を乗せ、フレデリクは腰を折って深々と溜息を落としてみせた。

　大人の顔と子供の顔、それぞれを完璧に使いこなす彼ばかり見てきたせいか、今のように余裕を欠いた姿は、ジゼルの目にはとにかく新鮮に映る。

　ベランジェがもう少し疑り深く甥を観察していたらと想像すると、寒気がしてくる。

　フレデリクとペルチエ宰相、そして彼らが講じている策もろとも、自分も危うい状況に陥っていたかもしれない。そして、その状況を作り出したのは他ならぬジゼル自身。彼女が「外へ出たい」などと我儘を言い出したせいだ。

　急速に背筋が冷え、ジゼルは取り繕うようにして視線を泳がせる。

　室内をぐるりと見回し、改めて彼女は息を呑んだ。床に散らばるチョーク、クレヨン、紙、おもちゃ。片づけのなっていない、子供が遊び散らかしたままの状態に見える。昼寝用と思しき寝具が棚からはみ出しているさまも見えた。

　どこをどう見ても、小さな子供の部屋だ。

「……こっちへ」

　ジゼルの困惑を察したのか、フレデリクがそっと彼女の手を引く。

　彼が向かったのは、部屋の右奥に備えつけられた本棚の前だった。そこに並ぶ絵本のうち一冊へ、フレデリクは迷う素振りも見せず指をかける。

「……殿下？」

　訝しげに呼びかけたジゼルへ、しかし彼は返事をしない。

　取り出した本が入っていた細い隙間に、フレデリクは黙って指を伸ばし――次の瞬間、本棚の右側の壁に、古代文字とともに描かれた魔法陣が現れた。

　え、と思わず声を張り上げそうになったジゼルは、空いた手で慌てて口を覆う。そんな彼女の手を握り直し、フレデリクは躊躇なく壁へ向かって足を踏み出した。

　驚愕に目を見開いたきりのジゼルもまた、手を引かれるまま彼に続き、ふたりの身体は壁の奥側へ吸い込まれてしまう。

「ッ、あ……？」

　壁にぶつかる感触は一切なかった。壁面に現れた魔法陣を通り抜けた先には、別の空間が――否、部屋があった。

　瞬きも忘れ、ジゼルはきょろきょろと室内を見回す。元いた子供部屋に比べると手狭だが、壁に沿って並ぶ本棚には書物がぎっしりと詰め込まれている。魔法陣を抜けてきた場所の左側には文机もあった。

　ここがフレデリクの本来の私室、ということなのか。

（……この人なら）

　この人なら、本当に自分を助けてくれるのかもしれない。

　甘い期待に包まれたジゼルは、ベランジェに握られている弱みをつい打ち明けてしまいそうになる。だが、結局は訴えきれない。

　ベランジェからの嘘のプロポーズに浮かれ、違和感さえ抱けずに大切な形見を手渡してしまったのは、間違いなく自分の落ち度だ。それを棚に上げてフレデリクに縋るなど、とてもできそうになかった。

　それでなくても、ジゼルは元々フレデリクこそを排除しようとしていたのだ。どの面を下げて、という恥の意識が抜けない。

　すべての言葉を呑み込み、ジゼルはきつく唇を引き結ぶ。途端に、一瞬でも甘えを滲ませた彼女を責めるかのように、ベランジェの声が耳の奥に蘇ってくる。

『どうやってあれに取り入った？』

『分かっている癖に尋ねるな！』

　どうしてか、今頃になってから身体の芯が震え出す。

　自分を亡き者にしたがっていた男の、苛立ちに任せて放ったとしか思えない怒声。聞いていたときにはなんともなかったはずが、どうして今頃……震える指を、ジゼルはひたすら強く握り締める。

　その手に大きな手を重ねられ、彼女は咄嗟にフレデリクを見上げた。

　蕩けた蜜のような彼の目に見つめられ、息が詰まる。ベランジェによく似た顔だと、今も確かに思っているのに、ふたりはまったく似ていないとも思う。

「じきに再審の準備が整う。それまでの間、もう少しだけ辛抱してほしい」

「……殿下」

「大丈夫。なにも心配しなくていい」

　ゆっくりと伸びてきた腕に背を包まれ、ジゼルの目尻が涙に濡れる。

　自分だけでなく、ブローチの無事まで保証されたかのような錯覚に溺れてしまう。ジゼルが握られた弱みについて、フレデリクにはまだなにも伝えていないのに。

　なにより、こんなふうに抱き締められるのは初めてだ。そのせいで、彼自身の名誉のためにも伏せておこうと考えていた本音が、つい零れ落ちてしまった。

「……本当は」

「ん？」

「訊かれたんです。どうやってあなたに取り入ったのかと」

　無造作に腕を掴んで放そうとしなかったベランジェの手を、あのとき、ジゼルは音がするほど強引に振り払った。そのときに全身を貫いた激情が、今頃になって彼女を震わせる。

　ジゼルの背を優しく包んでいたフレデリクの腕の力が、不意に緩んだ。顔を覗き込まれ、ジゼルは堪らず視線を落とす。

「あなたを無能だと嗤われて、私……腸はらわたが煮えくり返りそうでした」

　そうだ。それまでの侮辱には耐えられていたにもかかわらず、あの瞬間に箍たがが外れた。気づいたときには、すでにベランジェの手を振り払っていた。

「あなたを侮辱されて、不愉快で堪らなくて、だから私、ベランジェ様の手を振り払って……」

　一度開いた口を、ジゼルはなかなか噤めない。

　ベランジェが誰にでも親切な人だと、どうして過去の自分は疑いもせず思い込んでいたのか。思えば、彼はニノンに対しても横柄だった。自分自身の機嫌の悪さを隠しもせず、八つ当たりじみた幼稚な態度を取っていた。

　そして、なによりも。

「それに、覚えてもいないことを覚えていると、……あの方は嘘ばかりです。どうして見抜けなかったのか、私、自分が恥ずかしい……」

　今度こそ、ジゼルの息は派手に震えてしまう。

　ベランジェにカマをかけたのは自分だ。だが、彼がごまかしのためについたあの嘘は、ジゼルの心にこびりつくようにして残っていた彼への最後の執着をとうとう粉々にした。ベランジェ個人への執着の喪失というよりは、九年前から抱き続けてきた「眩い光」としての彼を失った喪失感と表現したほうが正しい。

　それに、今日もまた、彼はブローチの話を盾にしてジゼルを脅した。許せない。だが、それをフレデリクに伝えるのはやはり気が引ける。

　ブローチをベランジェに渡したのは自分だ。自業自得だから仕方がない、その件で自分が被害者のような顔をするのは間違っている……そう思うからこそ、その件だけはどうしても打ち明ける気になれない。

　複雑な気持ちを抱えて震えるジゼルの背を、フレデリクがそっと撫でる。そのまま、彼はジゼルの手を取ってベッドまで連れていった。

　座るよう促され、ジゼルは素直に従う。彼女が腰を下ろした隣にフレデリクも座り、彼は改めてジゼルの手を取った。

　温かなぬくもりが、震えの止まらない身体の芯、さらにはピリピリとささくれ立った心にまで沁み渡っていく。大粒の涙が、ジゼルの目元からぼたりと零れ落ちた。

「あいつはなにを覚えていなかったの？」

　耳元で優しく問われ、けれどもう相手の目を見ては話せない。

　それでも、聞いてほしいと強く願ってしまう。ベランジェの背を追いかけ続けた自分の根底に、どんな決意があったのか。

「……九年前、父と王宮を訪れたことがありました」

　懐かしい記憶が、ジゼルの脳裏にはっきりと蘇る。

　あの緑の庭で父を待つ間、前日までの高熱がぶり返した身体で、なんとか震えを堪えながら父を待っていた。不安と孤独に震える彼女の不調を見抜き、声をかけてくれたのがベランジェだった。

「あの頃の私は、とにかく周りの目を気にしていました。ひどい渾名をつけられたり、陰口を叩かれたり、……外に出るのも怖くて」

　ただただ純粋な懐かしさが、ジゼルの顔をやわらかく綻ばせる。

　この話をフレデリクへ伝えきれたなら、もう二度とベランジェの背を追わずに済む。そんな確信めいた気持ちを抱きながら、彼女は続ける。

「ですから私、あの日、誰も呼ばずに黙って私を医務室へ連れていってくださったベランジェ様に、心から感謝していたのです」

「……ジゼル」

「あの方だけが私の光でした。必死に自分を磨いて、いつかあの方に添えるようにって……なにもかも無駄だったのかもしれませんが、これで良かったような気もします。近頃はもう、あの方のためにとただ焦ってばかりで、息苦しいほどでしたから」

　最後には笑みが零れた。思った通り、吹っ切れた気分だった。

　その頃になって、彼女はフレデリクからの相槌がほとんどなかったことに気づいた。すっきりした気分から一転して、彼女は大いに羞恥を覚える。

　古い思い出話を、気の赴くまま滔とう々とうと話して聞かせてしまった。退屈だったかもしれない、とフレデリクの顔をおそるおそる覗き込んだジゼルだったが、彼女はそれきり声を失ってしまう。

　彼の顔が真っ赤だったからだ。

　両手で顔を押さえている上に、よく見ると耳まで赤い。

「殿……下？」

　ジゼルの唇から、呆然と声が落ちる。

　なぜだ。フレデリクがここまで赤くなるような要素が、今の話の中にあっただろうか。

　困惑に視線を泳がせるジゼルから目を逸らしたまま、フレデリクは震える吐息を落とした。熱を帯びたその仕種を前にも見たことがあった気がして、ジゼルは頬を引きつらせてしまう。

　頬を打ったとき、あるいは打とうとしたときの恍惚とした表情――あの顔と同じだ。

「……はぁ……鼻血が出そうだ……」

「なぜ？」

「愛してる、ジゼル……」

「今の流れで言うことでしたか、それ？」

　色濃い困惑とともに尋ねたジゼルには返事をせず、ベッドに腰を落としたきり、フレデリクはジゼルの背をきつく抱き締める。

「……その話を、叔父上が知っているわけはないんだ」

　耳を食むようにして囁かれ、ジゼルの頬がひと息に熱を持つ。

　ベランジェが知っているわけはない――どういう意味だ。きちんと考えたいのに耳が熱い。熱っぽい抱擁と囁きのせいで、彼女の頭は一層鈍っていく。

　殿下、と呼びかけた唇は、フレデリクの親指になぞられたせいで、結局はそれ以上動かなくなる。

「ジゼル。あなたの無実を証明した暁には、どうか僕の伴侶に」

　夢でも見ているような蕩けた声で囁いたフレデリクは、そのまま、ジゼルの唇ごと彼女の言葉をすべて奪ってしまった。









　ベッドの上、蕩けた息を吐き出しては酸素を求めて口元を震わせる。そんなジゼルの唇を、男の熱っぽい唇がまたもすかさず塞ぐ。

　フレデリクがこの部屋で就寝することはないらしい。仮眠用と思しき簡素な造りのベッドは、ふたり分の体重にギシギシと鈍い音を立てて軋む。

　何度も吸われたせいか、唇がぽってりと腫れてきている。ベッドに押し倒されてからどれほどの時間が過ぎたのかも分からない。しばらく前から、ジゼルの意識はぼんやりと霞んでしまっていた。

「……あなたのことはずっと見ていた。もう何年も前から」

　唇と唇がわずかに離れたその隙間から、浮かされたような声でフレデリクが囁いた。

　彼の眉は苦しげに寄っていて、ジゼルは思わず目を見開く。何年も前。こうして押し倒される前に覚えていた違和感が、再び彼女の元へ舞い降りる。

『その話を、叔父上が知っているわけはないんだ』

　九年前のあの庭でのできごとを、ベランジェが知らない理由――得体の知れない薄ら寒さに襲われ、ジゼルは堪らず口を開く。

「いつからです？」

　今までの自分なら、彼はずっとベランジェの隣に添う自分を見ていたのだと、迷わずそう考えた。だが、今となっては細かく追及しないわけにはいかない。

　もし、自分が根本的な誤解をしているとしたら……その疑念がジゼルをじりじりと追い詰め始める。

　以前、フレデリクはジゼルに興味があったと語った。それが恋心に変わったのだ、とも。

　あのときは、彼の真剣な態度に気圧されるばかりで、いつ頃の話なのかまでは尋ねきれなかった。

（もしかしたら……でも、そんな）

　どうしたところでその仮説に辿り着いてしまう。もしそれが正しかった場合、二度とフレデリクに顔向けできなくなりそうで、ジゼルの呼吸は自然と浅くなっていく。

　九年前にジゼルと接したことを一切覚えていないベランジェ。一方、ベランジェとジゼルの出会いについて聞いた途端、顔を真っ赤に染めたフレデリク。

　もし、あの日出会ったのがベランジェではなかったとしたら。ベランジェがあの日のことを忘れているのではなく、そもそも、あの日ジゼルと出会ったのが彼ではなかったとしたら。

　考えれば考えるほど緊張が高まっていく。それでも、目を背けてはいられない。

　まっすぐに見つめてくるジゼルから、やがてフレデリクはやんわりと視線を逸らした。そして諦めたような表情を浮かべた後、観念した様子で口を開く。

「……九年前から」

　九年、と呆然と鸚おう鵡む返しした後、ジゼルは二の句を継げなくなってしまう。

　年齢こそ離れているが、ベランジェとフレデリクはよく似ている。高熱と涙に霞んでいた当時の自分の目が、髪の色、目の色、そういう分かりやすい特徴を察知しただけなのだとしたら。

「では……あの日私を助けてくださったのは、」

　――ベランジェ殿下ではなく、あなただったのですね？

　あなただったのですか、とは尋ねなかった。

　そんなジゼルへ、結局フレデリクは肯定も否定も返さなかった。ただ嬉しそうに微笑みながら、彼はまたジゼルの唇を甘く奪う。

「ん、ぅ……はぁ、」

「……明かせなかった。あのときは殺されかけた直後で、しかもあの後すぐに子供返りを演じることが決まったから」

　殺されかけた直後という言葉が、衝撃とともにジゼルの耳に突き刺さる。

　それと同時に、九年前、王宮へ向かう当日に父が苦い顔で零した声が、唐突に彼女の脳裏に蘇った。

『まだ静養中とのことだし、王太子殿下とはお会いする機会もないだろうが』

　静養中。確かに父はそう言っていた。当時は「風邪でもお召しになったのかも」程度にしか考えなかった気がするが、まさかフレデリクがそんな危険な状況に置かれていたとは。

　すっかり忘れていたものの、父のその言葉があったからなのかもしれなかった。庭で自分に声をかけてきたあの男性を、疑いもなにもなく、フレデリクではなくベランジェだと信じ込んでしまったのは。

　唇を甘く塞がれ、ジゼルは固く目を瞑る。

『あの方だけが私の光でした』

『必死に自分を磨いて、いつかあの方に添えるようにって』

　先ほど、フレデリクに語って聞かせた話。

　それを聞いたフレデリクが、鼻血が出そうだと呟きながら真っ赤になった理由。

（……なんてこと……）

　あの日のジゼルが、その後の人生を変えるほどに強く憧れを抱いた相手は、ベランジェではなくフレデリクだったということになる。九年もの間、自分はとんでもない思い違いをしていたのだ。

　別人を恩人だと思い込んだきり、本当の恩人の失墜を狙い続けてきたなんて――あり得ない。取り返しのつかないことをしでかしてしまうところだった。

「殿下。私……長い間、本当に、ひどい誤解を、」

　血の気の引いた真っ青な顔で、ジゼルは声を絞り出す。謝って済む問題ではないと分かっていても、せめて謝罪を伝えなければと気が気ではなかった。

　改悛の塔で無礼を働いたことへの謝罪もまだ済ませていないジゼルにとって、それはフレデリクに対する初めての謝罪だった。だが最後まで伝えきるよりも早く、フレデリクはジゼルの口元を手のひらで覆ってしまった。

「謝らないでほしい、ジゼル。僕もあなたにひどいことをした後だ」

　堪らず、ジゼルは目を瞠る。

　一方のフレデリクは、罪悪感の滲む目で彼女の髪の毛先を見つめてから、そこへ恭しく口づけを落とした。

「……ひどいこと？」

「うん。あの裁判よりも前にあなたを守る、そういう方法もあるにはあった。けれど僕はそれを選ばなかった、……叔父上の罪を暴くことを優先したからだ」

　は、とジゼルは息を呑む。

　告げる彼の表情に、はっきりと自嘲が浮かんでいたせいだ。

「九年前、あなたが僕を叔父上と見間違えたことは知っていた。叔父上があなたを利用しているだけだとも分かっていた。もしあなたがあのできごとを叔父上に伝えたのなら、そのことを体てい良く利用されているのかも、とも」

「っ、どうして教えてくれなかったんですか？　あのとき助けてくださったのがフレデリク様だと知っていたら、私……ッ」

　責めるような調子で告げた後、結局ジゼルは口を閉ざしてしまう。

　フレデリクだと知っていたら、に続く言葉はなんだ。「フレデリクの失墜を狙わずに済んだ」？　それとも「ベランジェに騙されずに済んだ」だろうか。

　どちらにせよ、自分が得をしただけだ。彼を責めるのはやはり間違っている。

　きつく唇を噛んだジゼルを、フレデリクはじっと見つめ、色を欠いたその唇に指を添えながら続ける。

「ごめんね。叔父上の油断をある程度引き出すまでは、怪しまれるような言動は極力避けるしかなかった。あなたが叔父上の隣に並ぶようになってからも、僕はあなたを、ただ指を咥えて眺めているしかできなかった……惨めでしょう？」

「……あ……」

「でも、実はあなたへの気持ちが一気に膨らんだのもその頃なんだ」

　なんと返したものかと言葉に悩んだのも束の間、妙な話題に切り替わった気がして、ジゼルは思わず「は？」と怪訝そうな声をあげてしまう。

　そんな彼女の髪を梳きながら、フレデリクはいつしか呼吸を浅くしていた。心なしか頬も赤い。特殊な癖へきを満たされて恍惚としているときと同じ顔だ。

　なんだ急に、とジゼルは身を引こうと試みたが、彼女の髪をまだまだ愛おしげに梳き続けるフレデリクがそれを許さない。

「たまに見かけるたび、あなたは蔑むような目で僕を見ていた。それが堪らなくて……もっとその目で見下してほしくなって」

「……は……？」

「自分が異常だっていう自覚は元々あった。でもそれを確信したのは、あなたに軽蔑の視線を向けられたときだ。なんというか……稲妻が走ったというか、腰が砕けたというか」

　よく分からない。よく分からないが、フレデリクの顔は恍惚としている。それが余計に意味の分からなさを助長する。

　そうですか、とジゼルは感情のこもらない相槌を打った。

「あなたの気高さには、九年前から密かに憧れていたんだ。けれどもう、そういう淡い気持ちだけでは収まらなくなって……向こうの陣営に挙動を怪しまれて、計画そのものが危うくなった時期もある」

「なにやってるんですか本当……」

　彼の目の奥に、いつもの陶酔が浮かぶさまを見て取ったジゼルは、心底引いた視線を向けてしまう。

　踏まれて喜んでは打たれて喜ぶ、特殊な嗜好の持ち主――そんな彼の癖へきを一層刺激していたのが、よもや『メデューサ嬢』なる渾名がつくような自分の視線だったとは。

　居た堪れなくなり、ジゼルは額を押さえた。無論、そうした性的な嗜好は生来のものなのかもしれない。だが。

　せっかくこんなに優秀なのに、「天は二物を与えず」とはこういうことなのか。ペルチエ宰相もさぞ大変だろうなと、ジゼルはこの場にいない宰相へ憐れん憫びんの情を抱いてしまう。

（……でも）

　だからといって、このままでは申し訳が立たない。

　自分の気が済むだけだと分かっていても、なにかせずにはいられない。九年前から自分が信じ続けてきた、たったひとつの眩い光のために。

　今も昔も、自分はこの人から与えられるばかりだ。なにか返してあげられるものはないだろうか。その一心で、ジゼルはフレデリクの手に両手を添えた。

「殿下。私にしてほしいこと、なにかありませんか？」

　衝動的な問いかけになってしまった自覚は、ジゼル自身にもあった。

　対するフレデリクは、そんなことを尋ねられるとは思っていなかったのか、不思議そうな目でジゼルを見つめ返すばかりだ。

「してほしいこと？」

「はい。謝罪は……受け取ってもらえないようですから」

　口ごもってしまいそうになったが、なんとか堪えた。

　してほしいこと――言葉の通りだ。顔を踏めと言われれば踏む。頬を引っ叩けと言われれば引っ叩く。あなたが、本当にそうされたいと望んでいるのなら。

　逆にこの身を傷つけたいと言うなら、それだって甘んじて受け入れる。

　唇を引き結んで相手の返答を待っていたジゼルだったが、そのとき不意に、圧しかかっていたフレデリクが身体のバランスを崩した。あ、と焦りの滲む声をあげた彼の脚の間――いつしか主張を始めていたその部分が、ジゼルの大腿を掠める。

　硬いそれの正体に思い至り、ジゼルは息を詰めた。だが、真上に圧しかかる相手の顔を見て、彼女は言葉を失ってしまう。

　大きく膨らんだ興奮の証をジゼルに悟られたせいか、彼の顔は真っ赤だ。

　その唇が微かに動き、しかし結局、フレデリクが望みを口にすることはなかった。もどかしさのあまり、ジゼルは彼の首へ腕を巻きつけてもう一度囁く。

「おっしゃってください。私、なんでもします……あなたのためなら、なんでも」

　腕を回した彼の首は、ジゼルが思うよりも遥かに熱かった。

　自分から男を誘うような真似をしている。ジゼルの全身もまた、相手の熱につられて熱くなり始め、そして。

「……ジゼル。嫌だったら、遠慮なくそう言ってくれ」

「いいえ。大丈夫です、どんなことだってできますから」

「っ、けど……僕はとんでもないことを頼もうとしてる、あなたに」

　……今日に限って前置きが長い。

　早朝に人の寝床へ潜り込んできたときさえ飄々としていたのに、一体どんな頼みごとをするつもりなのか。ジゼルは頭をひねってしまう。

　顔を踏むよりも頬を引っ叩くよりもすごいことなのか。想像もつかない。だが、どんな頼みでも受け入れたい……いや、受け入れてみせる。覚悟を決めたジゼルは、フレデリクの赤い頬へ指を添えて囁いた。

「良いのです。どうかおっしゃって」

　ジゼルの細指が生む感触がよほど心地好かったのか、とうとう葛藤に負けたらしい。

　ジゼルの指に指を絡めたフレデリクは、彼女の手を自身の脚の間へ導いていき、とうとう懇願を口に乗せた。

「……あなたの足で、ここを……刺激してほしい……」

　か細い声で囁くフレデリクの目元には、相当な葛藤があったのか、薄く涙の膜が張って見えた。その声を聞き、なんでもしてみせると息巻いていたはずのジゼルも、さすがに目を点にしてしまう。

（なん……ですって？）

　足で？　刺激？　そこを？

　純潔を捧げろ、と強引に組み敷かれたほうがまだ気楽だったのでは――要求があまりにも高度すぎやしないかと一瞬たじろいだジゼルだったが、そうはいっても彼女に二言はない。

「わっ、わっわっ分かりました、……足……あの、こっ、擦る、感じ、で良いのでしょうか、ええと……」

　顔が熱い。呂律もうまく回らない。

　今の自分の顔は、血が上りすぎて赤黒くなっているかもしれない……羞恥に震えながらも、ジゼルはなんとか靴を脱ぎ捨てる。

　素足になってから、彼女はようやく目の前の男に焦点を合わせた。陶酔と期待が綯い交ぜになったフレデリクの視線が、うっとりとジゼルを捕らえている。その目に囚われたかのように、ジゼルは彼の脚の間へ足を伸ばしていく。

　トラウザーズ越し、硬く主張するそれの先端に足の指が触れた瞬間、フレデリクは「あ」と蕩けた声をあげた。同時に、屹立がぴくりと蠢うごめく。

（なに、これ……？）

　足で男性の陰部を踏みつける……まさか、こんなはしたない行為を強いられる日がやってこようとは。

　どうしよう。強く擦ったら痛いだろうか。初体験が過ぎてなにもかもが分からない。

　窮屈そうに布地を突っ張らせている先端に足を擦りつけながら、ジゼルは深い困惑に包まれてしまう。

　足の指をこれほど使うのは、彼女の十九年の人生において初めてかもしれなかった。なかなかうまく動かせない。これでうまくやれているのかどうかも分からない。

　半ば途方に暮れつつフレデリクの顔色を窺うと、彼は甘い吐息を零し続けている。ときおり喘ぐような声を落とす様子を見る限り、このやり方が間違いというわけでもなさそうだ。

　途端に、ジゼルの胸の奥がじりじりと燻り始める。

　この行為は明らかに常軌を逸している。そうと分かっているのに、彼の蕩けた顔を見てしまっては、もう拒むにも拒めない。

「殿下、……気持ちいいですか……？」

「……く、……ッ、」

「ごめんなさい、私、……上手に、できてないかも……」

　正解が分からないことはとにかく怖い。図らずも泣き出しそうな口ぶりになってしまったが、むしろジゼルのその声こそがフレデリクの興奮を一層煽ったらしい。

　焦った素振りでトラウザーズを寛がせた彼は、下穿きの中から昂ぶりを取り出した。足で虐めていたそれの全貌を目の当たりにしたジゼルは、頭でははしたないと分かっていても、そこから少しも目を離せなくなる。

　フレデリクの顔は、完全に愉悦に染まりきっていた。ジゼルの喉がこくりと鳴る。

　大きく反り返ったそれを直に刺激しろ、という意味なのだろう。そう理解したジゼルは、ゆっくりとその先端に足の指を絡ませた。

「っ、あ……」

　途端に、フレデリクはさらに蕩けた声で喘ぎ始めた。元々整った顔をしているために、その顔が興奮に歪むたび、ジゼルが覚える背徳感も嵩を増していく。

　まだ日のある時間から、この美しくもどこか狂っている男と、こんなにも倒錯的な行為に耽ふけっている。そう考えると、ジゼルの背筋はぞくぞくと震えに包まれてしまう。

　裸足のジゼルの足指に、屹立の先端から零れた先走りがとろりと絡みつく。

　そのさまを見つめていると、背筋の震えが止まらなくなる。それどころかどんどん激しくなっていき、ジゼルは息を呑んだ。

　いけない。これを高揚だとは思いたくない。

　こんな変態じみた行為で興奮するのは、この男だけで十分だ。

「あ、すごい、また硬く……」

「……ッ、ジゼル、離れてくれ」

「えっ？」

　焦ったようなフレデリクの声に、ジゼルはふと意識を現実に引き戻し――その瞬間だった。

「く、ぅッ……」

「っ、きゃあ!?」

　硬く張り詰めていたそれの先端から、びゅ、と勢い良く白濁が噴き出した。

　ジゼルの足を濡らす生温かいそれは、重力に任せてとろとろと伝い落ち、やがて踵まで濡らしていく。図らずも、ジゼルの唇から熱っぽい吐息が零れた。

　今の愛撫――果たしてあれを本当に愛撫と呼んで良いのかという疑問は残るが――に、彼が感じて達した証拠である白濁から、なかなか目を逸らせない。

　一方のフレデリクは、先ほどまでの高揚も愉悦も嘘のように、一瞬で顔を青褪めさせた。満たされて萎えたそれを下穿きの中へしまい込み、無言のまま、彼は布巾を手にジゼルの足を拭き始める。

「こっ、こんなものをあなたの肌に……本当に申し訳ない、ジゼル……」

　恐縮そうに俯く相手から丁寧に足を拭われ、彼がここまで申し訳なさそうにしているのは珍しいな、とジゼルは的外れなことばかり考えてしまう。

　ゆっくりと足の指を拭き取られ、堪らず彼女は身じろぎした。

　その感触になぜか高揚を煽られ、息が詰まる。同時に、独房でフレデリクと顔を突き合わせたあの夜の屈辱が、ジゼルの脳裏に鮮明に蘇ってきた。

　足を舐められて腰が砕けた、あれは彼女の人生の中でも一、二を争うほどの強烈な屈辱だった。

　だが、今は。

「あ、ん……っ」

　思わず艶めかしい声が漏れてしまう。

　身体の芯から、なにかが蕩け出すような感覚があった。

（っ、なに、今の……？）

　脚の間が火照っている。腫れぼったく熱を孕んで刺激をほしがっている。そんな気がしてならない。

　フレデリクは、ジゼルの足の指を見つめたきりだ。その視線のせいか、ジゼルの腰から不意に力が抜けてしまう。

　足を拭い終えた後、布巾をベッドサイドへ置いた彼とジゼルの目が合った。

「ジゼル……」

　浮かされたような声でジゼルを呼んだフレデリクの喉が、なぜか派手に上下する。

　熱っぽく見つめられ、ジゼルは息を震わせた。どうしてそんな目で見つめてくるのか……もしかしたら自分は今、相当に腑抜けた顔をしているのかもしれない。そう思い至るや否や、フレデリクに足を持ち上げられる。

「あ……？」

　踵とふくらはぎを両手でしっかり固定する、その触れ方には覚えがあった。改悛の塔でも同じことをされた。まさか、とジゼルの胸が激しく高鳴り始める。

　恭しく足に顔を近づけ、その甲へ口づけを落とした後、フレデリクはゆっくりと口を開いた。

「は、……いけません、そんなところ……ッ!?」

　焦りを滲ませたジゼルの叫びは、しかし途中で掻き消えてしまう。拭われたばかりの足の指を、口内に含まれたせいだ。

　ちゅ、ちゅ、とわざとらしく音を立て、フレデリクはジゼルの足指を舐めしゃぶる。眼下に赤い舌が覗き見え、ジゼルは眩暈を覚えた。

　溶けかけた理性を思わせる蜂蜜色の瞳が、まっすぐに彼女を射抜いている。舐めながら反応を見ているのだと悟らずにはいられなかった。

　今日はあのときと違って気持ちがいいだろうと言いたげに、フレデリクは、足の指の一本一本をねっとりと舐め上げてはジゼルへ視線を投げかける。

「ひ、ぁんッ」

「ジゼル……今、自分がどんな顔してるか分かる？」

　囁かれ、ジゼルの背がぎくりと強張った。

　今の自分の顔。あの日と違って彼を拒絶していない今の自分は、もしかしたらよほど蕩けた顔を晒してしまっているのかもしれない。

　おかしい。足を舐められて喜ぶなんて、そういう趣味は自分にはないはずなのに。

「あ、……ぁ」

「さっきはお願いを聞いてくれてありがとう。お礼に、今度は僕があなたを良くしてあげる」

　言いながら、フレデリクはジゼルの足の指から口を離した。

　あ、とまた声が零れ、ジゼルは恥ずかしくなる。我ながら寂しげな声だと思ったからだ。だが、羞恥に溺れている暇はそれ以上与えてもらえなかった。

「ッ、え……あの、」

　一度はジゼルの肌から離れた彼の唇は、いつしかふくらはぎへ移っていた。

　肌を這う舌先は少しずつ上がっていく。その感触に戦慄しつつも、ジゼルの脳裏には、はっきりとあの一夜の記憶が蘇っていた。

　独房での淫らな行為――あのときよりも性急だ。大腿を這う彼の唇に、そこをきつく吸い上げられ、ジゼルは悲鳴をあげて身をよじった。堪らず腰が浮いてしまったその隙を突かれ、下着の紐をほどかれる。

「ぁ、……あ」

　秘密を顕わにされ、再び羞恥が襲いかかってくる。彼の顔は、息がかかるほど近くそこへ寄せられている。また眩暈がした。

　待って、とジゼルが叫んだときには、彼の舌はすでに秘められた場所を舐っていた。

「ふ、ぁあ……ッ！」

　ねっとりと秘裂を這う男の舌は熱い。咄嗟にフレデリクの頭を押しのけようと動いたジゼルの腕は、彼の手にあっさり捕まってしまう。

　指と指が絡み合い、一切の抵抗を防がれた状態で、彼の舌先が内側へ侵入を始める。入り口を何度か往復した後、男を知らないジゼルの内側へ、フレデリクは熱のこもった吐息とともに舌先を挿し込んだ。

「……ジゼル……」

「あっ、あっ、あんっ、はぁ……っ」

「ああ、ジゼル……綺麗だ、本当に」

　彼が喋るたび、敏感な襞が刺激に震える。
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　いやらしく喘ぐしかできないジゼルは、自分の内側からなにかが溢れ出ている感覚に戦慄いてしまう。独房で無理やり舐められたときとは違い、今は気がふれそうになるほど気持ちが良かった。身体が、今にもとろとろと溶けそうになるくらいに。

　腰を跳ねさせて感じ入るジゼルの手から、フレデリクはそっと指を放した。そして舐めしゃぶっていた秘密の内側へそれを挿し込み、その場所のすぐ上で刺激を求めて震える肉芽へ唇を寄せる。

「ッ、ひ……!?」

　蕩けた秘密をくちくちと往復するものが、舌から長い指に変わり、ジゼルは目を見開いた。さらに肉芽をちゅ、と吸われ、その強烈な刺激のせいで意識が遠のきかける。

　指……独房でも突き入れられた。あのときは確かに痛かったはずなのに、今は少しも痛みを感じない。それどころか、腫れぼったく充血した内側を擦るそれがもたらす快楽に、すぐさま酔い痴れそうになる。

　肉芽を唇で挟み込まれた瞬間、彼女の全身をビリビリと衝撃が駆け抜けた。

「ああ……ッ!!」

　中に指を含められたまま、内側が激しく収縮する。

　内側に潜む指を締めつけているのだと、本能的に理解してしまう。まだ出ていかないで、ここにいて、と彼の指に縋りついている。

　ゆっくりと引き抜かれたそのとき、ちゅぽ、と水音が聞こえた。自分の身体から蜜を溢れさせていた証拠だ。羞恥に襲われながらも、中がからっぽになった寂しさが先立ったジゼルは、つい身じろぎしてしまう。

　そんな彼女の目に、フレデリクの腰が映り込んでくる。一度は欲を吐き出したはずのそこは、布越しに再び大きく膨れ上がっていた。

　あれほど吐き出した後なのに、またあんなに――知らぬ間に、ジゼルはこくりと喉を鳴らしてしまう。

　恍惚と自分を見つめてくる相手のそこへ、ジゼルは足を伸ばした。

　裸足の指の先でそこを軽く突く。そのときになってから、フレデリクは自分の欲がまたそそり立っていると気づいたらしい。

　はっと身を引いた彼の腕に指を添え、ジゼルは囁いた。

「奪っては、……くださらないの……？」

　娼婦じみた目で媚びている、その自覚は彼女にもあった。

　無意識のうちに擦り合わせていた脚を凝視され、……まるで視線で犯されているようだ。ジゼルの口から思わず蕩けた声が零れ、その瞬間、寝転がったきりの彼女の上にフレデリクが覆い被さってくる。

「……本気で言ってるの？」

　ジゼルを見下ろす彼の表情は、半信半疑とばかり、困惑に歪んでいた。そんな彼の首筋に腕を巻きつけ、ジゼルははっきりと頷いてみせる。

　その途端、フレデリクは噛みつくような勢いでジゼルの唇を塞いだ。

　息ももたないほどの情熱的な口づけのさなか、脚を大きく開かれ、ジゼルは甘く喘ぐ。愛撫に蕩けた秘密はまだしっとりと濡れていて、そこへ、反り返った剥き出しの屹立を擦りつけられる。

　擦れ合う場所が、くちくちといやらしい音を立てている。

　熱い。今から私、あなたに貫かれて、あなたのものにされてしまう――ジゼルの腰が甘く震え、それを合図にふたりの唇がまた重なり合う。

「ジゼル、……愛してる、ジゼル……」

　挿れるよ、と耳元で宣言され、間を置かずに秘密へ昂ぶりを押しつけられる。

　愉悦に蕩けきった目で頭上の男を見つめ返しながら、ジゼルは熱いそれを受け入れた。

















第４章　翻弄される令嬢、盲目の恋に沈む












　数日後。ジゼルは、ペルチエ宰相の執務室へ向かっていた。

　中庭に出た日以降、ジゼルの移動には、使用人に加えて騎士も常に同伴するようになったが、ベランジェは特に絡んでこない。

　結局、形見のブローチが無事かどうかは確認できていない。ペルチエ宰相に訊いてみようかと悩みもしたが、あれを失ったのはジゼル自身の過失だ。ただでさえ忙しい宰相の手をこれ以上煩わせるのは、と気が引けていた。

　――そして、今日。

「失礼いたします。エモニエ公爵令嬢をお連れしました」

　騎士らとともに、ジゼルは室内へ足を踏み入れる。

　執務室には、ペルチエ宰相とフレデリク、さらにエモニエ公爵――ジゼルの父親の姿があった。

　あ、と零れそうになった声を、彼女はなんとか呑み込んだ。父がこの場に同席することは事前に聞いていたが、反射的に背筋が強張ってしまう。

　ジゼルの眼力は父譲り。つまり、彼女の父親の眼力も強烈だ。

　三人分の視線、ことさら睨むようにジゼルを見据える父親の視線に囚われ、ジゼルは息を詰めた。

「お久しぶりです。お父様」

　視線で失態を責められている気がしてならず、堪らなくなる。

　それ以上は目を合わせていられなくなり、ジゼルは腰を折って深く頭を下げ、だが。

「えへへ、ようこそジゼル！」

　軽やかな声が耳を擽り、ジゼルは顔を伏せたきりで目を瞠る。

　ちらりと声の主へ目を向けると、満面の笑みを浮かべて彼女の傍へ走り寄ってくるフレデリクの姿が見えた。

　この場でも子供のふりを貫くのか、とジゼルは喉を鳴らす。

　ジゼルの父は、フレデリクにとって部外者だ。父にはまだ、彼の子供返りの真実を打ち明けるわけにはいかないということなのだろう。

　ふん、と鼻を鳴らす音が聞こえ、ジゼルは思わず父へ目を向けてしまう。だが、一層表情を険しくした彼とはもう目が合わなかった。

「それでは本題に入りましょうか。ジゼル嬢、こちらへ」

「は、はい」

　ペルチエ宰相に促され、ジゼルはエモニエ公爵の対面に腰かける。

　当然のごとく彼女の手を引き、ソファまでエスコートしてみせたフレデリクを、公爵は睨むような目で見ていた。ジゼルの胸が不穏に高鳴る。

　彼女の着席を確認してから、ペルチエ宰相が咳払いとともに切り出した。

「今日、エモニエ公爵に足を運んでもらったのは他でもありません。公爵の頼みを受け、彼の旧知であるわたくしと公爵が」

　――ともに、例の裁判の不正を暴くためであります。

　ペルチエ宰相が断言するや否や、ジゼルは息を詰めた。

（きっと……フレデリク様の案なんだわ）

　当然のごとく隣に腰を下ろしたフレデリクの顔を盗み見ながら、ジゼルは思う。

　現状、フレデリクは国民の大半に信用されていない。その自覚が本人にもある。加えて、ペルチエ宰相が単独ですべての不正を正すには限界がある。最悪の場合、彼自身の命が狙われる危険もある。

　だからこそ、ジゼルの父親でありペルチエ宰相の旧知であるエモニエ公爵を表舞台に引っ張り出し、『娘と公爵家にかかる冤罪を晴らすための雪辱戦』を担わせるのだろう。

　ベランジェを完全に引きずり下ろすまで、フレデリクは無能を演じきるつもりでいる。今回の件さえ、ペルチエ宰相の案だという体ていで。

　……徹底している。幼児のようにジゼルの腕に手を添えるフレデリクの指先を、ジゼルは堪らず凝視してしまう。

　視線を上向けると、彼と目が合った。ぎくりと背を震わせながら、ジゼルはエモニエ公爵の視線が今ペルチエ宰相へ向いていると気づく。それを把握しているのか、フレデリクが浮かべているのは子供返り中のそれではなく、大人の彼がよく見せる微笑みだ。うっかり見惚れそうになり、ジゼルは慌てて平静を装った。

　宰相と話していたエモニエ公爵の視線が、ふとジゼルへ向く。その直前にジゼルから手を放していたフレデリクは、気まぐれな幼児さながら、子供用の机に散らばるクレヨンの元へと向かっていってしまった。

　そのまま、ジゼルは父親に向き直る。

「……このたびは申し訳ありませんでした、お父様」

　立ち上がり、彼女は深々と頭を下げて謝罪した。

　父には合わせる顔がないと思っていた。助けを求める資格など、自分のような愚かな娘にはないのだと。だが。

「頭を上げなさい」

　父の声が聞こえ、ジゼルはびくりと背を震わせる。

　低くはあったが、叱責するときの声ではなかった。顔を上げたジゼルは、正面の父親の顔をおそるおそる見つめる。

「元々、宰相には裁判の不当性を訴えていた。お前が独房に入っている間も、ずっと」

　その言葉に、ジゼルははっとする。

　睨むような視線は変わらなかったが、彼の元々の顔立ちのせいでそう見えるだけで、父は決して怒っているわけではない。

　宰相は、単にフレデリクの命を受けて動いている。彼の挙動のすべてに、旧知である父の介入はない。元々そう聞いていたから、自分も疑わなかった。

　だが父は、ジゼルが受けた判決を不当と判断し、きちんと動いてくれていた。

　胸が熱くなる。緩みかけた涙腺を、ジゼルは意識して引き締めた。

「宰相。父がこの部屋に入るところを他の誰かに目撃されるのは、大丈夫なのですか？」

　ジゼルが緊張気味に放った問いかけに、ペルチエ宰相は静かに頷いてみせる。

「はい。すでに材料は出揃っています。むしろ周囲に『エモニエ公爵が動いていること』を悟ってもらわねばならない時期にきています」

　宰相の返答を聞きながら、ジゼルは目を見開いた。

　だから、父はこれほど堂々と王宮を訪ねてきているのか。自分が考えているよりももっと大きな考えの下で話が動いているのだろう。宰相……否、フレデリクの思惑を基盤に、きっと。

　その話を皮切りに、ペルチエ宰相とエモニエ公爵、そしてジゼルの三人――実際には、お絵描きに興じているようにしか見えないフレデリクも話に耳を傾けてはいるのだろうが――で話し合いが進められていく。

　宰相の報告によると、裁判の際にベランジェに寄り添っていた女の家が、不正な証拠を用意した筆頭だという。また、他に証言を行ったうちの何名かも、ジゼルが不利になる内容をわざと告げたと判明しているらしい。

　ペルチエ宰相が挙げていく名を聞きながら、ジゼルは唇を引き締める。

　うち数名には明らかに覚えがあった。以前フレデリクに提示されたリストに名が記載されていた者たちだ。

　カルノー伯爵家の息子は「ジゼルがセルジュ国王を批判していたという噂」について、ラモワン子爵は「エモニエ公爵もジゼルを後押ししているという噂」について、近衛騎士団の副部団長バルバストルは「ジゼルが頻繁に王宮厨房内の使用人を訪ねてきていた件」について、それぞれ嘘を述べたり、あるいは誇張した証言をしたりしたようだ。

　加えて、ファリエール家の使用人マガリーは、「王宮の厨房で働く友人がジゼルから『国王の好む飲み物』について執拗に尋ねられている旨」を偽証した。

　王弟の陣営に弱みを握られて脅された者や、中には金を握らされた者もいるそうだ。平民のマガリーに至っては、首都を離れて働いている夫と息子を実質人質に取られたようなものであり、彼らのために偽証せざるを得なかったようだ。

　ひと通りの報告を聞いたジゼルは、堪らず額を押さえた。誰がなにを証言していたかまでは覚えていないが、どの話にもうっすらと覚えがある。

　どれも裁判で聞いたもので、だがどれも真実ではなかった。でっち上げも甚だしい証言が続き、だが、彼女はただそれらを聞き流すしかなかった。

　ベランジェが母の形見を手にしている、その様子が証言台からも見えたからだ。

　証言を覆す発言をすれば、このブローチがどうなるか、分からないとは言わせない――ジゼルを見下ろすベランジェの目が、そう告げているようにしか見えなかった。

　彼が根回ししたのだろう、裁判長すら臨時で別の者が務めていた。加えて、あの日は父も傍聴を禁じられていた。

　なにもかもが異常だと分かっていても、彼女には成す術すべがなかった。

　きつく唇を噛み締めたジゼルの耳に、やがて唸るような父の声が届く。

「おおよその話は理解した。だが」

　不機嫌そうに顎を撫でながら、エモニエ公爵は低い声で続ける。

「ジゼル。法廷で、判決が出るよりも前に反論しなかったのはなぜだ？」

　鋭い視線で娘を射抜きながら、公爵が尋ねる。

　十分すぎるほどの沈黙が落ちた後、ジゼルはゆっくりと首を横に振ってみせた。

「……私を陥れるためにここまで周到な用意がなされている以上、もうなにを言っても仕方がないと考えました。ですが、判決を言い渡されたことで投げやりになってしまって、それで初めて発言を……」

「質問を変える。あのブローチを、お前はいつ手放した？」

　ジゼルの返答を遮りながら、エモニエ公爵は続けて尋ねた。

　ブローチ――あれが国王の寝室に残されていたことは、父も知っているだろう。母の形見、代えの利かない宝物。父は今、そんな大切な品をジゼルが安易に手放したことを責めている。

「……申し訳、ございません……」

　すっかり血の気を引かせ、なんとかそれだけを絞り出したジゼルへ、エモニエ公爵は「もういい」とそれ以上の追及をやめた。

　ふう、と溜息を落とした後、彼の視線はペルチエ宰相へ向く。

「なぜもっと早く動いてくれなかった？　娘が改悛の塔に幽閉されるよりも前になんとかできたのではないのか……そもそも、ボンフィス裁判長が不在だというのに娘の裁判だけ延期できなかった理由は？」

　宰相に向き直った公爵は、もはや不機嫌な表情を隠そうともしていない。ベランジェ王弟殿下の手前なかなか動けなかった、とペルチエ宰相が淡々と答える間も、公爵は眉間の皺を深めていく一方だ。

　尋問めいた追及が続いたせいで、ジゼルはすっかり萎縮していたが、ペルチエ宰相と父のやり取りを聞きながら思う。

　もしかしたら、父は本当に自分を心配してくれているのでは――そう思ったら、彼女の口が自然と開いた。

「お父様、おやめください。良いのです」

「……ジゼル？」

「私にも罪はあります。ベランジェ殿下のおっしゃるまま、私は……」

　堪らず声が詰まる。

　ベランジェに協力し、フレデリクを亡き者にしようと企んでいた……それを言葉に表しきれないまま、ジゼルは唇を噛み締めた。

　自分のような者が、なに食わぬ顔で無罪を訴えるのは間違っている。

　目を伏せたジゼルは、強い視線を感じ取った。父の視線だけではない。ペルチエ宰相と、おそらくはフレデリクの視線も注がれている。

　彼女の背に緊張が走ったそのとき、宰相が苦い顔で口を開いた。

「あなたがベランジェ殿下へ、求婚の返礼としてブルーガーネットのブローチを手渡したことは存じております。エモニエ公爵家の家紋が入った品……ベランジェ殿下にその場で返事を求められ、慌てて差し出したのでは？」

　ぎくりと背筋を強張らせ、ジゼルは目を瞑る。

　その通りだ。自分の、取り返しのつかない落ち度。それを、こうした席で改めて言葉にして突きつけられ、ジゼルはこのまま空気に溶けて消えてしまいたくなる。

「それから、陛下がお使いになっていたグラスから検出された毒は、色や匂いのあるものではありませんでした。ひと目でそうと判断がつくものではなく、慎重にならねばならなかったあの状況で、陛下が『毒に』倒れたと最初に声を張り上げたのは……」

　以前、フレデリクが掲げていたリストに名を連ねている十二名の証言者のうちのひとりであり、また容疑者としてジゼルの名を挙げたのも十二名の証言者のうちのひとり。

　その者たちこそが、国王の飲み物に毒を仕込み、その場へ家紋入りのブローチをわざと落とした実行犯の可能性もある――宰相はそう言いたいのだ。

　淡々と続くペルチエ宰相の声が、ジゼルの頭に鈍い痛みを引き起こす。

「……ですが……」

　ジゼルの声はすっかりしぼんでいた。

　すべてが自分を陥れるために仕組まれた罠だったのだと思えば思うほど、ジゼルの口は鈍っていく。

　それは悪意ではなく無関心だ。他の誰より、エモニエ公爵の娘を槍玉に挙げたほうが効率的――ベランジェが巡らせていただろうその思惑に、ひとりの人間としてのジゼルは露ほども影響を及ぼせていない。

　最初からそうだった。ベランジェは、自分をそういうふうにしか見ていなかった。

　庭で対峙したあの日、きっぱりと決別したはずなのに、今なお燻りは消えない。傷ついた気分も消えない。

　自分はまだ、ベランジェの捨て駒扱いに傷ついている。

　ぎり、と奥歯を噛み締め、ジゼルは今度こそ喉から声を絞り出した。

「それとこれとは別です。私はベランジェ殿下に協力して、フレデリク殿下を排除しようと企んでいました。私だけが完全に無実というわけには……」

「あなたに、本当に僕を排除できたと思う？」

　言葉を遮られ、ジゼルの背筋が凍りつく。

　口を挟んできたのはフレデリクだった。いつの間にか、彼は宰相の文机に頬杖をついていて、ソファに座る三人を気怠げに見つめていた。

「……殿下」

「別に構わないだろう、エモニエ公爵ももう当事者だ」

　フレデリクに咎めるような視線を向けたペルチエ宰相へ、意に介さないとばかり、当の王太子は口元を歪めて笑っている。

　はっとして、ジゼルは対面の父親へ目を向けた。

　案の定、公爵は目を瞠ったきり、鋭い視線でフレデリクとペルチエ宰相を交互に見つめている。つい先ほどまで幼児と変わらない態度で遊んでいたフレデリクの唐突な変貌に、驚愕を隠しきれない様子だ。

　一方のジゼルは、フレデリクが口にした言葉そのものに囚われてしまう。

　粗末な手段しか持っていなかったお前たちに、僕を殺すなんてできるわけがない……そう言わんばかりの口ぶりだった。

　ベランジェが巡らせていた策など、結局はすべてフレデリクの知るところなのだ。フレデリクはただ単に、油断しきった叔父の杜撰な策を傍観しながら、叔父もジゼルも自由に泳がせていただけなのかもしれない。それに。

（……まさか）

　毒に倒れたセルジュ国王――彼に毒が盛られた件も、フレデリクはわざと看過したのでは。不穏な想像に、ジゼルはぞわりと背を粟立たせる。

　王太子を亡き者にするため動いていた可能性がある、国王の実弟。決定的な証拠がないという理由で、十年、あるいはそれ以上の間、実弟の処遇から目を逸らしてきたのはセルジュ国王自身だ。

　だが、実際に危険な目に遭い続けてきたフレデリクにしてみれば、堪ったものではないだろう。父親は、実子である自分より、齢の離れた弟を守ることを優先している――命を狙われる中、フレデリクがそう考えるようになったとしてもおかしくない。

（でも、……まさか、そんなはずは）

　恐ろしい想像を、ジゼルは強引に振り切った。

　そんな彼女の耳に、再び、抑揚を欠いたフレデリクの声が届く。

「あなたは利用されただけだ。だから、叔父上に脅されていた他の面々と同じで、わざわざ叔父上の罪を一緒に被る必要はない。あなたをあれから決別させなければならなかったのもそのためだしね」

　フレデリクの話を聞きながら、ジゼルの頬が派手に引きつる。

　裁判の時点で救いの手を差し伸べてくれなかったのは、そういう理由もあったからなのか、と。

『僕もあなたにひどいことをした後だ』

　庭でベランジェに遭遇した日、フレデリクに連れられて入った彼の本当の私室。外部から徹底的に隠された、窓ひとつないあの空間で告げられた言葉を思い返し、ジゼルは息を詰める。

　裁判で罪が確定し、改悛の塔に幽閉されたジゼルを、もっと早く助ける手段はあった――彼はそう言った。けれどその手段を選ばなかった、とも。

　あの日、フレデリクはそのことに罪悪感を覚えている様子だった。だが、今は。

　底冷えがしそうなほど低く、また単調な彼の囁きを聞きながら、ジゼルは足元がガラガラと音を立てて崩れ落ちていくかのような錯覚に溺れてしまう。

「……娘を早急に助けてくださらなかったのは、あえてというわけですか」

　答えられないジゼルが生んだ沈黙を裂いたのは、エモニエ公爵だった。

　彼はやはり睨むような目でフレデリクを見つめていて、ジゼルはただぼんやりとふたりのやり取りを傍観するしかできなくなる。

「その通りだ。話が早くて助かる」

「っ、娘は命を落とすところだったのですぞ！」

「それのなにが僕に関係ある？」

　責められる理由が毛ほども理解できないとばかりに尋ねられた瞬間、エモニエ公爵は大きく目を瞠った。それきり、彼は気まずげにフレデリクから視線を逸らした。

　エモニエ公爵は、政治的な立場としては中立を貫いている。だが、ジゼルがベランジェに傾倒して以降、フレデリク側に不利となるベランジェ側への援助も数多く行ってきた。その意味では、エモニエ公爵家自体がフレデリクに恨みを買われていてもおかしくない。

「……お父様。殿下のおっしゃる通りです」

　無理に動かしたジゼルの唇から零れ出たのは、掠れに掠れた声だった。

「過ちを犯したのは私です。危うく、王位の正統な継承者を貶めてしまうところでした……いいえ、実際に貶めた後です。あの裁判がなければ、私はきっと今もベランジェ殿下に執着していました」

「……ジゼル」

「ですからあれで良かったのです。自分の過ちにも気づけましたし、お父様にご迷惑ばかりおかけして、あんなに避けたかった『エモニエの恥』に率先してなってしまっていたことにも気づけました」

　父に向けて話しているのに、まるで自分自身に言い聞かせるような声になった。声を絞り出すたびに痛む喉を強引に動かし、ジゼルは続ける。

「私を助けてくださったのはフレデリク殿下です。だから、私は恩義に報いなければ」

　心からそう思っているはずなのに、言いながら、ジゼルは強い眩暈に襲われる。

　無理に持ち上げようとした口角は、どう足掻いても笑みの形にはならず、不自然に歪んだだけに終わった。

『それのなにが僕に関係ある？』

　そう告げる彼の声が、息が止まるほどに冷たく聞こえたからなのかもしれなかった。

　情熱的に愛された先日の記憶は、ジゼルの脳裏にまだ鮮明に残っている。それなのに、もしかしたら自分は今も盲目に陥ってはいないか、ともすれば今度はフレデリクに切り捨てられるのではないか――そう考えては息が詰まり、それ以上ジゼルはなにも言えなくなってしまう。

　そんな彼女の傍へ、椅子から立ち上がったフレデリクがゆっくりと歩み寄ってきた。

「……怖がらせてしまったかな。あなたにはそんな顔をしてほしくないんだ、ジゼル」

　ソファから腰を浮かせたきり動けずにいたジゼルの左手を取り、フレデリクは再び着席するよう彼女を促す。

　そして自身も隣に腰を下ろし、貴族の娘にしては短すぎるジゼルの髪をひと房指で絡め取ると、その毛先へ口づけてみせた。彼女の左手薬指に嵌まるきらびやかな指輪を、正面のエモニエ公爵に見せつけるかのような所作とともに。

　途端に、エモニエ公爵が表情を変えた。強烈な睨みを利かせ、それでいて無言のまま、公爵はじっとフレデリクを見つめている。

　静かに憤慨する父親を横目に、ジゼルはひやりとした。フレデリクとジゼルが婚約したことを、そもそも父は知っているのか。

　ペルチエ宰相づてに聞いていると考えるのが妥当だろうが、娘の結婚に関して一方的に話を進められた父が、黙ってそれを受け入れるとは思いがたい。父にしてみれば、「子供返りしている無能な王太子」に勝手に娘を奪われた形になるのだから……だが。

　結局のところ、ジゼルはフレデリクの我儘によって命拾いしている。そういうシナリオが完成している。仮に娘の結婚に反対するとしても、エモニエ公爵はまだ迂闊に動けない。

「求婚の返礼品については、用意を急がなくても結構だ。僕は叔父上と違って寛大だからね」

　睨みを利かせつつも口を開かないエモニエ公爵を、挑発するかのように一瞥した後、フレデリクはなおも続ける。

「ジゼル。あなたのことは、僕が助けたいと思ったから助けた。それはなににも代えられない真実だ」

「……殿下。私は、」

「ただ、僕は狡い人間だ。あなたが僕から離れていく要因を減らしておきたかった。例えば、叔父上に自分で見切りをつけてもらったり……九年前のあのできごとについて、今頃になって真実を明かしたこともそう」

　九年前、という彼の発言に囚われたジゼルは、自分の言葉を遮られたことさえ忘れて目を見開くばかりになる。

「あなたを僕に繋ぎ留めておける理由を、僕はただ利用しているだけに過ぎないのかもしれない」

　臣下の目がある中、遠慮もなにもなく愛おしげにジゼルの頬を撫でたフレデリクは、見せつけるようにして彼女の腰を抱き寄せ、エモニエ公爵へ目を向ける。

「僕は叔父上を退けるための手段を最優先している。あれにはもう何度も命を狙われてきた、……実際に臥せったまま一年あまりを過ごしたこともある。当時の件、エモニエ公爵もお忘れではないだろう？」

　低く問われ、エモニエ公爵はたちまち気まずげに眉をひそめた。見るからに思い当たる節がありそうな表情だ。

　一方のジゼルは小さく息を呑む。臥せったまま一年あまりを……知らない話だ。九年前よりもさらに前のできごとだろうか。自分がもっと幼かった頃、記憶に残っていないだけで、そういう残酷な事件が起きていたのかもしれない。

　フレデリクも以前、ベランジェから殺されかけたのは一度や二度ではない、と言っていた。

「実際に命を狙われているわけではない父は、常々判断が甘かった。実の子の命を狙われておきながら、毎度その首謀として真っ先に名の上がっていた弟への情を捨てきれなかった。その結果、こうして命を落としかけ、結局は僕が動くしかなくなった」

　淡々としたフレデリクの声を、本人の顔を直視できないまま、ジゼルはぼんやりと聞き続ける。

「叔父上、あれは人の上に立つ器ではない。もしあれが僕よりそうした才に恵まれていたなら、あれにすべてを譲る道もあったかもしれないが」

「……殿下」

「『無能な王太子よりはましだ』という民の消極的な選択を、自分に才があるから選ばれていると解釈している。あれが玉座に就いてしまえばどうなるか……子供の遊びではないというのに、困ったものだ」

　子供の遊びという言葉が、つい先刻まで子供返りの演技を貫いていたフレデリクの口から零れたことで、ジゼルの背筋がぞわりと粟立つ。

　一方のエモニエ公爵は、遠慮がちにフレデリクに呼びかけて以降、嘲笑交じりの彼の話を黙って聞いている。王太子の変貌に対する混乱からいまだ抜けきれていないだろうに、淡々と語るフレデリクの口元をじっと見つめたきりだ。

「あれを引きずり下ろす過程において、エモニエ公爵令嬢の生死は二の次だった。なんなら令嬢の処刑後、中立のエモニエ家を味方につける、あるいは脅す算段をつけても良かった。だが、僕は長年彼女に特別な情を抱いていたからどうしても切り捨てられなかった……だから助けた」

　――本来の計画通りに進めていたなら、この娘はとっくに処刑済みだ。

　今日聞いた彼の声の中で、最も低い声だった。

　ジゼルの髪を取っていたフレデリクの指は、いつしか彼女の首筋に触れている。このまま首を圧迫されるのでは、と想像せずにはいられなくなる。

　自分の生死は今なお、この男の思惑次第でどうとでも変わる状況にある。こくりと生唾を飲み込んだジゼルだったが、そんな彼女へ、フレデリクは一転して甘い笑みを浮かべて向き直った。

「叔父上への力添えについては、僕が許したところで、あなたがあなた自身を許さないなら意味がない」

「……フレデリク様」

「叔父上に弱みを握られていることを僕に相談しなかったのも、それが自分の落ち度だと考えていたからでしょう？　僕は、あなたのそういう気高さこそを好いている」

　首をひと撫でした後、彼は再びジゼルの髪を手に取り、そこへ唇を寄せる。

　ひゅ、と喉を鳴らしたジゼルは、相手の視線が自分へ向いていると理解できているのに、とても見つめ返す気分にはなれなかった。だが、フレデリクは座り込む彼女の手を握り、早々にソファから腰を上げてしまう。

「僕らはそろそろ失礼する。……ああ、最後にひとつだけ」

　引っ張られるようにしてふらふら立ち上がったジゼルの腰を抱き、彼は無言を貫いたきりのエモニエ公爵へ目を向ける。

「大半の民にとって、僕はいまだに『無能の王太子』だ。あなたの力添えをいただけるならなにより、というのは事実に他ならないんだ、エモニエ公爵」

「……しかし」

「『エモニエ公爵家の雪辱を果たすため』に尽力いただきたい。宰相、後は任せる」

「……かしこまりました」

　頭を垂れた宰相を満足そうに見つめてから、フレデリクは破顔した。その表情は、ジゼルがこの部屋を訪れた当初と同じ、子供が浮かべる屈託ない笑みとまるで同じだ。

　父親にすら視線を向けられずじまいで、ジゼルはフレデリクとともに部屋を後にするしかなかった。
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　思惑の底が見えない。

　やや強引に手を引っ張られながらフレデリクの背を見つめ、ジゼルは機械的に足を動かし続ける。

　九年前の件で彼とベランジェを見誤ったジゼルを、特段恨んでいたわけではなさそうだ。むしろ、ベランジェの隣でフレデリクを見下していたここ数年のジゼルの視線を、彼は喜んで受け止めていたと受け取れる発言さえしている。

　それでいて、ジゼルに自らベランジェを見限らせるため、裁判で彼女に救いの手を差し伸べなかった。それこそが、ジゼルの誤解とベランジェへの盲目に対する復讐と考えられなくもない……だが。

　手を掴まれたきりで連れていかれた先は、フレデリクの私室だった。

　余裕を欠いた所作でドアを開けた彼の背を、ジゼルは躊躇とともに追う。可愛らしいおもちゃの間を抜け、一直線に本棚へ向かったフレデリクは、現れた魔法陣の中へジゼルを押し込むや否や、自身もすぐに壁を抜けてジゼルをきつく抱き締めた。

（子供部屋の鍵、かけてない……）

　抱き竦められながら、ジゼルは息を詰める。

　自分たちが部屋へ入るところを誰にも見られていないとは限らない。誰かが部屋に侵入してくるなどしたら――ジゼルの背が緊張に強張る。だが、フレデリクは一向に力を緩めることなく彼女を抱き締めるばかりだ。

「殿下。お部屋の鍵、かけないと危ないのでは」

「構わない」

「っ、ですが……」

「さっきはごめんね？」

　青褪めるジゼルの声を遮り、フレデリクは彼女の唇を奪う。

　前触れなく唇に落ちたやわらかな感触を前に、ジゼルは息を詰めて身を引き、やや強引にしかけられた口づけを終わらせた。やんわりと抱擁から抜け出そうとすると、さらに強く押さえつけられてしまう。

　逃げ場がない。

　ふ、と小さく息をつき、ジゼルは諦めの滲む声で彼の言葉に応じる。

「……なんのお話でしょう？」

「お父上の手前、ああいう言い方をするしかなかった」

　ジゼルがなにに対して不安を感じているのか、とうに察しがついていると言わんばかりの口ぶりだった。

　黙り込むジゼルを真っ向から見つめ、フレデリクは続ける。

「でも、あなたのために手を尽くしているのは本当だ。さっきも言ったけど、僕は狡い人間だから、……いつかはあなたにも見限られてしまうのかもしれない」

「……殿下？」

「僕はあらゆるものを利用している。叔父上と僕を誤解したあなたの罪悪感も利用しているし、あの塔に幽閉されていたあなたに手を差し伸べたこともそうだ……でも」

　……随分と饒舌だ。ジゼルは訝しく思う。

　元々、フレデリクは弁の立つ男だ。だが、ジゼルからの質問を飄々とかわすいつもの彼とはまるで別人だ。彼を責めているわけでもなんでもないジゼルを前に、今のフレデリクはひたすら必死に熱弁を振るっている。

　まっすぐな視線を感じながら、焦っているのかもしれない、とジゼルは思う。同時に眉をひそめざるを得なくなる。

　焦る……なぜ？

　私の命は彼が握っているようなものなのに、私が焦るならまだしも、彼が焦る理由が分からない――ジゼルの疑問が、そのまま声になって零れ出る。

「殿下。今、焦……ってます？」

「焦ってるよ」

「なぜ？」

　心底分からないとばかりに尋ねたジゼルへ、フレデリクはなかなか答えない。

　まじまじと覗き込んだジゼルの目に、フレデリクの顔は青褪めて映った。窓のない室内は元々薄暗いが、それを差し置いても血色が悪い。

「……あなたに嫌われてしまいそうだから」

「は……ぁ？」

「エモニエ公爵に素直にあなたを差し出してもらうには、ああいう理由づけがあったほうが円滑に進む、とか……さっきだってそんなことばかり考えてた。いつでもどこでも打算ばかり巡らせて、あなたの前でまであんな、……嫌いになった？　僕のこと」

　首に口づけられながら囁かれ、ジゼルは震える吐息を落とす。

　父と宰相の前で首に触れられたときは、このまま絞め上げられて殺されたとしてもなにもおかしくないのだと確かに思った。呼吸が止まるほど怖かった。それなのに。

　今は、あのときの感情ごと慰められているかのような、あるいは懺悔でもされているかのような、そういう触れ方に思えてならない。

（この人……本当、なんなの？）

　今、そんなことを気にしている場合なのだろうか。

　後継問題と、それに付随するさまざまなトラブル。それらに神経を尖らせている今の彼にとって、自分など取るに足らない存在のはずだ。父の、そして自分の眼前であれほどはっきり言いきっておいて――執務室での弁舌も威勢も、一体どこへやってしまったのか。

　混乱しつつも、結局ジゼルは彼の背に腕を回した。そこが小刻みに震えていると悟ったからだ。

「……なれません。嫌いになんて」

　独り言と変わらない調子になったが、彼女は構わず続ける。

「私は、殿下がお考えになっているほど強くも気高くもありません。昔の劣等感をいまだに引きずっているばかりか、今度はあなたに盲目になってしまいそうな自分が怖くて」

「……ジゼル」

「父とあなたのやり取りを聞いて、今度はあなたに見限られるんじゃないかと不安になったりして……そういう弱い人間です」

　フレデリクの背の上で握り締めたジゼルの拳が、小さく震える。

　深く俯いた彼女の顔を、フレデリクがゆっくりと覗き込んでくる。彼は蕩けるような笑みを浮かべていて、堪らずジゼルは目を瞠った。

「あなたは少しも変わっていない。僕があなたに初めて惹かれたときのままだ」

「……初めて？」

「うん。九年前」

　穏やかな表情を浮かべてジゼルを見つめ、フレデリクは懐かしい話を語り始める。

「あの日は僕も朝から具合が悪くて、それでなくてもひどい目に遭ったばかりだったから、外に出る気には全然なれなかった。でもたまたま窓の下を眺めてたら、庭に、僕よりずっと具合の悪そうな女の子がいた。小さな、見るからに年下の女の子」

「……あ……」

「ティーカップには口をつけてなさそうだった。手が震えてしまうからだったのかな、目が離せなくなって……あの子いつ倒れるんだろうって思ったら、足が勝手に動いた。外に出たくなんてなかったのに、気づいたらもう部屋から出てた」

　見つめられたまま続く話のせいで、ジゼルは急に居心地の悪さを感じ取る。

　九年前のあの日のことは、思い返すだけでも恥ずかしい。忘れられるものなら忘れてしまいたいほどだ。

　けれど、あの日に『彼』と出会ったからこそ自分は変われた。

　長年ベランジェだと信じ続けてきたその人は、ベランジェではなかった。今、自分の目の前にいるこの人こそが『彼』だった――ジゼルの頬が、見る間に赤く染まっていく。

「抱き上げたあなたは軽くて、それに信じられないくらい熱くて……こんな体調なのにずっと我慢してたのかと思ったら、なんだかいじらしくて、守ってあげたくなった。あんな感覚は初めてだったな」

　懐かしそうに口端を緩めるフレデリクを直視していられず、ジゼルは目を伏せた。

　恥ずかしくて堪らない。けれど、やはりこの人だったのだ。当時のジゼルは熱のせいで朦朧としていたが、それでも今の話は、当時の自分の記憶とすべて合致している。

　うう、と思わず唸るような声をあげたジゼルだったが、そんな彼女の頬に、フレデリクの長い指が優しく触れる。

「でも、なんていうか……そういう淡い恋心みたいなものは、あまり残っていないんだ」

　思わぬ話が続き、ジゼルははっと目を瞠る。

　淡い恋心は残っていない……どういう意味だ。不安に胸を擽られ、伏せていた目を堪らず上向けた彼女は、その瞬間フレデリクの言葉の意味を悟った。

　潤んだ彼の蜂蜜色の瞳は、見るからにうっとりしている。

（……これは……）

　頬を打たれて喜んでいたときと同じ顔だ。

　ジゼルが直前まで抱えていた羞恥も不安も、スン、と一瞬で静まり返る。

「前にも言ったでしょう？　叔父上の隣にいるあなたと目が合ったとき、塵でも見るみたいな目で見下されて……胸が高鳴って仕方なかった。やっぱり、『雷に打たれたような衝撃』ってああいう感じなのかも」

「違うと思います」

　塵でも見るみたいな目、と口にした途端、恍惚とした気配が一層強まったのはなぜなのか。話が進むにつれて息を浅くしていくフレデリクを前に、ジゼルは表情という表情をすべて失ってしまう。

　たびたび様子がおかしくなる件については、もう深く考えないことにしよう。

　額に指を添えてそう思った瞬間、熱っぽい吐息がジゼルの耳を掠めた。

「そう、その目だ……堪らない……」

「息が荒いです」

「そりゃあ荒くもなる……どうしよう、今ものすごくあなたに踏まれたい気分だ。なんなら平手打ちでもいい」

　蕩けた声で囁いたフレデリクは、感極まったのか両手で口元を覆っている。その仕種を生気の宿っていない目で眺め、ジゼルは額を強く押さえた。

「……はぁ。殿下はもう少し節度をお持ちになったほうがよろしいかと」

「心外だなあ。こんな顔はあなたにしか見せていないよ、元々」

「どうして私には見せて大丈夫だと思ってしまわれたのでしょうか」

「愛する人にはすべてを知っていてもらいたいって、あなたは思わない？」

　無駄に達者な口は相変わらずで、埒が明かない。

　押さえた額の奥がじりじりと痛み始め、ジゼルは露骨な溜息を落とした。

「もう結構です。私、そろそろ部屋に戻りたいのですが……あっ!?」

　フレデリクの拘束から逃れるべく、ジゼルは身をよじったが、緩んでいた抱擁はすぐさままたきつくなる。

「行かないで」

　真剣な声で囁かれ、ジゼルは息を詰めた。

　しっかりと抱き竦められた彼女には、フレデリクがどんな顔をしているのかもう見えない。苦言を呈するために開きかけていた口を、結局ジゼルは噤むしかなくなる。

「ねえ、さっき言ったことは本当？」

「……さっき？」

　おずおずと尋ねたジゼルへ、やはり顔を隠したきり、フレデリクは独り言でも呟いているような細い声を落とした。

「もう一度言ってほしい。僕も、あなたが思ってるほどには強くない」

　先ほどの恍惚とした声から一転、今の彼の声はあまりにも細く、また頼りなかった。

（……なんて声）

　きゅ、とジゼルは唇を引き結ぶ。

　無能のふりをしながら、失敗の許されない選択を何度も繰り返してきただろう抜け目ない人物――そんな彼の、幾重にも重ねられた頑丈な殻が、ふと透けて見えた気分にさせられる。

「……殿下は」

「うん」

「もう少し節度をお持ちになったほうがよろしいかと」

「惜しいなあ……まぁそれも大事な言葉だとは思うけど、もっと前に言ってたやつっていうか……」

　抱き締める相手の腕に力がこもり、ジゼルの口元が微かに緩む。

『あなたが思ってるほどには強くない』

　強くも気高くもない、弱い人間――自分が零した言葉と今の彼の言葉が、ぴたりと隙間なく重なる。

　しがみついてくるフレデリクの腕は熱い。

　この熱を知った今、ありのままの自分を受け入れてもらうことも、ありのままの彼を受け入れることも、どちらも望んでしまいそうになる。

「嫌いになんてなれません」

「……本当に？」

「はい」

「あなたの罪悪感を利用してるような男なのに？」

　自嘲めいた声が聞こえてくると同時に、締めつける腕の力が一層強くなる。

　もどかしくなったジゼルは、その抱擁から抜け出した。痛むほど締めつけていたわりに、拘束は彼女が身をよじった瞬間あっさりとほどけ、それが余計にジゼルの胸を締めつける。

　口ではどんなことを言っていても、結局、この人は。

　やんわりと振りほどいた腕を伸ばし、ジゼルはフレデリクの頬を両手で包み込む。困惑したような男の目をまっすぐに射抜きながら、彼女は小首を傾げて尋ねた。

「そんなに心配ですか？」

「心配だよ……」

「そんなに私が好きなんですか？」

「……好きだよ……」

　最後には目を逸らして視線を落としたフレデリクの顔を、ジゼルは穴が空くほど凝視してしまう。

　普段のように質問に質問を返されることはなかった。本当に余裕が尽きているらしい。

　王弟に取り入る公爵令嬢――そんな目障りな人間などさっさと切り捨てたほうが、フレデリクにとっては遥かに効率的だったはずだ。

　だが、彼はそうしなかった。面倒な手順を増やしてまでジゼルを助けた。ジゼルが我儘を言って庭に出た日には、子供返りの演技が露呈する危険を顧みず、彼女をベランジェから庇った。

　予定外のできごとは、彼にとって不都合と同義だ。彼らが長年かけて積み重ねてきたものが、そのせいですべて崩れてしまいかねない危険を孕んでいる。

（……それなのに、いつも私のために）

　効率よりもジゼルを優先させている。それは、本来の彼なら考えられなかっただろう、あり得ない選択に違いなかった。

　フレデリクがいなければ、自分は今頃、とうに不名誉な死を遂げた後。それならば、生きるも死ぬも彼の匙さじ加減というこの現状……最初こそ恐れを抱いたものの、よく考えてみれば別になんの問題もない気さえしてしまう。

　どのみちこの男には、己の目的のためにジゼルを握り潰すことなど今後もできはしない。彼女の父親の前でも宰相の前でも見せなかった今の顔こそ、彼の本心なのだろうから。

「……私」

　両手で男の頬を包んだきり、ジゼルは唇を開く。

「元々、思い込みが激しいほうで」

「うん」

「けれどあんな目に遭った後ですし、今後はできるだけ男性に対して盲目になってしまうような真似は避けたいのです」

「さっきも『なりそうだ』って言ってたもんね。心配？」

　軽快な口ぶりから察するに、少しずつ調子が戻ってきている感じはする。それに、心配かどうかと尋ねつつも妙に嬉しそうだ。

『今度はあなたに盲目になってしまいそうな自分が怖くて』

　そもそも先ほどのあの言葉は、彼を元気づけられたらと願って切り出したものだ。続きを声に乗せるのが急に恥ずかしくなり、ジゼルはフレデリクの頬から力なく指を放す。

　それでも、このままうやむやに話を終わらせたら、自分の心にはきっとしこりが残る。

『あなたが思ってるほどには強くない』

　さっきの声が、頭に焼きついたきり離れない。

　踏まれたい、という軽口と真面目な話を交互に切り出されるから、気を抜くとすぐにこの人の本心を見失いそうになる。でも。

　頬の熱を持て余しながら、ジゼルはフレデリクから視線を逸らし、右手で左手を――否、左手の薬指に輝く指輪を包み込む。

「『なりそう』どころか、もう手遅れかもしれませ……ぁ、んっ!?」

　言葉の途中で唇を塞がれ、ジゼルは大きく目を見開いた。

　嬉しそうに彼女の声を聞いていたフレデリクだったが、それ以降は無言を貫き、ただひたすらにジゼルの唇を貪り続ける。驚きのせいで薄く開いたジゼルの唇の隙間から、強引に舌を割り入れるその所作には、彼が取り戻しかけていたはずの余裕は露ほども覗いていなかった。

「ん、ぅ……ッ」

「……なんで急にそういうこと言うの……帰せなくなるんだけど……」

　唇と唇の隙間から独り言のように囁いた後、フレデリクはさらに口づけを深めた。衝動に任せたような激しい口づけに翻弄され、ジゼルの腰が甘く砕ける。

　息が続かなくなった彼女が涙を滲ませて瞼をこじ開けた先で、フレデリクはやはり余裕を欠いた目でジゼルを見つめ、その背を掻き抱いては口づけを深めるばかりだ。

　呼吸さえも呑み込まれそうなほど甘く、そして深く続く口づけを受け入れながら、ジゼルはそっと瞼を下ろした。
















第５章　証言台を下りた令嬢、蜜の味を知る












　それから十日も経たないうち、国王暗殺未遂に関する裁判のやり直しが決定した。

　不正な証拠に関する報告が後を絶たず、ジゼルの冤罪の可能性が跳ね上がっていく――そうした理由による決定だった。

　ペルチエ宰相の言葉通り、エモニエ公爵が宰相の元をたびたび訪れるさまは、王宮で働く多くの者たちの目に留まったようだ。

　そもそも「エモニエ公爵令嬢は無実」という噂が流れる中だ。改悛の塔から釈放されたジゼルが王宮の一室に滞在している話も、フレデリク王太子が彼女を気に入って婚約者にした話も、王宮内にはすっかり浸透していた。

　そこへ、ジゼルの父親であるエモニエ公爵が娘と自身の雪辱を果たすのでは、という新たな噂が加わるのは一瞬だった。

　そうした状況下でにわかに焦り始めたのは、無論、ベランジェ側の者たちだ。

　ここ二十年ほど、エモニエ公爵は、貴族たちが築くどの派閥にも属さず中立の立場を貫いている。とはいえ、先代が宰相を務めたエモニエ家の影響力は、かつてとそう変わっていない。

　娘の裁判の場には姿を見せなかったエモニエ公爵が、旧知であるペルチエ宰相の元を訪れる理由など、そういくつもない。なにせ公爵令嬢はとうに釈放されている。エモニエ公爵は、まず間違いなく娘への屈辱的な判決を覆すために動いているのだろう。

　そういった結論に至り、心臓を縮み上がらせた貴族の面々は、ベランジェ側につくかエモニエ側につくかという周囲の思惑を読みに読み抜く心理戦に陥った。

　ペルチエ宰相とともに、フレデリクはその状況こそを狙っていた。

　王宮内はもちろん、市井に流れ出る話題に至るまで巧みに情報を操り続けた結果、この十日あまりで、ベランジェ側についていた貴族の大半がエモニエ公爵の雪辱戦に肩入れするという構図が完成していた。

「こうも想定通りに話が進むとは……逆に怖くなってくるな。不測の事態も多少は生じるかと思っていたが」

　宰相の文机に頬杖をつきながら独り言を落としたフレデリクへ、ペルチエ宰相が「はい」と頷き返す。

「実際には、ジゼル嬢の現状も影響していると見ております。婚約を強行したに等しい王太子殿下に対する従順かつ献身的な態度に加え、例の判決によって髪を切り刻まれている件も方ほう々ぼうの同情を誘っているようです。ことのほか、市井ではジゼル嬢に対して……」

　淡々と語るペルチエ宰相の声を、フレデリクは微かに自嘲しながら聞き入れる。

　ジゼルに課せられた屈辱的な仕打ち、とりわけ年頃の娘にとっては屈辱の極みだろう髪の切り落としに関しては、強い罪悪感が湧き起こる。

　もちろんフレデリク自身は、髪が長かろうが短かろうが、ジゼルがジゼルであれば変わらず愛おしい。だが、当のジゼルに対してはさすがに後ろめたさが拭えない。彼女が自分磨きのために重ねてきただろう努力や苦悩について知った今は、なおさら。

　本来の自分なら、ジゼルへの仕打ちは有効だったとしか考えなかったはずだ。彼女への憐憫を煽れば煽るほど、民の敵意をベランジェ側――不正まみれの裁判を強行した側へ向かせやすくなるのだから。

「父上の容態は？」

「安定しています、……黙秘も続けていらっしゃいます」

　言葉の後半を、ペルチエ宰相は声をひそめて告げた。

　――セルジュ国王の喉を通った毒は、致死量ではなかった。

　ベランジェの目的はセルジュ国王の殺害だった。フレデリクが無能となって間もなく十年、甥が王位を継承する可能性が極めて低くなった今、今度は長年在位し続けている実兄が目障りになった。彼の思考回路を踏まえれば、十分に動機として想定できる。だが。

　自分の手を汚さずに済むよう、ベランジェはエモニエ公爵令嬢というスケープゴートまで用意していた。それでいて、セルジュ国王に盛られた毒は致死量に満たず、それどころか日常生活に支障が出ない程度まで回復できてしまう量でしかなかったようだ。

　その手抜かりは、甥を殺そうと幾度も牙を剥いてきたベランジェらしくない。

　そのことに、父王よりも遥かに有能なペルチエ宰相が思い至らなかったとは思えない。フレデリクの目がすっと細められる。

　たとえ察したとして、ペルチエ宰相はその点を深く追及しようとは考えないだろう。

　かつて父王の腹心であった彼は、もう何年も前から、父王ではなくフレデリクに忠誠を誓っている。

「それでいい。父上はもう叔父上を庇わない……約束を取りつけてある」

　薄く唇を緩ませたフレデリクへ、宰相は無言のまま頷いてみせた。

　目覚めた父親へ、フレデリクは黙秘を貫かせることにした。フレデリク自身が説得に当たった。

　今後、セルジュ国王は弟を庇わない。

　息子が命を狙われ続ける中、国王は、犯人として最も疑わしい王弟へ頑として縄を打たなかった。長年、彼は我が子を守ることに消極的な動きしか見せてこなかった。

　フレデリクが無能の子供を演じ始め、かれこれ十年。その間、父王はただ「無能な甥を哀れむ叔父」というフレデリクとベランジェの構図を黙認し続けた。弟は罪を犯していない、あの子に罪はない――そんな夢を、都合の良いように見ているだけだった。

　息子ではなく自身が命を狙われた今、彼が弟の改心に夢を見ることはもうない……いや、もう許されない。

　一方で、兄殺しを企んだベランジェにしてみれば、欺瞞まみれの裁判だろうがなんだろうが、ジゼルに罪を被せて処刑してしまえばそれで済む話だったのだ。

　エモニエ家の直系はジゼルひとり。彼女が死ねば、エモニエ公爵は後継探しに本腰を入れなければならなくなる。それでなくても娘を襲ったのは不名誉な死だ。エモニエ家の失脚、そして影響力の衰えは目に見えている。

　平和主義、もっとはっきり言うなら『ことなかれ主義』のセルジュ国王。平和にどっぷり浸かった平凡な為政者。そんな実兄の寝首を掻く程度、さして難しくない……ベランジェはそう高を括っていたのだろう。

　自分が、そのことなかれ主義の兄王に守られているとさえ思い至れずに。

「……あと二日、か」

「はい。準備は滞りなく」

「ああ。頼む」

　やり直し裁判まで、残り二日。

　多くの民や貴族らにとって、フレデリクは今なお無能な王太子でしかない。父の発案で無能を演じ続けてきた代償を払うのも、結局は父ではなく自分だ。

　どれもこれも、父王が早々に決断力を発揮してくれていたら負わずに済んだ業ばかり。馬鹿らしくなってくる。

　なにより、エモニエ公爵令嬢がフレデリク王太子に添って『子守』をしているのは、自身の命とエモニエの名を守るため――大多数にそう思われている現状が歯がゆくて堪らなかった。

　仮にやり直し裁判が無事に済んだとして、長年かけて浸透したフレデリクの不名誉な噂自体は払拭されるわけでもなんでもない。そちらはそちらで、また改めて長い時間をかけ、少しずつ払拭していくしかないのだ。

　窓の外へ向いていたフレデリクの視線が、物憂げに伏せられた。
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　王弟の支持者たちが保身に走り、慌ててエモニエ公爵側へ寝返るさまは、水面下で行われているものとはいえ実に滑稽だった。

　皆、ベランジェの直情的な性格を知り尽くしているからか、示し合わせたように「本人に知られることなく寝返らねば」と思惑が一致しているらしい。ベランジェの人望に純粋に期待していた者はいないのかと同情してしまいそうになるほどの、あっけない手のひら返しだったようだ。

　無論、ベランジェに忠誠を誓った一部の貴族には、寝返るまではできなかった者もいた。焦りを募らせた彼らが、逼迫した精神状態でやり直し裁判までの日々を過ごしただろうことは想像に難くない。

　――そして、その日は訪れた。

「これより、セルジュ・ルフェーヴル国王陛下暗殺未遂における被告人、ジゼル・エモニエ公爵令嬢のやり直し裁判を開廷する」

　裁判長の高らかな宣言とともに、やり直し裁判が開廷した。

　こくりと喉を鳴らし、ジゼルは法廷内をぐるりと見回す。

　法廷に足を踏み入れるのは二度目だ。二度目が、まさか自分の身に訪れるなどとは……一度目の裁判の判決を、すべてに絶望しながら聞き入れたあの日の自分には、露ほども想像できなかった状況だ。

　フレデリクの思惑通り、「ジゼルの父親・エモニエ公爵が娘と自身の雪辱を果たす」という構図への関心は、市井にまで広がっているようだ。

　噂を聞きつけた平民たちが、法廷内には入れないと分かっているだろうに建物の外に集まる様子を、この法廷へ移動してくる際にジゼルも目にしていた。

　王弟のスケープゴートを決定づけるためだけの、取ってつけたような杜撰な裁判は、やり直しを余儀なくされた。それも、こうして国中の民らが注目する中で。

　深く息を吸い込み、ジゼルは呼吸を整える。

　ほぼ偽証のみで成立していた一度目の裁判の判決は、その正当性を疑われ、こうしてやり直し裁判が執り行われている。公爵自ら立ち上がった今回の裁判――それが始まる前から、ベランジェ側につく者たちの大半は怯えきっていた。そうした者たちへフレデリクが事前に手を回していることもまた、ジゼルは知っている。

　だとしても、やはり気は抜けない。

　自席から、ジゼルはちらりと裁判長を見つめる。今日の裁判を取り仕切るのはボンフィス裁判長だ。

　長きにわたり、彼はルフェーヴル国の司法を正しく担ってきた。すべてにおいて中立的な立場で判決を下す、鉄壁の裁判長だ。彼が不在の機を狙って強引に開廷された前回の裁判にて、不当な判決がなされたことに関し、彼の帰還後すぐにペルチエ宰相が相談を持ちかけたと聞いている。

　前回の裁判は、ノギャレという裁判官が臨時の裁判長を担っていた。

　聞けば、彼はボンフィス裁判長と対立関係にあるらしい。金に弱いという司法人らしからぬ側面を持つために、鉄壁の裁判長とは元々反りが合わなかったのだろう。

　当のノギャレ裁判官は本日不在。公にはされていないが、ボンフィス裁判長がすでになんらかのペナルティを課したものと思われる。

　貴族、それも名門公爵家の娘を裁くという重要な裁判が、ボンフィス裁判長不在のタイミングで執り行われた時点で、前回の裁判がいかに異常だったかが分かる。

　そうした常識が欠落した茶番に等しい裁判の中、どうして過去の自分は、声を張り上げて周囲へ不正を訴えることができなかったのか。ブローチの件があったからとはいえ、完全に投げやりになってしまっていた。後悔に襲われ、ジゼルはきつく歯を食いしばる。

　裁判は粛々と進んでいく。その途中、ジゼルはつい、参考人の席に座るベランジェの顔を盗み見てしまう。

　険しい表情だ。裁判が始まった当初より、さらに眉間の皺が深くなっている。金を渡し、あるいは脅し……そういう手段で嘘の証言をさせていた者たちが、皆、手のひらを返したように「あの証言には偽りがあった」と明かしていくからなのだろう。

　一度目の裁判の日、彼にべったりと寄り添っていた女の姿も今日はない。だが、あの女の父親と思しき男の姿はあった。青い顔をして、彼は「複数の証言者に嘘の証言をするよう命じた」と明かした。

　その瞬間に激昂に歪んだベランジェの顔を、ジゼルは確かに見た。

（……哀れだわ）

　ベランジェの元には誰も残らないだろう。

　こいつだけは裏切るまいと信じていた、そのほぼすべての面々に手のひらを返されている、哀れな人――妙な同情に引きずられそうになったジゼルは、慌てて拳を握り締めて意識を集中させる。

　自分の陳述は、次だ。

「それでは、エモニエ公爵令嬢ジゼル・エモニエ。前へ」

「はい」

　短く返事をした後、ジゼルはまっすぐに証言台へ向かった。

　壇上に立ち、裁判長を見つめてから、彼女は先ほどまで隣に座っていたエモニエ公爵とペルチエ宰相に軽く頭を下げる。その一方で、彼らの向かいに座るベランジェにはもう見向きもしなかった。

「法書に左手を」

　天秤の描かれた法書へ、ジゼルはそっと左手を乗せる。

　この所作も二度目だ。ただし、裁判長は前回と別人。彼女の喉が微かに震える。

「法神セルレトの天秤の下、真実のみを語ると誓うか」

「はい。誓います」

「では質疑を始める」

　裁判長の鋭い眼光は、父のそれと少し似て見える。表情ひとつ変えない淡々とした態度も。

　終始ヘラヘラと薄ら笑いを浮かべていた臨時のノギャレ裁判長とは、なにもかもが違う。真も偽も必ず見抜き、公正なる判断を下す――ボンフィス裁判長のまとう空気がそう言っている。

「先の裁判において、セルジュ国王陛下に危害を加えたのは貴殿だと判決が下された。これに異議はあるか」

　しんと静まり返った法廷に、裁判長の厳おごそかな声が響く。

　むしろ前回より緊張が募る。だが、迷いはない。

「ございます」

「ふむ。理由を述べよ」

「セルジュ国王陛下が臥せられた件、先の裁判では、陛下のお部屋に残されていた家紋入りのブローチを理由に私が実行犯とされました。ですが、私は犯人ではありません」

　はっきり言い放つと、さして数の用意されていない傍聴席から、困惑の滲んだざわめきが聞こえてきた。

　射るような視線を感じ、その方向へ目を向けると、赤黒く濁ったべランジェの顔が見えた。その顔を、ジゼルはきつく睨みつけてやる。

　父譲りの、誰からも厭われ続けた鋭い眼光……ジゼルのそれを前に、ベランジェは分かりやすく彼女から目を逸らした。

　俯いた彼を眺めながら、ジゼルは鼻で笑ってしまった。怯えるくらいなら初めから睨みつけてこなければいいのに、と。

　ブローチが無事であることは、すでにペルチエ宰相から伝え聞いている。ボンフィス裁判長の指示で、事件に関わる者の手には及ばない場所で管理されているという。だが。

　己の視線を、ジゼルは再び正面の裁判長へ戻した。

「陛下を陥れるべく動いていたのは、ベランジェ王弟殿下と彼に与する者たちです」

　告げながら、もうベランジェの顔は見なかった。

　この場でなにを訴えるか、なにをどう告げるべきなのか、幾度も頭を悩ませてはまとめ上げてきた。すべては今日、この瞬間のために。

　ブローチがまだベランジェの手の中にあったとして、きっと自分は同じことをした。あの日とは違い、こうして自分の口で無罪を主張しただろう。

「陛下がお倒れになる三日前、私はベランジェ殿下に求婚されました」

「……ふむ」

「指輪を渡され、返礼の品を求められました。突然のことで用意がなかった私は、返事を先延ばしにしたくないと焦り、ブルーガーネットのブローチを差し出しました。陛下の寝室に残されていたという、エモニエ家の家紋入りのブローチです」

　王族からの正式な求婚への返礼品には、相手側の家の家紋が入っていなければならない。納得したのか、裁判長は眉を寄せながらも頷いている。

「ブローチは確かに私の物です。ベランジェ殿下にお渡しした後、近々代わりの品を用意して、あのブローチは返していただこうと考えておりました。突然のことで用意がなく、手持ちの中で唯一家紋が入っていた物だったのでお渡ししましたが……あれは、亡き母の大切な形見ですので」

　ボンフィス裁判長の視線が、ちらりとベランジェに向く。

　その視線に感情は宿っていない。だが、ベランジェが突然ジゼルへ求婚したことの意図は察したのだろう。

「求婚のお返事として差し出したブローチが、陛下の寝室に残されていた……意味が理解できません。私はあれを、確かにベランジェ殿下へお渡ししたのです」

「……ふむ。では、ベランジェ殿下から受け取ったという指輪は今どこに？」

「私の手元にはございません。騎士らに捕らえられた際、真っ先に抜き取られました」

「ッ、そんなものは詭弁だ!!　裁判長!!」

「お静かに願います、王弟殿下」

　ボンフィス裁判長の、温度の変わらない淡々とした声に一蹴されたベランジェは、浮かせかけた腰を苛立ちのまま再び下ろした。

　なにごともなかったかのように、裁判長からの問いかけは続く。

「では、エモニエ公爵令嬢」

「はい」

「先の裁判にて、貴殿は改悛の塔へ幽閉する旨の判決が出た後、初めて発言したと聞いている。裁判中に無罪を主張しなかった理由を尋ねたい」

　温かくも冷たくもない裁判長の視線が、まっすぐにジゼルを射抜く。

　つい怯みそうになりながら、ジゼルは唇を引き結ぶ。以前、ペルチエ宰相の執務室で、父にも同じことを訊かれた。あのときはなにも言えなかった。己の落ち度を詫びるしかできなかった。だが。

「先の裁判中、ベランジェ殿下のお手元に、ブルーガーネットのブローチが覗いたためです。真実を告げれば母の形見を壊されるかもしれないと危惧きぐしました」

　ジゼルが毅然と言い放った途端、傍聴席のざわめきが一層増した。

「件くだんの証拠品を、裁判中にベランジェ殿下が手にしていたと？」

「私も最初は見間違いかと思いました。ですが殿下は何度か、証言台に立つ私へ見せつけるようにブローチを示してみせました。間違いありません」

　ふむ、と思案げに顎を撫でた後、裁判長は再びジゼルへ目を向ける。

「罪をなすりつけられたショックもあり、あのときの私には、真実を訴える勇気も気力も残っておりませんでした」

「では、なぜ判決後に発言を？」

「……判決が出た瞬間、母の形見を守り続ける理由さえ見失うほど絶望したためです」

　言葉だけは濁すまいと決めていたが、表情はさすがにそうはいかなかった。顔を歪めて視線を落としたジゼルを、しんとした法廷の静寂が包み込む。

　その沈黙を割いたのは、ガタンと椅子が倒れる派手な音だった。

　一度目の裁判の後にも同じ音を聞いた。ジゼルはゆっくりとその方向へ目を向け、焦った様子で立ち上がったその人物を見据える。

「この……ッ!!」

「ベランジェ王弟殿下。これ以上陳述を遮るならご退場を」

　抑揚のない声でベランジェの怒声を遮ったのは、ボンフィス裁判長だ。

　憤ふん懣まんやるかたない素振りで奥歯を噛み締めるベランジェの、その歯ぎしりの音まで聞こえた気がして、ジゼルは深く息を吸い込んで呼吸を整える。

「国王陛下を毒に沈め、その罪を私ひとりに押しつけ、偽証まみれの裁判によってすべての幕引きを試みたベランジェ王弟殿下への、公正な裁きを望みます」

　凛とした態度で締め括ったジゼルの声が、張り詰めていた空気を切り裂く。

　ふと視線を動かした先で、父が対面のベランジェを刺すような目で射抜いているさまが見えた。傍から見ているだけでも縮こまりそうになるほど強烈な視線だ。

　フレデリクが用意したシナリオはこれで終わりだ。

　自分はもう、証言台から下りて席に戻るのみ――けれど。

「ボンフィス裁判長。最後にもうひとつ、発言をお許しいただけますでしょうか」

　法壇を見上げ、ジゼルはおもむろに切り出した。

「……ふむ。続けよ」

　微かに眉をひそめつつも、裁判長はジゼルに続きを促す。

　一方で、父とペルチエ宰相のふたりは露骨に固まっている。当初の予定にない言動に出たジゼルを、彼らは緊張の滲む目で見つめるばかりだ。

　フレデリクの姿は、今日も法廷内には見当たらない。

　だが、彼はこの一部始終を傍聴しているはずだ。

『僕も、あなたが思ってるほどには強くない』

　……あの声はない。あれは狡い。

　強いも弱いも関係ない。あなたを守りたくなる。自分が守られているだけでは、いられなくなる。

「私が生きてこの場での発言を認められているのは、フレデリク王太子殿下のご助力があってのことです」

　ジゼルの声が響くや否や、場内は再びざわめき出した。

　フレデリク様、王太子殿下、まさか、一体どういう――訝しげな囁きは徐々に勢いを増していく。抗議のために椅子を倒してまで身を乗り出していたベランジェも、思わぬ話題だったのだろう、目を瞠ってジゼルを凝視している。

　当初の予定にない発言は、先ほどまでの陳述とは別の緊張を呼び起こす。

　深く息を吸い込んでから、ジゼルは意を決して告げる。

「真実ではない証言をした十二名の者たちについて、彼らの偽証を明るみに出したのもフレデリク王太子殿下です。父君が命を狙われた直後だというのに、王太子殿下は不正を許さず、無実の私に手を差し伸べてくださいました」

　今日は、彼自身の意思でここを訪れなかっただけなのかもしれない。

　それならば、なおさらこの場で明かしたい。せめてこの場にいる人々には知ってもらいたかった。

「王太子殿下は聡明なお方です。子供のような拙つたない振る舞いを長年続けていらしたのは、王弟殿下の悪意から御身を守るため……過去複数回におよぶフレデリク王太子殿下の暗殺未遂に関しても、今一度、ベランジェ王弟殿下への聴取をお願い申し上げます」

　さざめきに満ちていた法廷が、水を打ったように静まり返る。

　その沈黙を、カン、とガベルを打つ音が空気ごと裂き、次いでボンフィス裁判長の声が響き渡った。

「すべての証言を鑑み、前裁判でのジゼル・エモニエへの判決を正式に取り消すものとする。セルジュ国王陛下の暗殺未遂容疑については、今よりベランジェ王弟殿下の取り調べを開始する……過去におけるフレデリク王太子殿下の暗殺未遂に関しても、当時の記録を洗い直した上で再調査を進めることとする」

　これにて閉廷する、という裁判長の最後の言葉と同時に、しんとしていた室内がにわかに騒がしくなった。

　あ、とジゼルは思わず声を落とした。

　急に音が戻った感覚があった。本当はずっと騒がしかったのかもしれない、自分の耳がおかしくなってしまっていただけで……くらくらとした眩暈を、額を押さえてごまかしながら、ジゼルはぼんやりと証言台を下りる。

「恐れ入りますがご同行願います、ベランジェ王弟殿下」

「違う!!　私は……話を聞け、裁判長ッ!!」

　ベランジェ、そして彼と一緒に拘束されている貴族たちが、揃って喚き散らしている。

　顔を赤黒くして声を荒らげる彼らが、騎士らに粛々と連行されていく様子を横目に、ジゼルは深々と息をついた。

　どうやら、自分は思った以上に緊張していたらしい。

「ジゼル嬢。お疲れ様でした」

　充てがわれていた法廷の前室へ入ると同時に声をかけられ、ジゼルははっとする。

　いつの間にか彼女の傍まで歩み寄っていたペルチエ宰相、そして父と目が合った。

　ふたりに頭を下げながら、ジゼルは先ほどの言動を謝ったほうがいいか迷った。フレデリクの意図を、結果的に無視する形で勝手をしたのは自分だ。

　だが、結局は謝らなかった。裁判長が、裁判を締め括る前にフレデリクの件での再調査についてもその必要性を明言した以上、あれが悪手だったとは思えない。

「……お父様」

「お前の身柄はまだ家に戻せないらしい。明日また迎えにくる、……今日はよくやった」

　短い言葉ではあったが、娘を労う父の声は普段よりもずっと温かい。力が抜け、ジゼルの口元が自然と緩んだ。

「わたくしは公爵をお見送りしてまいります。ジゼル嬢の迎えには、間もなく騎士がまいりますゆえ」

「分かりました。ありがとうございます」

　ペルチエ宰相に礼を告げ、ジゼルはその場を後にしていくふたりを見送った。こぢんまりとした前室にひとり残り、彼女は小さく息をつく。

　宰相の言葉通り、ほどなくしてドアをノックする音が響いた。騎士が迎えにきたのだろうと、彼女はそっとドアを開き……その瞬間だった。

　強い力で腕を取られ、息が詰まる。

　狭い室内に強引に入り込んできた相手は、すぐにドアの鍵をかけてしまった。そのままきつく抱き締められ、初めこそ急なことに目を白黒させていたジゼルだったが、相手の顔を覗き込み、ようやく口元を綻ばせた。

　フレデリクだった。

　やはり、法廷内に身を潜めて一部始終を眺めていたらしい。

「……最後、なんであんなこと言ったの……」

「やっぱり聞いてらしたんですね」

　声が細い。つい笑ってしまったジゼルだったが、縋るように抱き締めてくる男の背へ、自分からも腕を回す。

「勝手をして申し訳ございません。でも、どうしてもあの場で言いたくなってしまって……それから、こちらを」

　腕を緩め、ジゼルはおもむろに自分の左手首へ指を伸ばした。

　家紋入りの飾りがついたブレスレット――先日、父が再び王宮を訪れた際、今日までにと準備を頼んでおいた品だ。それを外し、彼女はフレデリクへ差し出す。

　家紋が見えるように向きを調整して手渡すと、途端にフレデリクは固まってしまった。

「……なに？」

「求婚のお返事、まだ正式にはしておりませんでしたので……今日お渡ししようと決めてたんです。これは取り急ぎの仮の品ですが」

「……仮？」

「はい。ブルーガーネットのブローチが私の手元に戻りましたら、改めてあれを殿下にお渡しします」

　は、と吐息に似た声を落とし、フレデリクは手元のブレスレットから目を離してジゼルを凝視する。

「……どうして？　あれは母君の形見なんだろう？」

「はい。とても大切な物です、だからあなたに持っていてほしい」

　言葉に詰まったきり、瞬きひとつしなくなったフレデリクを見つめながら、ジゼルの口元が自然と緩む。

　幼かったジゼルにとって、母の形見は大切な宝であると同時に、彼女自身を縛る物でもあった。母との約束を、まるで呪いじみていると感じていた時期もある。

　自分はなんと浅ましいことを考えているのかと、不穏な考えが巡るたびに息を浅くしていた、劣等感の塊のような自分。けれどやはりあのブローチは、自分の誇りを支え続けてくれた物に変わりない。

　それごと――自分があのブローチへ抱いていた正の感情も負の感情も、あらゆる気持ちごと、全部この人に預けたくなった。

　そうしたいと、決めていた。

　ふふ、と笑ったジゼルの身体が、再びきつく抱き締められる。

「……なにそれ……愛してる……」

「はい。私もお慕いしています、フレデリク様」

　途方に暮れたような声で愛を囁いた恋人の背へ、ジゼルもまた、ゆっくりと腕を回した。






　　　　　＊






　その夜。

「殿下……これはさすがに」

　恥ずかしいのですが、と真っ赤な顔で訴えるジゼルを、フレデリクは彼女の眼下で満足そうに見上げている。

　場所はフレデリクの部屋。無論、おもちゃまみれの子供部屋ではなく、魔法陣の先にある彼の隠し書斎だ。

　裁判の場でジゼルが彼の素性を明かした以上、近い将来、彼の私室は子供返りを証拠づける擬態の必要がなくなるのだろう。窓のないこの秘密の部屋で愛し合うのも、今夜が最後になる可能性だってある。

　そう考えれば感慨深い気がしなくもない……とはいっても。

　夜着は脱がずに済んだ。曲がりなりにも未婚の娘だ、いくら婚約者だからといって、相手にすべてをさらけ出すのはまだ躊躇がある。

（でもこれ、……裸より恥ずかしい気が）

　フレデリクに乞われるまま、自ら下着に指をかけて脱ぎ捨てた。

　夜着に隠れるから全然見えないよ、という彼の言葉もジゼルの背を押した。しかし。

「……っ、ふ」

　剥き出しの秘所が、トラウザーズの前部分のみ寛げられた男の屹立に刺激され、堪らずジゼルの吐息が震えた。

　寝転んだフレデリクの顔は、相変わらず恍惚としている。下穿きの紐も寛げられている今、真上から彼を見下ろすジゼルの目には、見ようと思えばいくらでも男の興奮の証が見えてしまう。

　猛々しく反り返ったそこへ、濡れそぼった秘密を擦りつける。敏感になったジゼルの入り口に硬いものがごりごりと擦れ、あ、と声が零れた。

　気持ちがいい。だが、それを声に出して伝えるのは避けたい。快楽に呑まれてそんな言葉を口にすれば、その瞬間、自分にとって取り返しのつかないことになってしまいそうで。

『僕があなたの胸を触ろうとしたら、その手を払い落としてほしい』

　腰に跨がった直後、うっとりと目を蕩けさせて懇願してきたフレデリクの声が、ジゼルの脳裏を過ぎった。

　……本当によく分からない。それのなにが嬉しいのかさっぱりだ。

　だが、ジゼルは彼の願い通りにしていた。本人たっての希望だ、あからさまに無下にはできない。

　ぱし、と音がするほど強く払いのけるたび、フレデリクは劣情の滲む目で恨めしそうに、それでいてどこか嬉しそうにジゼルを見つめてくる。

　その視線に射抜かれると、それだけでジゼルの腰は余計に揺れる。特殊と呼んで差し支えないだろうこの行為によって、自分自身もどうかしてきてしまっている気がして、ジゼルは居た堪れなくなる。

　なにより、胸元がもどかしくて仕方なかった。

　着たままの夜着は、腰を揺らすたびに衣擦れを起こして胸の先端を掠める。その淡い刺激もジゼルを苛んでいた。いっそ強引に揉みしだいて、赤く熟れた先端を吸って気持ち良くしてほしいのに、そんな不埒な手は払い落としてくれと言うから払い落とすしかない。

　彼自身に擦りつけている秘所はすでにびしょ濡れだ。後から後から溢れてきてはフレデリクの屹立を濡らし、それが潤滑油となって、敏感な襞を浅く深く刺激する。

　ぎり、とジゼルは奥歯を噛み締めた。

　これ以上快楽に流されたくない、この男に頼まれて仕方なくやっているだけなのに――その思いが、彼女の目尻に薄い涙をまとわせる。

　一方のフレデリクは、この行為が始まって以降、恍惚とした顔を隠そうともしない。

「夢みたいだ……ジゼルが僕のだらしないペニスを虐めてる……」

「そんなことしてませんけど」

　引ききった声が出た。低く抑えた声で否定しながら、直接的な表現は避けてほしいのだけれど、とジゼルは不機嫌そうに目を細める。それまでなんとか揺らし続けていた腰も、つられて動きを止めてしまう。

　それに、だらしない、という言葉が妙に引っかかる。

　だらしない……だらしない？　臍につくのではと訝しくなるほど雄々しく反り返るそれの全貌を思わず見下ろしてしまったジゼルは、は、と熱のこもった吐息を落とした。

「で、殿下は、……その、だ、だらしなくなんて、」

「そう？」

　だらしなくなんてないです、ご立派です、などとわざわざ伝える必要はあるのかと言い淀んだジゼルだったが、フレデリクの返事の声は普段と変わらない軽やかな調子だった……だというのに、軽口を叩いている余裕もなにも、ジゼルは一瞬で奪われてしまう。

　狙いを定めた彼自身の先端が、ぐり、と前触れもなにもなくジゼルの内側へ挿し込まれたためだ。

「ひ……ッ!?」

　最初から深い場所まで潜り込まれ、ジゼルはぞくぞくと腰を震わせる。

　そんな彼女を見上げ、フレデリクは彼女の頬へ手を伸ばした。唐突な挿入のせいで息を止めたきりのジゼルへ、彼は、呼吸の仕方を一から教えるような調子で穏やかに続ける。

「ごめんねジゼル、ゆっくり息を吸って……そう、上手だ」

「ふ、ぁ……ッ」

「気持ち良すぎて我慢できなかった。後でどんなお仕置きでも受けるから、許して？」

　真下で小首を傾げてみせた男の顔が、生理的な涙のせいでぼやけてしまう。

　結局、まともな呼吸を取り戻すには至らなかった。ぐりぐりと奥に押しつけられながら、ジゼルの腰は甘く蕩け、その隙を狙っているとしか思えない彼の指に肉芽を押し潰されてしまう。

「んぅっ、……ひ、ぁあッ！」

「痛くない？　ああ、奥に当たるね。ここ気持ちいい？」

「あッ!?　や、ああっ！」

　ジゼルの頬に伸びていたフレデリクの手は、いつしか彼女の腰を固定していた。

（……だめ……）

　身動きが取れない。この甘い責め苦を、自分の意思で抜け出すことができない。今の自分は彼にそれを許されていない。

　なにかを考える暇さえ与えられないほど深く挿し込まれている上、先端で奥の壁を優しく突かれ、ジゼルの唇からとろりとひと筋唾液が零れた。

「気持ちいいって言って、ジゼル」

「ぁ、……あッ、だめっ……」

「ほしかったんでしょう？　中、絡みついてくる……いい……」

　愉悦に酔い痴れる男の声が、ジゼルの耳に溶ける。

　気持ちいい――これまでは口が裂けても言えなかった。恥ずかしくて死んでしまう、そうとしか思えなかった。それなのに。

　突き上げられる衝撃のせいか、頭はぼんやりと鈍ったきりだ。とうとう陥落する。半開きのジゼルの唇から、理性の削げ落ちた声がぽろぽろと零れ落ちていく。

「……きもち、……ぃ……、ぁ、フレデリクさまぁ……ッ」

「っ、可愛いね、ここ、そんなにいいんだ？」

「あッ、だめ、そこやだ、あぁッ！」

　奥を小刻みに突かれ、大きく首を振ったジゼルの目元から涙が飛び散った。

　深い場所へ入り込む際に、充血した内側をまるごと擦り上げられる。その刺激があまりにも強すぎるせいで、ますます声を抑えられなくなる。

　我慢ができなくなっていたのはジゼルも同じだ。男の興奮の証に秘密を擦りつけながら、早く与えてと、そればかりを望んでしまっていた。そして今、望んだものを与えられるだけに終わらずこれほど情熱的に愛されては、もう逃げ場など残っているはずもない。

　上体に力が入らなくなり、ジゼルは崩れるようにしてフレデリクの胸元にしなだれかかった。

　その瞬間を狙ったかのごとく、フレデリクの手が彼女の胸を揉みしだく。刺激をほしがって震えていた胸、中でも尖りに尖った先端を摘ままれ、ジゼルは悲鳴を抑えきれなくなる。

「ぁ、……ごめん、なさ……あんっ」

「なんで謝るの？」

「はぁ、だって、フレデリク様、今日は見下ろされたいって、……あ……ッ」

「そんなこと気にしてくれてたんだ？　健気すぎるよ、本当に可愛い」

　囁くや否や、フレデリクはジゼルの手を取った。

　甘やかな責め苦に耐えようとシーツに突き立てていた彼女の指が、フレデリクのそれにそっと絡められる。優しさの滲むその所作に胸を高鳴らせた途端、下から激しく突き上げられ、ジゼルは目を見開いて悲鳴をあげる。

「ああッ！」

「……ごめんね。あなたにひどくされたいのに、ひどくしたくもなる……」

　浮かされたような声で囁かれ、ジゼルの目尻を大粒の涙が零れ落ちていく。
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　優しいのに激しい。甘やかなのに容赦がない。

　翻弄され尽くしたこの身体と心の中に、最後にはあなただけが残る。

『どんなお仕置きでも受けるから』

　そう言いながら、あなたは笑う。

　けれど、足を舐めさせても顔を踏んでも頬を引っ叩いても一切お仕置きにならない、むしろ喜ばせるだけというこの現状、どんなことならあなたを追い詰めてやれるのだろう。

「ジゼル……ぁ、もう出そう……」

　譫言のように零したフレデリクの瞳が、ひときわとろりと蕩けて見えた。

　腰を持ち上げられて強引に押し倒され、その衝撃で余計に深く男を受け入れる羽目になり、ジゼルは嬌声をあげた。

　肌と肌がぶつかり合う音、絡み合う場所から溢れた蜜が立てる水音……なにもかもが淫らで、耳を塞ぎたくなるほどだ。それなのに、位置の逆転した相手に熱っぽく見下ろされ、ジゼルはそれ以上なにも考えられなくなる。

　溶け落ちてしまいそうだ。身体も、心も。

　子種を注ぎ込もうと激しく腰を振るあなたは――理性もなにも残っていなそうなあなたの瞳は、本当に、甘く蕩けた毒そのもの。

「あっ、ぁ、きちゃう、だめ、……ああッ!!」

　強く激しく揺さぶられ、ジゼルの意識が白く霞む。

　視界の端で火花が爆ぜる。上がりきった呼吸を不格好に繰り返しながら、彼女は中に注ぎ込まれているのだと理解してしまう。達したばかりの内側が、最後の一滴まで搾り取ろうと、雄を切なく締めつける。

　唾液が零れるほど激しく突かれた直後で、まだ震えているジゼルの唇を、フレデリクは無理やり奪った。

　息苦しさと多幸感の間を揺蕩たゆたいつつ、彼女は熱っぽい口づけを受け入れ続ける。だが、その呼吸が元通りになるよりも先、異変は訪れた。

「っ、あ……」

　まだ内側に収まったきりの欲望が、再び硬度を取り戻し始める。

　咄嗟に身を引いて口づけを終わらせたジゼルだったが、主張を再開したそれを、結局は反射的に締めつけてしまう。

「……いけません、殿下。終わったばかりなのに、またこんな」

「はぁ、ジゼル……お願いする前から罵ってくれるなんて……」

　たしなめるように告げたジゼルへ、フレデリクは、両手で顔を覆いながら感極まった様子で返してくる。

　……別に罵ってはいないが、勝手に感激されてしまった。本当に変態じみている。

　あえて「殿下」と呼んだほうが落ち着いてくれるかと考えたのに、逆効果だったらしい。殿下と呼んだほうが興奮するときと、名前で呼んだほうが興奮するときがあるというから、選択と加減が難しい。

　この男、本当になんなんだ……自分が常識だと思っていることの大半を、常識として受け入れてもらえていない気がする。だいぶ人となりを理解できてきているのではと自信がついた今のジゼルでさえ、完全には困惑を払い落とせない。

　彼女が眉根を寄せた途端、最初に挿入されたときとほとんど変わらないくらいまで硬度を取り戻した屹立がゆっくりと動いた。

　あ、と腰を揺らしたジゼルの内側は、彼女の意思とは裏腹に、嬉々としてその刺激を受け入れてしまう。

「あ、ん……だめ……」

「ジゼル。あなたが達したときの中、良すぎて……もう一回したい……」

　陶酔しきったフレデリクの囁きに耳を犯され、ジゼルの目がまた潤む。

　達したときの中――愛する人をきつく締めつける感覚が生々しく蘇り、入り込まれたままのジゼルの中が切なく疼き出す。

　その刺激が心地好かったのか、フレデリクは感じ入っているような声をあげた。その声が、ジゼルの腰を余計に甘く溶かす。意思もなにもなく、包み込んだきりのそれをきゅうきゅうと締めつけてしまう。

「ぁ、……あ、フレデリク様、待って」

「待てない。我慢の利かないだらしないペニスでごめんね？」

「あ、ぁっ……！」

　だらしないペニス――ああ、硬さや大きさがどうこうという話ではなく、そういう意味だったのか。

　今にも遠のきそうな意識で妙な納得を覚えたジゼルは、揺さぶられながら瞼を下ろす。そして、次から次へと容赦なく注ぎ込まれてくる快楽に、今度こそ抵抗することなく身を委ねた。

















終章　非凡な次王はかく囁く












　王宮の外れ、鍛錬場を北に抜けた先の小さな森――進入禁止区域。王族や貴族どころか衛兵すら、当番以外の者は立ち入りを避けたがる場所だ。

　最低限に舗装された薄暗い道を、フレデリクはゆっくりと抜けていく。

　彼の目的地は改悛の塔だ。過去に一度、衛兵の交代時間を狙って深夜に侵入したことがあったが、今回は真っ当な手順を踏んで塔の内部へ足を踏み入れた。

　脱獄不可能とされる貴人用の独房。その階段を一歩一歩上りながら、彼が思い返していたのは父王の顔だ。

　前回この塔を訪れてジゼルと顔を合わせた、その翌朝に父は目を覚ました。実の息子よりも大切に扱い続けた実弟に、致死量を超える毒を仕込まれて殺されかけた、かわいそうな為政者。

『そういえば、毒の味ってどんな感じでした？』

　目を覚ましたばかりの父の枕元でそう尋ねたときの彼の表情を、フレデリクは生涯忘れないだろう。

　命に別状がないように、それでいてある程度の苦痛を体感できるように調整を施したのは、国王の息子であるフレデリク自身だ。ベランジェの命令で動いていた実行犯が仕込んだ毒をわざと薄めた。止めることもできたが、あえてそうしなかった。

　どうやら、ベランジェは標的を本気で仕留めるつもりだったらしい。当初の量をまともに口に含んでいたら、どう処置を施したところで助からなかったはずだ。

　セルジュ国王が望んでいた実弟の改心は、ついに実現しなかった。それどころか、「王を害そうとした」という許されざる重罪まで負わせる結果になった。弟の罪についてもっと早く対処していたなら、そこまでは堕とさずに済んだだろうに。

　国王が弟を切り捨てられなかった理由。

　それを、フレデリクはとうに知っている。

『あなたは、自分の跡をベランジェに継いでほしかった』

『でも、そのために僕を始末するのも本意ではなかった。愛する人との間に生まれた、たったひとりの子……ただ可愛いだけの子供にしておきたかったんですよね？』

　父王の枕元で屈託のない笑みを浮かべながら、知ってましたよ、と告げたフレデリクへ、あの日のセルジュ国王はこれ以上ないほど苦々しく顔を歪めてみせた。

　自分に毒を盛ったのが誰なのか、そしてその量を死なない程度に調整したのは誰なのか、彼はすでに知っている様子だった。その手の勘は鈍くないらしい。事実、息子の命を何度も狙った黒幕が実弟だということも、父王はかなり早い段階で察していた。

　父王は、自分よりも優れた後継の誕生によって、自身の平凡さが際立ってしまうことを恐れていた。

　だからこそ、聡明と名高かった妻の血を濃く継いで生まれてきた息子よりも、自分と同等、もしくはそれ以下の才しか持っていない弟をいっそ次王に据えたかった。

　九年前、彼がフレデリクに子供返りの演技をさせるよう提案したのも、そうした理由があったからだ。本来の後継に対する措置とは思いがたい、誰の目にも苦し紛れにしか見えない愚かな策だった。

　セルジュ国王は、隣国から迎えた妻との間にフレデリクをもうけた後、元来身体の弱かった妻に次の子を望まなかった。事実、フレデリクの母はフレデリクが幼い頃に病に臥せり、そのまま他界してしまった。

　後妻を迎えたほうが良いのでは、と進言する臣下の声に、父王は一切耳を傾けなかった。愛ゆえの決断だと、国内では美談として扱われているが、実際には自分よりも優秀な子が生まれてきたら困るという理由もあったようだ。

　父王が妻を愛していたのは本当なのだろうが、彼の妻はとかく頭の切れる女性だった。施策などの面では特に、自分とよりもペルチエ宰相とのほうが話が合っていたらしく、国王自身はそのことを甚いたく気にしていたそうだ。

　埒が明かない、とフレデリクが完全に父親を見限ったのは九年前。ベランジェの野心を鈍らせるため、フレデリクに子供返りしたふりをさせてはどうかと、父が提案した日だ。

　それって叔父上しか得をしないのでは、と喉まで出かかった声を呑み込み、フレデリクはペルチエ宰相の元を訪ねた。当時のフレデリクには、父の愚案を一蹴できるほどの力がまだなかったからだ。

　薬と偽って毒を渡す、狩り中に事故を装って弓で射る、馬に仕込みをして落馬させる……その他にもいくつもあった。

　露骨な手段でフレデリクを亡き者にせんと企んだ実行犯たちは皆、その後決まって行方をくらませた。中には死体で発見される者もあった。そのたび事件は、真相を煙に巻きながら中途半端に収束してしまう。

　だが、彼らの不審な失踪の背後には、必ずベランジェの影が見え隠れしていた。それでも父王はベランジェを捕らえなかった。詳しい聴取さえ進めさせなかった。

　宰相に協力を仰いでまっとうな教育を受ける間、フレデリクはさほど時間をかけずに彼の信頼と忠誠を勝ち取った。

　周到に、慎重に、そして確実に欺かねばならなかった。叔父も、父も。

　月日が流れる中、宰相の忠誠が父王からフレデリクに変わったことに、勘だけは良い父王はおそらく途中で気づいていた。しかし結局、彼は最後まで知らないふりを貫いた。

　そしてとうとう、父王は、苦心して守り続けてきた弟に命を狙われる日を迎えた。

『父上。今後は僕の言う通りにしてください』

『もう叔父上を庇わないでほしい。あれはついにあなたを殺そうと企んだ……あなたと同じ平凡な男などではないのです。あの男こそただの子供なんだ、自分の気に入らないものを排除したいだけのね』

　分かるでしょう、と諭すように語るフレデリクの声を、横たわったまま両手で顔を覆っていた父親は、果たしてどんな表情で聞いていたのか。

　彼が王位を譲りたいとまで願った『平凡仲間』は、彼が思うような平凡な人間ではなかった。無能、もしくはそれ以下。自分を守ってくれている相手を、守ってもらっているとも思い至れず邪魔だと判断するような、真の愚か者でしかなかった。

『彼の我儘を助長したのは他ならぬあなただ。だから、これが最後の忠告です』

『今回の件でなにを問われても、その相手がたとえ叔父上だとしても、絶対に沈黙を貫いてください』

　――あなたはもう、なにも喋らなくていい。

　あなたの命は、息子である自分に握られているも同じ。暗にそう匂わせた。

　お願いしますね、と微笑みとともに締め括ったフレデリクへ、父王は素直に頷いた。疲れた、あるいは諦めきった顔をしていた。

　父王の部屋の中、カーテンの隙間から差し込む朝の日差しに、フレデリクが久しぶりに夜の終わりを実感した瞬間だった。

　長い階段を上りきり、ふう、とひと息つく。

　最上階のその部屋には、つい最近も訪れた。だから、そこにかけられた魔術式の鍵を外す方法ももちろん知っている。

　わざわざドアをノックしてやる必要はない。相手には返事を求めていない。

　鍵を開け、フレデリクは室内に足を踏み入れた。

「お久しぶりです、叔父上。お元気でしたか？」

　鼠色のローブに身を包んだ叔父は、ベッドの上に寝転がっていた。

　驚愕の表情で上体を起こした彼に、フレデリクは晴れやかに笑いかけてみせる。

「……なんの用だ」

「今どんな気分なのか、どうしても叔父上に訊いてみたくて」

　来ちゃいました、と挑発を滲ませて笑ったフレデリクを、聴取が始まる前とは比較にならないほど顔をやつれさせたべランジェがぎろりと睨みつける。

　彼の両足には枷が嵌められている。いつかジゼルの足に嵌められていたものと同じ型の枷だ。口元こそ緩んだままだが、フレデリクの目が不穏に陰る。ジゼルと同じ枷――そんなことにさえ嫉妬してしまいそうになる。

　甥の表情の変化には気づかなかったのか、ベランジェは苛立たしげに舌打ちした後、荒んだ声で尋ねる。

「……どこからがお前の計算だった？」

「そんなこと訊いてどうするんですか？　叔父上がもっと惨めになるだけですよ？」

　意図が分からないとばかり、フレデリクは尋ね返した。質問に質問を返すのは彼の常套手段だ。またも派手な舌打ちをしたベランジェは、硬いベッドに腰を下ろしたきり、今度こそ深く俯いた。

「あなたには、ジゼルを傷つけてもらう必要がありました」

　喋りながら、フレデリクは叔父の傍へ歩み寄る。ベッドから立ち上がって甥に睨みを利かせつつも、ベランジェはじりじりと後ずさりしていく。

「九年前、体調を崩したジゼルを助けたことがあったんです。でも、ジゼルはあなたと僕を勘違いしてしまったみたいだ……それであなたに協力してたんですよ、彼女。知ってました？」

　笑いかけてはいるものの、フレデリクの目の奥は少しも笑っていない。

　壁際まで追い詰められたベランジェは、背筋を震わせながらも、怯えをごまかすように声を張り上げた。

「っ、あの馬鹿女が勝手に勘違いしただけだろうが!!　俺には関係ない!!」

「は？　言葉は選べよ、誰が馬鹿だ」

　それまでは決して機嫌が悪そうではなかったにもかかわらず、フレデリクは一転して不愉快そうに叔父を見据える。

　その視線に囚われたベランジェは、すっかり固まってしまっていた。堪えきれなかったのか、彼は壁を背にずるずると膝から崩れ落ちる。

「ジゼルが誤解しなければ良かった、なんて僕が考えるわけないだろ。最初からお前が存在していなければ良かっただけの話だ」

　座り込んだベランジェの、放心したように放られていた手を、フレデリクは勢い良く踏みつけた。ぎゃあ、というベランジェの濁った悲鳴が狭い室内に反響する。

「……エモニエ家の娘としてあれを利用しているのなら、お前も俺と同類だ……」

　フレデリクの足が離れると同時に、踏まれた手を庇ったベランジェは、目に見えてガタガタと震えながらも声を絞り出す。

　そんな彼へ、フレデリクは一瞬当を得ないような顔を見せ、しかしすぐさま声をあげて笑い出した。

「僕がジゼルを『利用』なんてするわけないじゃないですか。僕と彼女は愛し合っているんですよ、叔父上？」

「……な……」

「あなたは最初から、僕らが愛し合うに至るための道化だったんです」

　笑いの滲む声で諭すように語りかける甥を前に、ベランジェは目を見開いたきりぴくりとも動かなくなった。

　道化。彼こそが甥をそう思っていたのに、その言葉を他ならぬ甥本人から投げつけられたショックのあまり、ベランジェの唇は音を零すこともなくただ戦慄くばかりだ。

「……あの女はお前を殺そうとしていたんだぞ……正気か」

「そうやってあなたに騙されて捨てられて、彼女、本当にかわいそうでした。でも」

　やっとのことで声を絞り出したベランジェへ、フレデリクはわざとらしく眉尻を下げて続ける。

「最初の判決がなければ、ジゼルはあなたをなかなか見限れなかったでしょうね。だからちょうど良かったのは事実です」

「……わざと看過ごしたと？」

「はい。九年前に彼女を助けたのが僕だったとジゼルに明かすのは、あなたを見限ってもらった後が良かった。そうでなければ、ジゼルは僕を心から頼ってはくれなかったでしょうから」

　今度こそ言葉を失った叔父を見下ろしながら、フレデリクは口元を歪めて笑う。

「ジゼルは短い髪もよく似合うし、なんなら囚人用のローブを着ていても美しかったですよ。それに髪は本人が望めばまた伸ばせます、けれどあなたに囚われていた自分を許せない気持ちは消せない。それを、気高いジゼルに植えつけてやりたかった」

　――彼女に自らあなたを切り捨てさせて、僕を選んでもらうために。

　ひと言ひと言、叔父を諭す調子で続くフレデリクの声は、どこか自分自身にも言い聞かせているような声色だった。

　ジゼルのあの屈辱は必要なものだった。だからベランジェを泳がせていた。当のベランジェは、誰も自分に逆らえない状況を作り出せたと勝手に浮かれていたが……哀れな叔父へ焦点を定め、フレデリクは彼の胸倉を掴んで強引に引き寄せる。

「僕の子供返りの演技、まぁわざとですけど最近はかなり杜撰になってきてたんですよね。庭であなたとジゼルの話を邪魔したときなんて、もうバレても仕方ないかなくらいに思ってたのに……その無能っぷりで王になりたい？　寝言は寝て言えよ」

　首を圧迫されたせいか、ベランジェは震える呼吸を浅く繰り返すだけでなにも言わない。もうなにも言えないのかもしれなかった。

　しばらく沈黙が降りた後、ようやく、彼は細い声で甥に問いかける。

「……兄上に毒を盛るのも、お前は……止められるのに止めなかったのか？」

　今にも消え入りそうな声での問いかけに、フレデリクは微笑みかけるのみで返事をしなかった。持ち上げていた叔父の胸倉をぱっと放し、再び床へくずおれた相手を見下ろしながら、彼はやはり問いかけへの返事をしないまま口を開く。

「結婚式にもお招きしたかったんですが、配慮がなくて申し訳ございません、叔父上」

「……式……？」

「はい。でもあなたにはもう、ジゼルのどんな姿も見てほしくないんです」

　この塔を訪れて以降、最も険しくフレデリクの双眸が細められる。

「だから、処刑までの間、ここでみすぼらしく過ごしてください」

　見た者を石にでも変えてしまいそうなほど鋭い眼光は、言葉の最後を告げる頃にはすっかり和らいでいた。

　処刑は公開しない。誰の目にも留まらせずに済ませる。父にさえ知らせず、ひっそりと。

　この男に、あらかじめ日程や手段を伝えるつもりも一切ない。いつどうやって死ぬのか分からず怯えて暮らす――幼い頃の自分も味わった恐怖だ。

　何度も味わわされた自分とは違い、この男の場合はたった一度きりで済むのだ。そのくらいは我慢してもらいたい。

　満面の笑みを浮かべたフレデリクを、ベランジェはただただじっと見上げていた。

　身体の震えが止まらないのか、彼の両腕は自分を抱き締めるように胴に巻きついている。踏まれた手の甲の痛みも忘れ、甥の、子供返りしていると思わされていた頃と変わらない屈託のない笑みを、それこそ穴が空くほどに見つめ続けている。

　フレデリクが彼に背を向け、独房を出ていった後もなお、ベランジェはしばらく床から立ち上がることすらできなかった。






　　　　　＊






　ほどなくしてセルジュ国王が回復し、フレデリクとジゼルは正式に婚姻を結ぶことになった。

　ふたりの結婚について、国王は一切反対しなかった。

　フレデリク本人やペルチエ宰相、あるいは娘の心づもりをすでに知るエモニエ公爵からの説得もあったのかもしれない。だが、仮にも自分はフレデリクを陥れようとしていた身だ。あっさり承諾してもらえるとは思っていなかったジゼルは、つい拍子抜けしてしまった。

　彼女の婚約者は、とにかく用意周到なタイプだ。王に対しても事前になにかしたのかと何度か尋ねてみたものの、結局、なにをどんなふうに訊いてもはぐらかされるばかりだった。詳細は今後も教えてもらえないのかもしれない、とジゼル自身も諦めを覚えて久しい。

　――そして数ヶ月の月日が流れ、挙式の前日。

　次期王妃としての教育も兼ね、ジゼルはここしばらく王宮に滞在していた。式の前夜、今日は彼女の父も王宮に招かれている。

　父への挨拶は済んだ。元通りとまではいかないが、この数ヶ月でだいぶ伸びた髪を揺らしながら、ジゼルは父の部屋を後にする。

　ジゼルの結婚に伴い、エモニエ公爵家の後継は、父方の親族から候補を選出すると聞いている。彼女がベランジェに傾倒していた頃、父はまだ後継の件で動く気がなかったようだが、やり直し裁判以降は親族間で頻繁に話し合っていたらしい。ジゼルが同席したことももちろんある。

（……お父様が泣いてるところ、初めて見たわ）

　父の目尻に光っていた雫を思い返し、ジゼルは改めて感慨に耽る。

　娘を送り出す父親には、同じ立場に立った者にしか分からない特別な思いがあるのかもしれない。つい、ジゼル自身もつられて涙ぐんでしまった。

　次いで、彼女はフレデリクの私室を訪れた。

　彼の現在の私室に、かつての子供部屋の面影は欠片も残っていない。ペルチエ宰相の執務室とよく似た、利便性を優先した造り――その室内ももうだいぶ見慣れたものだ。

　……それはそれとして、だ。

　ソファに腰を下ろしてティーカップを傾けていたジゼルは、対面のフレデリクをげっそりと見つめ、何度目になるか分からない盛大な溜息を落とした。

「お顔はいけません。何度も申し上げております」

「そこをなんとか。ほんのちょっとだけでいいんだ、お願い」

「しつこい……」

　頼みごとを切り出され、ジゼルはすっかり頭を抱えていた。

　待ちに待った晴れ舞台を目前にして、この男、言うに事欠いて――ずるずると続く押し問答にうんざりと目を細めたジゼルは、思わず額を押さえる。

『顔を踏んでほしい。そうしたら僕、明日も頑張れそうな気がする』

　明日も頑張れそうな気がする、ではない。ふざけるのも大概にしてほしい。

　愛する女に顔を踏まれて気力を盛り返すような癖へきを持つ男が、明日、とうとう自分の伴侶になってしまう。本当にこれで良かったのだろうか、といまさらながらジゼルの胸に冷めた不安が湧き起こる。

　ことさら、義父となるセルジュ国王に妙な誤解をされたくなかった。この歪んだ嗜好が、万が一にもジゼルの趣味だと受け取られてしまったら……堪ったものではない。

　そのジゼルの心境を、フレデリクが理解していないとは思えない。だから断固として断り続けているのに、相手もしぶとかった。

　こんなところで根気強さを発揮しないでもらいたい。ジゼルの目から、ますます生気が欠けていく。

「本当は靴を履いたまま踏んでほしいんだ。僕だってこれ以上の譲歩はできない」

　真剣な顔で告げられ、ジゼルはこれ見よがしに溜息を落とした。

　心底面倒くさい。いっそ、さっさと踏んでこの場を収めたほうがいいのではないか。ジゼルとしては、明日のためにも今夜はできるだけ早く休みたいのだ。

「分かった、分かりました……でも本当、足を置くだけです」

　とうとう根負けしたジゼルが、諦めたような調子で言い放つ。途端に、フレデリクは「嬉しいよ」と両手で顔を覆って頬を染めた。

　そんな彼の前で早々に靴を脱ぎ捨てたジゼルは、恍惚と彼女を見つめるばかりのフレデリクへ「早く跪いてください」と告げる。作業じみた淡々としたその声がまた、彼の癖へきに深く刺さったらしい。一層うっとりと目を細めたフレデリクは、ソファから立ち上がってジゼルの足元へ跪いた。

　深く俯いた彼の後頭部へ、ジゼルはゆっくりと素足を乗せる。それから、足の指先を動かして頬を撫でてやる。

　もう何年も前のできごとのように感じる、改悛の塔での出会いを思い返しながら、彼女の胸がぞくりと高揚に震えた。

　……そう、高揚だ。内心とは裏腹に高揚してしまっている。嫌々足をかけているはずなのに。

　ジゼルの眉が険しく寄る。だが、その頬には明らかに朱が差していた。踏む行為を純粋に嫌っているというよりは、この感覚こそが嫌なのだ。

　こんな常軌を逸した趣味を持っているのは、フレデリクだけで十分なのに。

　さらに深く眉をひそめたジゼルの耳に、は、と熱を持った吐息が届き、堪らず彼女は足を震わせた。

　頬に足を乗せられたフレデリクに、眼下からじっと見つめられる。煽情的な眼差しに囚われたジゼルの喉がこくりと揺れ、反射的に彼の顔から足を離してしまう。

「もう終わり？」

「っ、終わりです……」

「なんか顔、赤くない？」

　残念そうに問われた後、背けた顔をわざわざ身を乗り出してまで覗き込まれ、とうとうジゼルは白状せざるを得なくなる。

「少し……気分が、高揚してしまって、困るので……」

　言い終えてから、別に馬鹿正直に伝える必要はなかったなと思ったら最後、ジゼルの頬は余計に熱くなってしまう。

　そんな彼女の様子を、床に膝をついたきりでぽかんと見つめていたフレデリクは、一拍置いて言葉の意味を理解したらしい。再び両手で顔を覆った彼は、感極まった声で囁いた。

「夢みたいだ……ジゼルが、僕を踏んで興奮してるなんて……」

「ふざけた言い方はやめてください」

「もっ、もし良かったらこの流れで平手打ちもお願いしたい……」

「するわけないでしょう！」

　明日には夫になる男を、奇人を見る目で見下ろしてから、ジゼルは堪えきれないとばかりに額を押さえた。

　その瞬間、床から立ち上がってソファの隣に座り込んできたフレデリクが、彼女をきつく抱き締める。

「……なんですか、急に」

「いや。可愛いなあって思って」

「っ、今日はもうなにもしませんから……」

「うん。明日はいっぱいしようね？」

　なにを、という部分が不明確な言葉を返されたせいで、勝手に想像を膨らませたジゼルの胸が早鐘を打ち始める。

　これほど隙間なく抱き締められている以上、すでに相手にもこの高鳴りは伝わってしまっているだろう。諦めたような気分で、ジゼルは自分からも彼の背に腕を回す。

「……はい……」

　変態は変態のままだが、これはこれで、幸せといえば幸せなのかもしれない。

　ゆっくりと重なった唇のやわらかさに酔い痴れながら、ジゼルは静かに瞼を下ろした。







〈了〉
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